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ひとつのルールで無限の可能性……それが 



Multiple Assignable Game^k^ Interface for Universal System 


シンクロテスト中に f ぶれたイ吏徒反応。原因調度のため、兰人まと 
めて監視する事になり、ミサトの家で同居を始めたシンジ•レイ 
-アスカ。彼らに何力ぶ起きたのか？使徒の脅威が S 人に迫る！ 
「決戦！第3新東京市」を「使徒接近！」に対応させた、追加ル 
ールとサンプルリプレイを加えて、パワーアップしたリプレイ集。 
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使徒、撃滅！ 

- MAGIUS 

新世紀エヴァン'ゲリオン民 PG リプレィ集- 
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•はじめに 

この 本は「新世紀エヴァンゲリオン RPG 」 のリプレイ集です。小説でもシナリオ集で 
もありませんので、お間違えのないよ一に。 

んで、ご承知のこととは思いますが……この場合のリプレイ集とは、テーブルトーク R 
PG でプレイした薑を文章に書き起こしたもののこと。さらに覇 するならば、 テ—プ 
ルト ー ク民 PG とは会話で進行する民 PG のことです。 

この説明でも何が何だか分からん、といぅ人は試しにちよろっと中を読んでみてくださ 
い。シンジ、レイ、アスカなど、それぞれのキャラクターに一人のプレイヤーがつきプ 
レイヤー がキャラクタ ー になりきつて物語を進めていつているのがわかるは ずです。 

このよ、っに、.一人がーキャラクタ1を^って物語を作り吞る®がテ1ブルト"^ク長 
G 。 そしてそれをこの本の文章のよぅにまとめたのがリプレイなのです。 

この 本では「巧世紀エヴァンゲリオン RPG 決戦！窠3巧ま京市」と「新世紀エヴ 
ァンゲリオン RPGn . 使徒接近—」の二つのル]ルを使用。「決戦！第3新ま京市」 




はエヴァと使徒との戦いをメインに、「使徒接近！」はシンジたちキャラクタ—の巧励を 
メインに作られたシステムです。ただし、このリプレイは読みやすくするため、ルール部 
分を可能な限り削って仕上げてあります。二つのゲ—ムを知らないという人にも理解でき 
るょうにはしてあるつもりですが . 

んで、も一つご承巧の事と思いますが、エヴァンゲリオンとは…… 

さすがにこちらは解説いらないか〔笑)アニメファンの枠を超え、社を現をにまで 
広がったお年稀にみる大ヒット作品です。あくまで TV 版(とその続きの映画)をオリジ 
ナルとし、漫画やゲ I ムなどへと展開されたエヴァ世界。その本も、その展開された一つ 
の形といえるでしょう。 

なお、 TV 版を収録した LD や yTR はキングレコードから、漫画やフイル厶コミック 
は角川書店から、この本で使われたルールブックや TV 版シナリオ集は富±見書房からそ 
れぞれ出ています。 
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齡齡一一000年。南極で起こった謎の大爆発は人類に多大なる被害を与えた。 

後に『セヵンドインパクト』と呼ばれる史上最大の災厄である。 

. それから一五年。 

生き残った人類は禪酷な環境を生きをき、再び文明を再興しようとしていた。 

だが、復興する文明を破壊しようとする意志が姿を現す。 

謎の単独兵器体.『使徒』。 

その使徒に対抗するため、人類は決戦兵器.エヴァンゲリオンを作りあげた：：： 

GM 「と、まあ エヴァについてはわざわざ説明するまでもないでしよ。ゲ—ムについ 
ては今渡したル—ルのとおりね」 

プレイヤ IA 「ふむふむ。第 3 新東京市にやってくる使徒を擊退するってのが主なゲ—ム 
内容ね」 

GM 「大雑把に言えばそう。ゲームはミサトたち NERV キャラクターを使う 『NERV 
モー ド』 と、シンジたちエヴァ搭乗者をメインに使う『エヴァモ—ド』に分かれている。 
使徒を二体倒せばゲ）ム終了だ」 






11 第 1 章欲望と結ホと 


プレイヤ — B 「ん一……行動できる内容が全部決まってるのね」 

GM 「うん。会話部分は別だけどね」 

MAGIUS 新整エヴアンゲリオン RPG では、キャラクタ-のとれる行動を—程 
度しぼりこんである。 

これは、 エヴア のょうに 岳界観が奥深くて謎がいっぱい」 の作品では、醒にキャラ 
クタ1をプレイしょ、っと しても「何をしてい S か分からなくなる」ためだ。 

そのため、 牛ャラクタ—のとれる斤動をしぼって有ができるのか」を明確にした。 
ただし、 T?G の I 抓が 「卜1 ク」雰には T 挪規制がない。キャラクタ—として会 
話する 分には、 いくら 会話しても構わないというわけだ 

GM 「では、 キャラクタ—を 選んでくれ。最初は NE 民 V モードだから葛城ミサト、冬巧 
コゥ ゾゥ、赤木リツコ、が岐マヤの四人から選ぶべし」 

プレイヤー目 f 赋司令や舶斯を差し置いて、伊吹ご尉が PC とは . やるわね(笑こ 

GM 「砲司令は絶対権力者だし、加持は裏がいろいろあるからね。 PC には不向きってこ 





12 


とで …… 選んだ？」 

全員「選びましたを」 た。ミ、 
GM 量んだら、あとはキャラクタ1になりきつてね最初は『キャラクタ、實ゾ 

卜』から」 

® キャラクター 状態パ ート 

ner >* ，ドは「キャラクタ1状態パ—上「使徒出現パ1卜」孟撃ノ1上に分か 

れている。 . 

キャ ラクタ 1 状態パ 1 卜とは、ゲ 1 ム開始時にキャラクタ—がどのよぅな状態にある* 
を決めるパートで……表を一回振るだけで終了で ある。 

大層にかけてあるが、実に簡単なものだ。 

GM 「では、表を振つとくれ」 

マヤ 「通常勤務中で一す」 

冬月「わしも、通常勤務だ」 
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リツコ 「私は実験中ね」 

ミサト 「あたしも通常勤務 . と」 

GM 「では、キャラクター状態パートはおしまい。次は使徒出現パートだ」 

マヤ「も、もぅこの パ ート 、終わりなんですか？」 

GM 「終わりなんです。では、次は『使徒出現パート』」 

♦使徒出現パート 

使徒ホ現パートとは、 「使徒が出現するまで」をプレイするパートだ’ 

まプレイヤーに分からないよぅにダイスを振っ て、 使徒がいつ出現するかを巧める。 
そして、プレイヤーは使徒が出現する前に迎撃準備を整えておくの だ。 

GM 「では、ここからが本当のゲームスタートと言ってもいいな。座ってる順に行動し 
3 って、 一周したら1ターン。ちなみに NE 民 V モードでの1ターンは四時間だから」 
ミホト「て一 ことは . あたし、副司令、マヤ、リツコの順ね」 

マヤ 「 NE 民 V モードが四時間だとしたら使徒 t の戰闘になるエヴァモードはどれ 


て 
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らいなんですか？」 

GM 「それは1ターンー〇巧。さて、こちらはここでこつそりダィスを振つて . J 

マヤ「声にだしてまて声に(笑)」 

リツコ「全然こっそりでも何でもないわね」 

GM 「プレィヤーに結果が分からなければ良いのだ。(使徒は 8 ターン目に出現か)…… 
では、話し合って斤動決めてちょ—だい J 

NERV キャラクターのとった行動は、 NERV 本部の防衛能力や探査能力、またはエ 
ヴァの装備や搭乗者のシンクロ.レベルなどに影響する。 

これらはどれも、キャラクター個人ではなく組織に関わる全体的なものばかり。各自て 
んでバラバラに好きなことをやつていては、とても使徒を迎撃することなど不可能である。 

を 月「あ 一、 GM 。 砲は今、何をしているんだ？」 

GM 「委員会に呼ばれてることにでもしておこぅ。その後は視察にいくので、一一一日は掃っ 
てこないといぅことで」 





マヤ 「じゃあ、最高責任者は副司令ですね。指揮をお願いします」 

を月「ふ一む、まいつたな。このゲーム、初めてなのだが . 」 

リツコ r ぉ髮ですが副司令。このメンバ1は全員、今日が初プレィです奚)」 

冬月「ううむ、ならしかたない」 

ミサト「とりあえず……我々の懲掀がとしては、使徒の早期発見に関わる『探査能力』、 
UN (国連軍)の援軍をすみやかに興邮する『援軍手配』、第3新東京市そのものの防衛 
能力をあげる『迎撃能力』。な上の一二項目を向上させる作戦が適しています」 

冬巧「なるほど」 

ミサト「自分としては、使徒の早期発見に関わる『探査能力』の向上を重点的に . 」 

かリツコ「異議ぁり」 

結 

^欠'負「何だね、ホ木」 

がリツコ「葛城一一一佐の意見ももっともですが、使徒に巧して有効なのはエヴァです。あはエ 

倍ヴァの充実と、搭乗者の精巧状態向上こそ優先事項であると思います」 

第 

を月「ふむ。どう思う、葛城？」 

n ミサト「確かに、エヴァの装備も大事ですが……その行動は、使徒をお見してからでも遅 
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くはないと思います」 

冬 巧「う一む……伊吹は、どう思うね？」 

マヤ 「作戦そのものとしては、葛城 S 佐の意見が正しいと思います . ただ」 

冬月 「ただ？」 

マヤ商 題は、 自分と 赤木賊 一の 技能が『探査能力』 の 向志向いていない 点です。曼 
も、先輩も、それに関わる 『指揮』 の 技能が低いですから。装備な どに 関わる『科学技 
術』な.らそれなりにあるのですけれど」 

かなり SjT もしいが、 このように 会話して全体ので針は決まっていく。 

そ^こ.しても彼女ら . 最初のプレィということもあって か、ル ー ル部かをかなり確認 

するかの ように かいつまんで会話している。自分自身、ルールを確認しなおしているとい 
う意味も あるの だろうが、 GM としても わざわざ解説を入れなくていいので非常にラクだ。 

を巧「分かった。なら、わしと 葛城が NE 民 V の総合能カアップ。赤木と伊吹がエヴァの 
装備、およびパィロットの 精神状態の向上を担当 するとい う形でどうだ？」 
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ミサト「異議なし」 

リツコ「私も、ありません」 

マヤ「あの . 副司令」 

冬月「何だね？」 

マヤ 「途中で、 シンジ君とコミュニケ'ションと つてもいいでしようか？」 

ミ サト「何ですってぇ。」 

「コミュニケーションをとる」とは、 その相手との「相性」を向上させる行動である。 
つまり、 対象人物と仲良くなれる行動なの だ。 

ミサト 「マヤ……あんたシンジ君狙いだったの？」 

マヤ「ええ、そ一ですよ。当然じやないですか」 

ミサト 「実は . あたしもそう」 

マヤ 「え一、ダメですよ。シンジ君はあたしにください」 

ミ サト 「う 一., i …… 難しいところねえ」 
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リツコ「ちょつと、あたしもシンジ君狙いなんだけれど」 

マヤ「えつ、先輩まで」 

筆に PU となるシンジたちエヴァ搭乗キャラクタ. . 実はこの段階では、誰がどの 

キャラクタ 1 をプレィするのか決まつていない。これらのキャラクタ—は後程、やりたい 
者同±で取り合い判定をして決めるのだ。 

このとき巧定のを準となるのが「相性」。つまり、やりたいキャラクターがいるプレィ 
ャーは相性を上げておく必要がある。 

全歡搬斬中、臘一ってゴむき出しの斤動であるかもしれない . 

ミサト「 . ぅ. —ん、これは」 

マヤ「どぅします？ここで話し合つて . 」 

ミサト「それが無難かな」 

リツ n 「いえ、勝負しましょ」 

ミサト•マヤ 「え？」 
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リツ n 「だって、ル I ルに『相性でキャラクタ I を取り合う』とあるんですものと 
うことは ……相性を上げあつて、競争していいということだわ」 

ミサト「そうね。それが一番すっきりしてるわ」 

マヤ「自分も、かまいませんよ」 

リツ n 「なら、怨みっこナシ。正々堂々の取り合いで決着つけましよ」 

冬巧「おい……おまえら」 

ミサト「と、ゆ I ヮケですので。副司令、後はよろしくお願いします」 

冬月「いや、そうでなくてだな」 

マヤ「まさか、副司令もシンジ君狙いとか」 

冬月「違うが、一人では限界が……」 

ミサト「だ！いじようぶ。ゲ I ムは多少不利なくらいが面白いんですから」 

冬巧「ううむ、それもそうか」 

GM 「納得してどうする(笑)」 

かくしてせっかく会議した内容がヵヶラも役に立たず、「女の戦い」が始まった。 


い 
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w 下、その模様を抜粋してお届けしよぅ。 

まずはマヤ 。 NER V にて . 

マヤ 「あら、シンジ君。実験終わったの？」 

シンジ ( GM ) 「 . 又、えぇ」 

マヤ「そゼ、齡獻ねぇ。あたしも今：！!藏中なのよ。一緒にラゥンジでお茶でも飲まな 

ぃ？」 

シンジ「え、でも：：：」 

マヤ「、む配しなくても大丈夫。あたしがおごってあげるから」 

シンジ「あ、ちよっと伊吹さん。ボクまだ行くとは . 」 

マヤ「まあまあ。いいからいいから」 

さらにリツコは学校まででばって . 

リツコ「バィ、シンジ君」 
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シ、 \ ''ノ 「A り、リツコさん . どぅしたん です、学校にまで？」 

リソ n 「いえ、ちよつと出勤がてら寄つてみたのよ」 

シンジ「出勤がてら . って、 NE 民 V と学校は随分離れてる気'が」 

リツコ 「編かいこと考えないの。それより、栄養バランスは良好？今日はお弁審持っ 

てきたんだけど . 」 

シンジ「お弁当？」 

リツ n 「 NERV の専属巧養±に計算させた鮮 S な栄養食よ。味の方はまあ……二の巧に 
なつてるけど」 

そしてミサトは自宅で待ちかまえ . 

シンジ「……ただいま」 

ミナト 「おつ帰りなさい、 シンジ君。さあ、今日はカラオケに繰り出すわよつ！」 

シンジ「カラオケって、明日も学校が . 」 

ミナト 「そんな遅くまでは歌わないから安んなさい。さあ、行くわよっ！」 
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ノ V シ「そ/户ぶ . ちよつ と、// サトさん、そんな強引な . 」 

ミ サト 「さぁ 1、斤く わよ っ！」 

……等々。 

本福のエヴァとは縁遠いシチュエーションが次々と展開されてレく 

その間、一人 Niv の能力向志駕いてぃた冬月にが愁が漂っていた。 

そして、使徒の出現するタ ー ンがやつてくる。 

GM 「では、これで7ターン目終わり」 

ミ サト 「ふっふっふ、シンちゃんとの相性が W まで上がったわよ」 

リツ n 「元々の相性が高いからでしよ」 

マヤ f お齡齡がら負けてません よ。 あたしは今、9ですから。そのぅち追いつきます」 
を月 「おまえら、相性を上げるのはいいが……シンジの精神がたるみまくつてるぞ」 

コミュニケ ー シ ョンをとると、 精神がリラックスして戦闘に不向きの精神状態になる 
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ミ サト「あら、 ホント。これじやシンクロ率伸びないわねえ」 ちょうかぃ’ 
を 巧「ホント、じゃない。おまえら本当に Niv のスタ'ソフだったら、今ごろ齡戒免職 

ものだ」 

リツコ 「しかし、今ここで女の戦いをやめるワケには」 

マヤ「勝負は始まったばかりですしね」 

GM 「始まったばかりの勝負ももう終わりだ。。 ハター ン青の物体が NE 民 V のセンサーに 
引っかかったぞ」 

冬巧「むう、使徒か！」 

GM 「そのとおり。 それではここで NE 民 V モードの最後、『出撃ハート』に移行だ」 

® 出撃。 ハート 

出擊。、1卜とは、 「使徒が化現してから、第 3 新東京ボに到着するまで」をプレィする 
パ！ 卜。 

使徒が第3新東京巿からどれくらいの距離に現れたかを判定し、使徒が到着する前にエ 
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ヴァの出撃準備などをすませなくてはならない。 

冬巧 S う、困った j 
ミサト「本当に、困ったわね」 

マヤ「出撃。ハートには、コミュニケーションの選択肢がないですからね」 

リツコ「使徒が現れてからは、悠長にコミュニケーションをとってられないということで 
しよ」 

冬巧「そうじやないっ。わしが困ったと言ってるのは、 NERV の能力がほいからだ—'」 
マヤ「あ、そっちでしたか」 

を巧「……そっちでしたかじやないだろう」 

ミサト「あたしは、そつちのことで困つたつて言ったのよ。うん j 

冬月「(かみ締めるように)それはありがとう。おシンジとの相性ナンバ11.葛城ミサ 

卜君」 

ミサト「はは……やだなぁ副司令ったら、うつむいちやって。ホラ、使徒が現れたんです 
から対処に全力を注ぎましよう」 
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リツ n 「ええ、そうね」 

マヤ「打倒•使徒—.ですね」 

冬巧「…… こいつら」 

GM 「まあ、嘆いていてもしょうがあるまい。 現在 、 NE 民 V の『探査能力』は4。 こ 
で使徒がどこに現れたのかをダィスーー個で判定しとくれ」 

ミサト「この判定も、表(使徒出現表)を振るだけなのね」 

GM 「分かりやすかろう」 

マヤ「振るのは当然、1人で NE 民 v を守ってきた副司令ですね」 

冬巧「私は、みんなで守りわかったのだがね」 

ミ サト 「まあまあ。 もう それは言いっこナシ です ょ」 

言えた立場か。 

冬巧「出目は 6 で……合計は W か」 

GM 「では、第3新東京市に4ターンで到着できるところに使徒出現だ。使徒の外見は 


れ 
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…人型だが、手長猿のように腕が長い」 

リツコ「オリジナルの使徒のようね」 

GM 「そのとおり。では次、使徒解析表を振ってみてくれい」 

冬月「次は葛城、やりたまえ」 

ミサト「あ、あたしですか？ 分かりました . え^^と、8です」 

GM 「それではほとんど分からないな。外見から、手や足による肉弾攻撃をするだろう… 
…くらいの情報しか取れない」 

リツコ「それじゃ、何も分かつていないのと同じじゃない」 

冬月「相性を上げることばかり夢中になつて、 NE 民 V の能力向上をおざなりにするから 
こういうことになるのだ！」 

ミサト「副司令、過ぎた ことを 今 さら 言つでもしかたありません」 

マヤ「そうです。大事なのは未来。これからどうするかということだと思います」 

冬月「偉そうに言うな、偉そうに」 

GM 「では、順番に行動を進めていこう。最初はミサトだ」 

ミサト「もちろん、シンジ君を呼び出すわ」 
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欠'/月「それょり先に、援軍手配か迎撃能力を上げておいた方がょくないかね？」 

ミサト「いいえ、使徒にはエヴァでもって当たるべし。エヴァ搭乗者を呼ぶのが一番で 
す」 

欠'/月「むむ、そぅかもしれんな」 

ミサト「と、いぅわけで……シンジ君、使徒が出現したわ。急いで NE 民 V に来て」 
シンジ ( GM ) 「分かりました、ミサトさん。綾波とアスカは？」 

ミサト「これからすぐに呼ぶわ」 

GM 「じや、シンジは次のターンにやつてくる。次、マヤ」 

マヤ「では、初号機の発進準備を進めます」 

GM 「おまえら、シンジ関連ばつかしやな」 

マヤ「そりゃ、主人公ですもの(笑)」 

GM 「では冬巧」 

冬月「しかたない。ファーストチルドレン . 綾波を呼ぶぞ。綾波、使徒が来た」 

綾诚 ( GM ) 「……了解。そちらに向かいます」 

リツコ「副司令はレィ狙いでしたの？」 
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冬月「うむ」 

GM 「次はリツコ」 

U ツ n 「では、アスカはあたしが呼ぶわ。アスカ、使徒よ。至急こちらへ向かって」 
アスカ ( GM )「 OK 、 すぐ巧くわ」 

GM 「では、陡徒はあと3ターンで到着ずるところまで迫ってきた。さて、シンジ 
ィ•アスカのエヴァ三人組の到着だ！」 

ミサト「よっしや」 

GM 「では、キヤラの‘取り合いを始めよう。シンジやりたい人1っ」 

ミサト•マヤ「は一いっ一.」 

GM 「あれ、リツコは？」 ホな"。 
リツコ 「ミサトと シンジ君の一蟹 S 。 マヤとは S 。 あたしは S 。 確率低いもの、素直に 

アスカを狙うわ」 

ミサト「え一、勝負しないの？」 

リツ n 「しないわ。赤木リツコは確率に生きる女ですもの」 

GM 「じや、冬月がレィ狙いとして……リツコはアスカ狙い？」 


レ 
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リツ n 「そういうことになるわね」 

GM 「じや、レイとアスカはすぐ決定。キヤラシート渡すから、冬月とリツコ返して」 
レイ「じや、今からレイでいいのね」 

GM 「そう、今からレイ」 

レイ「……了解」 

ミサト「ああっ、いきなし嚷り口調が暗いっ」 

マヤ「いいんですよ、レイなんだから」 

アスカ「じや、あたしは元気良くいけばいいのねっ！」 

ミサト「うんうん、アスカっぽい」 

レイ「馬鹿みたいなところが、特に」 

アスカ「ボソボソつとした口調で言われると、ハラ立つわねぇ」 

マヤ「まあまあ。それがレイの噪り方じやないの」 

アスカ「あたし、何だか急に優等生が嫌いなヮヶ分かった気がするわ(笑こ 
GM 「では、ミサトとマヤでシンジの取り合いだ。相性にダイスニ個足して一発勝負っ」 

マヤ 「 W っ—'」 
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ミサト「化っ！」 . 

GM 「はい、決定。じゃあマヤのキャラシート、返してね」 

シンジ「は I い」 

ミサト「 . ううっ、負けた。こ一なったらあたしの分も頑張んのよ！」 

シンジ「うん、頑張るよ」 

GM 「では、行動してもらおう。 . とは言っても、今一付動できるのは NERV キャラの 

み。つまりエヴァ搭乗者キャラは使徒が到着してエヴァモードになるまで行動できなくな 
るのだ」 

ミサト「うそつ、 て—ことは 動けるのはあたし一人つ てこと。^ 

GM 「そ一なるね。他の一一一人は NERV キャラクターを返しちゃつた—ご 
アスカ「ま号機の発進準備、よろしくっ」 

レィ「零号機も、お願い」 

ミサト「えっと…あたし一人ってことは、ま号機と零号機の準備で2ターンかかるって 

ことでしよ。使徒は 3 ターンで来るから . 」 

GM 「何もできないねぇ(笑)」 







ミサト「国連軍よっ、国連軍に連絡して N 2 爆雷をっリ」 

GM 「確かに N 2 爆雷を使ぇば時間が稼げる。しかし、 N 2 爆雷の要請は『援軍手配」で 
上を 出さなくて はいけない。『援軍手配』は現在2しかないから、6ゾロのみの成功 
だね」 

レイ 「だから……最初に上げておけばよかつたのに」 

ミサト「ボソボソつとした声で言うなつ(笑)」 

GM 「自業自得である」 

ミサト「 . そうね、自業自得よね。なら、プログレッシブ•ナイフー本で出撃するのも 

自業自得だわっ、うん！」 

アスカ「ちよつとまつてよ、ナイフだけで戦えつての。：」 

ミサト「おだまり。 NE 民 V の能力を上げなかつたことについては、あなたも共犯よ」 
アスカ「リツコとしてはそうだけど、アスカとしては無実よおつ！」 

レイ「あたしは、副司令こみで無実よ」 

シンジ「過ぎてしまつたことはしようがないよ。エヴァが一一一機もあるんだし、きつとなん 
とかなるさ」 





33 第 1 章欲望と結ホと 


ミサト 「そうね . そのとおりだわ。さすがシンジ君男の子ね」 

アスカ「はいはい、分かりました。やればいいんでしよ、やれば。手長猿なんてぺペペの 

义えええ、よつ ！ 一 

GM 「では、 残り 3 タ ーンのうち2 ター ンはエヴァの出撃準備に費やされるとして 
り 1タ ー ン、 ミ サトは何をする？」 

ミサト 「『瓣 li ; 能力』を上げるわよ。何もしないよりはちょぴっとマシってわ」 

レイ「… .： もっと早く、それに気がついていれば」 

ミサト「何か言ったじ」 

レイ「何でもない J 

GM 「では、使徒到着。いよいよエヴァモードだ—'」 

せんとう 

♦戦闘パ—卜 

エヴァモードは別名.戦闘パートとも呼ばれる部分。义字どおりエヴァと使徒の「戦 
闆-を L 了なう。ハ I 卜で、ゲームのクライマックスシーンとも言える。 


残 
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アスカ「よつしや、いくわよ！」 . 

S 「では、ユヴァの 起動だ。各自、精巧状態を囊に起動表を振って。これでシンク 
口 •レベルが決まるから」 

シンジ 去の ：：： ボクの精神状態、 n ミユニケ1シ3ンの乱発で〇なんだけど」 

GM 「だ一ら自業自得だっての。精巧状態がアップする実験を何度もやっときやよかった 
んだ」 

レイ「……無駄だったと思ぅわ」 

ミ サト「まぁ、一一一人がかりで下げまくってりやねぇ(笑)」 

ノンジ 「 . シンクロ •レベル 2 です。なんとか通常です」 

/ンクロ.レベルとは搭乗者とエヴァのシンクロ率を表わしたレベルで、これが高いほ 
どエヴァの能力が上がる。ただし、高すぎると影走の恐れがあるので要注意 だ。 

レイ「零号機、起動。……シンクロ.レベルは2」 

アスカ「はっ、みんな大したことないわね。エヴァンゲリオンま号機、起動終了—シン 
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クロ •レベルは3 よ！」 

GM 「おお、ナィス•シンクロ」 

アスカ「そりやあもお。甘えんぼうのシンちやんとは違いますもの」 

シンジ「どういう意味だよ？」 

「ノスカ「そのまんまの謹よ。何さ、一人だけお茶おごってもらったりカラオケ連れてい 
つてもらつちやつたりしてさ」 

シンジ「あ . あれはミサトさんたちが勝手に」 

ミサト「はいはい、お碟りはそこまで。来るわよ！」 

戦闘は、へクスという六角形のマス目を巧ったマップの上で斤なわれる。ごく初歩の戦 
闘シミュレーションゲームという感じだ。 

GM 「では、戦闘開始だ。使徒は NE 民 V 本部を目指す。そっちの行動順は . ミサト、 

シンジ、レィ、アスカの順だな。最初はミサト」 

ミサト「とにかく、瓣輕能力がほかったら辑賢もできないわ。迎撃能力を上げます」 
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GM 「 OK 、 では残りの s 人 . このタ ー ンは出撃するだけで OK だね」 

シンジ •レイ •アスカ「はい」 

GM 「じや、次のターン。使徒はさらに NERV 本部に向かう。ミサト」 

ミサト「迎撃能力を上げるわ」 

GM 「 OK 、 ではシンジ」 

シンジ「全力で使徒に駆け寄ります」 

レイ「零号機、同じく駆け寄ります」 

アスカ「ナイフしかないんじや、他にどうしようもないじやない。 ま号 機も駆けまる わ」 

GM 「では . アスカのエヴァが使徒から 3 マス内に入った な。 1 D + 3 のダメ ー ジ 

だ」 

アスカ「ゥソっ、何よそれっ。」 

GM 「この使徒のが紙能力•冷気フィールドだ。使徒の周囲 3 マスのエリアに入った者は、 
自動的に 1 D + 3 のダメージを毎ターン受ける」 

お徒はそれぞれ特殊能力を持っている。これらは探査能力を高めておいたり、国連軍に 
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ぶつかってもらえば事前に知ることができるのだが……いや、これ獻上は言うまい(笑)。 
GM 「ダメージは…… 6 が出て9」 

アスカ 「 GM のバカーっ、なんで最大値なんか出すのよっリ」 

GM 「バカって……わざわざオープンダィスで振ったのに」 

アスカ「オ ー プンだろうが最大値出したらおんなじよ。エヴァの装甲で3点引いても、目 
ダメ^~ジくるじやないぃこ 

GM 「 GM に当たられても困るぞ。とにかく、シンクロ •レベルに変化がないかどうか振 
つと くれ」 

シンクロ •レベルは最初に決まった値で固定されるわけではない。ダメージを唆らった 
り、他のエヴァが倒されたりすると変動する可能性があるの だ。 

アスカ 「これくらいじやどうってことない わ。変化なしよ—.」 

GM 「では次のターン」 
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ミサト 「とにかく迎撃能力の強化！」 

GM 「じや、シンジ」 

シンジ 「え一と、おづくと自動的にダメージを受けるのか。 . そうだ、飛び道具があれ 

ば」 

アスカ 「ないわょ一あるのはナイフだけ」 ' 

シンジ 「そうか。じゃあ、隣をして、使徒の AT フィールドを中和 ：：.' あ、距離が足りな 

いゃ」 

アスカ 「まったく……頼りないわね、シンクロ.レベル2はリ」 

レイ 「同じく近づきます」 

アスカ 「しょうがない。近づいて、 at フィ t ルドを展開！使徒の AT フィールドを無 
効化するわ」 

GM 「 OK 。 使徒の AT フィールドがなくなった。全員、3マスな内にいるからダメージ 
ね……5」 

アスカ 「ふう、助かった」 

GM 「助かったと思うのは早いぞ。使徒は隣接したま号機の方へふり向き、腕を振り上げ 
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ると . 」 

アスカ「 . え？」 

GM 「さあ泌けろ。こいつの攻撃は避けやすいかわりに、当たるとでかいぞ」 

アスカ「なにさ、そんなへ口へロパンナ。回避は……でええつ、ほぼ最低つ U 」 

GM 「巧ダメージつ！」 

アスカ「ああつ、ぴつたし化んだあつり」 

オペレ—夕— ( GM ) 「ま号機、沈黙しました.！」 

ミ サト 「アスカつ！」 

シンジ「アスカつ、大丈夫つ。」 

アスカ「気絶してま一す」 

GM 「味方機が倒されたときも、シンクロ •レベルが変わる可能性がある。しかもプラス 
修正があるので上をしやすいぞ。表を振ってくれ」 

シンジ 「 . よ おおおし、シンクロ •レベル2アップ！ よくも アスカをゼゼつリ」 

ミ サト「よつしや、それでこそ男の子つ！」 

アスカ「そぅでなきや、倒された甲斐がないわよ」 







41 第 1 覃欲望と結末と 


GM 「レイは？」 

レイ「変化なし」 

アスカ「この、冷血女っ！(笑)」 

ミ サト「まあまあ」 

GM 「ではエヴァたちの番」 

シンジ「一撃で決める！綾渡っ U :」 

レイ「分かったわ……使徒に隣接、 AT フィ I ルド展開！」 

GM 「 OK 。 使徒の AT フイールドは再び無効化された」 

シンジ「アスカの侃け凹倍ダメ I ジのプ。グレッシプ•ナイフだあををっミリ」 

エヴァはシンクロ •レベルの数値と同じ倍数まで、ダメージを上昇させることができる。 
つまり シンクロ •レベル 4 なら、四倍までダメージを上げられるのだ。 

これは短期決戦を繼いたいときなどに有効な戦法で、今回の使徒もこの一撃で HP の半 
分上を奪われてしまった。 

この後、冷気にょるダメージこそ受けたものの使徒の攻撃は空振り。 
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2 タ ー ン後、レイの二倍ダメ ー ジ攻擊によって使徒は倒された。 

GM 「……そして使徒は、零号機のプログレッシブ•ナイフを頭に突き立てたままどぅっ 
と倒れる」 

シンジ「やったよ、アスカ……天国から見ててくれたかい？」 

アスカ「死んでないわよっ！」 

シンジ「ごめん」 

GM 「さて、何はともあれ . こぅして一体目の使徒は倒された。キャラクタ1状態パ I 

卜に 戻るぞ」 

アスカ「へ、一体目？戻るって？」 

GM 「最初に言わなかっわっけ。このゲームは『使徒を二体倒すまで』をプレイするゲー 
ムだって。だから、使徒出現。ハートからもぅ一度やるのさ」 

アスカ「ちよっと待ってよ。あたしのエヴァ、 HPO よっ！」 

ミサト「急いで修理す るし かないわね」 

シンジ「初号機の HP も、6しかないよっ」 
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レィ「零号機も、3ょ」 

GM 「…人類が滅びる日も、そぅ遠くないかもしれんな」 
アスカ「そんなあああああつ！」 
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■『欲望と結末と』じついて 

初めて雑誌に載ったリプレイがこの作品。 

「決戦—第3新東京市」を持っている人なら「おや？」と感じるかもしれな‘いが . そ 

う、この リ プレイのネタはルールブックとダブり まくつて いる。ハッ キリい って、かなり 
近い内容なのだ。これは、文庫収録分と雑誌掲載分のリプレイを同じシナリオ、同じメ 
ンバーで二重録りしたのが原因。当初はこういうふうにリプレイ集にまとまるなんて歲ほ 
ども 思っていなかったために、当日プレイしたなかで一番「わかりやすい」プレイを二回 
繰り返して もらっ たのだ。 

「それなら二度プレイしなくても、雑誌とス庫で同じリプレイ載せればい一じやん」 

とか言われそうだが、世の中そ一はいかないのである。確かにそ—すればおいらは楽だ 
が、そ^~ゆ^~ことをするとフ^—イングしまくる人が世の中いっぱいいる。 




「それならそれでい'いけど . そのわりには、文庫と似たょうな失敗繰りあしてるなひ 

ょつとしてこのプレイヤーたち、バカ？」 

……などと 思つてはいけない。このプレイヤーたちは皆優秀な人たちである。彼らは半 
分な上わざと、ドジや失敗を「敵じて」いるのだ。なんせこの「決戦！第3新東ま市」 
はシミュレ—ション色の齡い作品。敵やシナュエーションを厳しくすることでスリルを楽 
しむことはできるが、それはあくまで「プレイヤー」が味わえる楽しみに限定される 
仮にも商業誌に載せるリプレイで、延々「こつちからこう回りこんで、倍消費をどうと 

お.か . 」とやる のもが気ない。まぁ、一部のマニアには受けるかもしれないけど。 

げ をこで、「どうせならサンプルリプレイ色を濃くして、こ一ゆ一ことをやるとえらい目 

望 たの 

欲みるぞ、というプレイをしてくれ」とこつちから頼ん'だのである。 

指 その 結果、 やるべきことをほつといて、勝手にドツボにはまつていくこのリプレイが生 
第 

まれていつた。 

4 . そしてこのプレイは、後のリプレイにも大きな影響を及ぼした。 








が ♦NERV 、 敗化 

リプレイは、いきなりクライマツクスシーンから始まる。 

使徒の SI が數らせるため、足止めに使った N2 爆雷にょり巧徒は自己進化。 

■ かえって手ごわくなった使徒になすすベもなく追い込まれていくエヴァ。' 

最初にソニック•グレイブを片手に、危ない笑い声をあげながら突撃をかけたアスカは 
一撃で倒された。 ■ 

それを見たシンジは、せせこましくポジトロン.ライフルの射程ギリギリから使徒を攻 
撃するが、それは使徒のが程距離ギリギリでもあり蜂の巣にされる。 

そして、ただ一人奮闘していたレイも、最後の時を迎えょぅとしていた . 

レイ 「パレット.ガンを撃つわ。二倍消費で二連射。 I 発目、命中力22。二発目、命中力. 

W 」 

GM 「兩方とも命中だ」 

レイ 「なら、8点と W 点。あとは残りの行動ポイントで、使徒に接近—」 
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ミサト 「無茶よ、 レイ！」 

GM 「二発唤ら っても、 使徒はまだ活動を止めよぅとしない。次は NERV 待機のミサト 
の番」 

ミサト 「零号機正面にポジトロン.ライフルを出して—' 早くり」 

オペレータ I (GM) 「が出しました！」 

マヤ 「なんて攻撃力。初号機とま号機がたった 3 ターンで倒されるなんて」 

冬月 「 . まずいな j 

GM 「では、使徒の番だな。使徒の胸にある顔が光って、エネルギー波が 2 発放たれる。 
零号機、避けろ」 

レイ 「命中力は。」 

GM 「命中力は…… — J 

レイ 「— . 一発目は回避、二発目は被弾」 

GM 「では、ダメージ W !」 

レイ 「ぅ、 HP ……〇な下になりました」 

ミ サト 「レイっ n :」 
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マヤ「零号機、行動不能！エヴァンゲリオン、全機活動停止り」 

ミサト「エヴァが 全滅？何なの、あの使徒は P 」 

オペレ—夕 I ( GM ) 「使徒に高エネルギー反応！」 

ミサト「零号機回収！急いでっ=:」 

オペレ—夕—「零号機、回収—」 

GM 「零号機が回収されると同時に、使徒から高エネルギー波が照射された。 NERV 本 
部に被弾だ」 

マヤ「きゃあっ一」 

GM 「エヴァは S 体とも倒された。使徒は NERV 本部への攻撃を開始。次からは NER 
V モ ー ドに入る。プレイヤー A 、 エヴァモードのレイから、 NERV モ ー ドの リツコに ナ 
エンジだ」 

参 NERV モード 

リツコ「ふぅ……まいったわね」 

ミサト「リツコ、レイの容態は"：」 
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リッコ 「 HP は TJ 

GM .「 HP が〇を1下回るごとに、搭乗者は四時間の絶対安静を必要とするぞ」 

マヤ 「すると、一一 一時間は意識不明 という ことですか」 

GM 「ま、そ^~なるな」 

ミ サト「するとアスカは HPT だから…二〇時間も動けないつてことね」 

を 月 「それはかなりのダメージだな」 

マヤ「すぐ動けるのは、 HP がちようど〇で倒されたシンジ君だけですね」 

冬 月 「搭乗者が動けても、エヴァが動けなくてはどうしようもないぞ。何はともあれ、エ 
ヴァの修理を最優先だ」 

マヤ「はい。修巧可能レベルの損壊だったのが、唯一の救いですね。フレームまでやられ 
ていたらお手上げでした」 

そ 月 「フレームの損壊まではルールにないだろう」 

マヤ「いや、気分の問題で(笑)」 

リツコ 「…とにかく、レィが倒された ときに 確信が持てたわ。あの使徒は、エヴァから 
受けた攻撃をそのまま跳ね返しているのよ」 
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ミサ小 「ぅ 一 ん、ありえるわね。銃を乱射した初号機と零号機にはヒットした回数と同じ 
だけビームを撃ち返してきたし、ま号機の一一一倍消費ソニック.グレイブでは大グメージで 
返してきたわ」 

リツコ「確実ょ。最後のレイの攻撃はチェックしていたもの。やつは受けたダメージと同 
等の攻撃を仕掛けてくるタイプの使徒ょ」 

冬月「於がするのは早い。やつがダメージを受けているかどぅかも怪しいものだ」 

リツコ「確かに。受けたダメージと同じ攻撃をしてくる……ではなくて、攻撃そのものを 
跳ね返している可能せもありますものね」 

マヤ「ええと、記憶があいまいなんですが……初号機とま号機が使徒に与えたダメージは 
加を越えていたと思います」 

ミサト「最後のレイの攻撃を合わせると W な上いくってことか…確かに、並のタフネス 
ぶりじやないわね」 

リツコ「使徒がダメージを受けていたらって前提だけれどね」 

GM 「では、そっから先は斤動しながら推理してってもらおっか。まず最初の使徒の攻撃。 
これで NERV はじダメージを喉らった」 
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マヤ 「うう . 」 

オペレータ—「第三隔壁まで貫通、残り HP 郎です！」 

冬月「これは . グズグズしておれんな」 

マヤ「このままでは、8夕]ン前後で本部が壊滅します」 

GM 「では、 PC の行動だ。最初はリツコの番」 

リツコ「エヴァの修理を最優先……何号機を優先します？」 

マヤ 「あたしと 鮮 li と 副司令で一体ずつ受け持つというのは？」 

を弓「ふむ . 広く浅くか。全機動けるょうになるから、それも手だな」 

リツコ「では、あたしは零号機を受け持ちます。科学技術で . 成功。零号機の HP がダ 

ィス1つ分 . 2、回復しました」 

GM 「次はマヤ」 

マド「では、あわしは初号機を . 成功。回復は . すみません、1です」 

ミサト 「泣きたくなるょうな修理の進み具合ねぇ」 

マヤ「も、申し訳ありません」 

ミサト 「^^必要なぃわ。あたしなんか科学技術が低くて修理の手伝ぃできなぃもの」 
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GM 「次、冬月 J 

を 月 「では、わしはま号機担当か。 ：.：' 修理成巧、 HP 5 回復」 

マヤ「さすが副司令」 

リツ n 「さすがですわ。一気に 5ポィント」 

ミサト「ダィス目でしよ一が j 
GM 「次、ミサト J 

ミサト「とにかく、本部を攻撃中の使徒に対して国連軍の出撃を要請す る わ。今の ままじ 
ゃ あまりに 情報不足よ j 
GM 「じゃ、国連に連絡を」 

ミサト 「 OK 、 国連に 通信するわ。……ア ロー、こちら NERV。 現在第 3 新東京市に^ 
攻 している 目標に対し、国連軍の迎撃を要請します」 

GM 「では、 NE 民 V の援軍手配能力は8。目標値は W ね」 

ミサト 「 OK 、 成功よ」 

国連軍本部 (GM) 「こちら国連軍本部、了齡〕 

GM 「通信後、 しばらく すると爆音が轟いてきた。航空部隊の到着だ一 
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ミサト「来た来た」 

マヤ「また、出前が来たみたいな口調で J 

GM 「国連軍は一気に使徒に襲いかかり……数瞬後には全滅した(笑)」 

リツコ「ふがいないわね J 

マヤ「しかたありませんよ。このゲ）ムにおける国連軍は、使徒にダメージを与えられな 
いんですから」 

GM 「そう。国連軍の役目は使徒を倒すことではなく、情報を得ることなのだ j 
ミサト「さ^~て、いいデータはとれたかな？」 

マヤ「葛城さ一ん：：：ダシがとれたんじやないんですから(笑)」 

ミサト「似たようなもんよ」 

GM 「では T で使徒解析表を振つとくれ」 

ミサト「ち . U か、データ6までしか分からないわね」 

GM 「それでも、最初は外見と見た目からの攻撃方法しかかからなかつたんだからたいし 
わもんだ。デ I 夕6までを言うぞ」 
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データ1 " 外見/人型•顧は胸にある 
デ ー タ 2 " 通常攻擊/手などによる肉弾攻撃と思われる 
デ—夕 3 " 攻撃能力/命中力：口、ダメ）ジ " 2D + 4 
デ I 夕 4 :回避力/目 

データ 5 :齡 ER / AT フィールド ： W 前面：日 背面： 3 
データ 6 :斤動ポイント： 2 

GM 「 . ってとこ。頭がないかわりに、胸の真ん中へんに顔がついてる」 

冬巧「第 3 の使徒と似た感じだな」 

GM 「ぅん。光まは見当たらないけどね」 

ミサト「ぅ I ん . 行動ポイント 2 か。予想よりも低レわ」 

マヤ「これは、特殊能力で何か補ってるんですね」 ‘ 

リツ n 「えぇ。このデータだけなら、近接微卽こそ脅威だけど . さして強いとは言えな 

ぃわ」 

ミサト「デ ー タ 7 と 8 の …… 特殊能力が知りたいわね。せめて、ヤツにグメ—ジがいって 
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いるのかどうかだけでも分かれば」 

を 月 「そうだな。単に生命力の強い使徒なのか、それとも我々の攻撃がまったく徒ちに終 
わっているのかは知りたいところだ」 

ミサト 「次ターンも、国連軍にぶつかってもらいましょう」 

を 月 「そうだな」 

マヤ「ぶつかって . 消えていくだけ。哀れですね、国連軍って」 

リツコ「データは有効に使わせてもらうわ J 
を月「うむ。人類のためだ」 

GM 「おまえら、結構非情ね」 

を 月 「当然だろう。さもなきや、 NERV などやっておれん」 

GM 「う一 む。ならば、' 巧の意志は容赦なく NERV を襲う…ダメージ W だ」 

リツコ 「これで、 NERV の HP はあと raj 
マヤ「修理を急ぎましょう、先輩」 

リツコ「ええ。修理は ：：.. 成功、 4 回復。これで零号機の HP は 6 」 

GM 「次はマヤ」 
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マヤ 「あたしも成功です。 3 回復で、初号機の HP は4」 

GM 「次、欠'、月」 

冬月「わしも成功だ。2 回復で、ま号機の HP は 7 だ」 

GM 「では、、、、サト . 国連軍か？」 ざ 

ミサト「もち成功。もしもし国連軍、こちら NERV 。 さっきのあの様はなにじ 

う一度出撃、いいわね！」 

国連軍本部「分かってる、こっちだって必死なんだ！」 

ミサト 「韵金 もらつ てるんでしよ、ちゃんとやりなさいよねリ」 

国連軍本部「出撃すればいいんだろう、出撃すればっ！」 

マヤ「国連さん……何だかかわいそうですね」 ■ 

GM 「国連さんってなんじゃい(笑)」 

U ツ n 「異人さんみたいね」 

GM 「そして、国連軍が再び出撃して':…全滅させられる。ミサト、使徒解析表を」 

ミサト「あなたたちの命、 I 於にはしないわ。とりゃ . よし、データ6まで分かった 

わ！」 


h 
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を 弓 「さつきと同じだ、さつきと(笑こ 
マヤ「国連さん、思いっきり無駄死にですね」 

ミサト 「おのれ国連軍、ふがいなし！」 

GM 「おまえのダィス目が悪いんだ、ダィス目が」 

ミ サト 「(ごま字ょ、っに)と、とにかく。これでも，三度出撃してもらわなくちゃなら 
なくなつたわ！」 

マヤ「葛城一二佐……それは、あまりにもかわいそうな気が」 

ミ サト 「い一のょ、税金もらってんだから！」 

リツコ 「5で ：：： あた」たちも EI 際公務具であるを、税金で食べてるんだ と 思、っけ 

こんじよう— 

ミサト「そう、 税金もらっているな上はそれくらい根せょ U 」 

マヤ「ら たし、巧だか公務員やつてく自信なくしました(泣)」 

GM 「さて、使徒の番だな。 . お、最大値が出た。 W ダメージだ」 

マヤ 「ああ。ミサトさんの非道に、巧が怒っているんだわ、きっと……」 

ミサト 「あんたね」 
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オペレ—ター「残り HP の。第一〇隔壁までやられましたリ J 
冬月「こりゃいかん . 修理を急ぐぞ一」 

マヤ 「はいっ」 

この後、エヴァの修復は順調に進められ、修巧は6ターン目ですベて完了した。 

しかし、その後も国連軍のアタックは実らずデータ6までしか解明できない。後半にな 
ると///サトと 国連軍も . 

ミサト「あ一 もしもし国連軍？こちら NERV 。 航空部隊を 一下、大 至急ねっ U 」 
国連軍本部 「はい航空部隊一 下。 まいどっ リ J 

……と、ほとんどヤケつぱちの口調になる。 

載い、使徒の攻撃も最大値の後はふるわなかったので、 NERV は残り HPU の段階で 
エヴァの出撃準備を終えることができた。 

武器は零号機に辭、初号機にパレット.ガン、ま号機にポジトロン.ラィフルを装備。 
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結局 . 使徒の特^能力が何だか分からぬまま、エヴァンゲリオンは二度目の出撃をする 

はめになった。 

マヤのプレイヤーがシンジに、冬月のプレイヤーがアスカに、リツコのプレイヤーがレ 
イに、それぞれキャラクターチュンジ。ミサトは後方支援に残ってエヴァモードへと突入 
する 

参再び、エヴァモード 

GM 「では、エヴァモ I ドだ。順番はレイ、シンジ、アスカ、ミサトの順ね」 

アスカ 「はぁぁ……意識不明の状態から、半日もたたないぅちに再戦とは。きっつい 
わねぇ」 

レイ 「でも、やらなきや」 

アスカ 「分かってるわよ！」 

シンジ 「結局、使徒の特殊能力は分からず終いか」 

アスカ 「仕方ないでしよ。こぅなったら当たって砕けろよ—'」 

シンジ 「当たるのはいいけど……砕けるのはイヤだな」 
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アスカ 「あんた男でしよ、グダグダ言わないでよ—'」 

シンジ 「で、でも……」 

アスカ 「言わないのリ」 

シンジ 「う . うん」 

GM 「そこで押し切られてどうする(笑ご 
レイ 「しかたないわ……旋君だもの」 

GM 「 . 取りよう によっては誉め言葉とも侮辱ともとれる発言だな」 

ミサト 「アスカ、シンジ君、いきなり突撃はダメよ。敵の能力が分からないうちは慎重に 
ね」 

シンジ 「(ほっとしたように)そ、そうですよね。ミサトさん」 

アスカ 「何よ、ミサトまで弱気になっちゃって！」 

ミサト 「弱気じゃないわ。作戦よ」 

アスカ 「はいはい、分かったわよ！」 

GM 「では、行動を開始しようか。最初はレイの番だ」 

レイ 「はい。……エヴァンゲリオン零号機、起動—」 
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GM 「では、起動表を振って」 

レイ 「 ……シンクロ. レベル2、起動成巧。使徒後方のが出口より出撃します ！ J ' 
GM . roK 。 次はシンジ」 

シンジ「エヴァンゲリオン、巧号機起動。シンクロ.レベルは2。出撃します！」 
GM 「では、巧号機も出撃した。巧はアスカだ」 

「ノスカ 「エヴァンゲリオンま号機、起動—シンクロ-レベルは……ち、通常の至。あ 
たしも使徒の後方から出撃するわ」 

GM 「 OK 。 では、エヴァンゲリオンは一一一体とも出撃した。本部のミサトはどうする？」 

ミサト 「どうするもこうするも . 第3巧東京市による迎撃をするわよ」 

シンジ 「第3新東京巿の迎撃って、どんな効果があるんですか？」 

アスカ 「NERV の行動シートに書いてあるでしよ」 

シンジ「あ、そうか。 . ええと 『成巧すると巧徒の行動ポイント-』力」 

GM 「敵の行動ポイントを制限して、戦いやすくするという後方支援だ。ただ、この行動 
は NERV の HP が加な上ない と 使えない。んで、 NERV の HP はとっくに如を切って 
いる J ’ 
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ミサト「 . う、しまつた」 

GM 「国連軍の攻撃でも同じ効果はあるぞ。ただし、こっちは一一一回しか使えないけど」 

ミサト「なら、それでいくわ。国連軍へ要請。使徒の動きを封じるよう依頼」 

GM 「 OK 。 なら、 NERV の援軍手配で振ってくれ」 

ミサト「 . 成功よ！」 

GS 「なら、醒の地上讓の火器 T がに畫ふく。巧徒の注意がわずかに壓軍に宫 
られた」 

ミサト「ふう」 

GM 「では、を徒の番だな。使徒は国連軍を縣らせるため、行動ポイントを1使う。…… 
んで、国連軍は たちまち 吹っ飛ばされた」 ■ 

シンジ「ああっ、 国連軍の人たちが(笑)」 

ミす卜「なるほど、だから使徒の巧動ポイントが-されるのね」 

GM 「エヴァは一一一体いるから、ダイスでランダムに決めて . 使徒は残りの斤勘ポイント 

で初号機に1マス近づいた」 

シンジ「ど、どうしよう？」 






GM 「最初はレイ」 た， • 
レイ 「巧動ポイントのかぎり、初号機とま号機の方に近づくわ。二人とも、私の後ろに退 
砂して—.」 

アスカ 「命令しないでよ！」 

シンジ 「わ、分かった。次はボクの番だから、全力で綾渡に近づく」 

アスカ「も 一、人の言ぅことにほいほいと……バカシンジつ リ」 

GM 「アスカはどぅする？」 

アスカ 「はいはい。零号機に近づくわよ！なにか優等生には策があるんでしよ」 

GM 「次、ミサト」 

ミサト 「国連軍は あと 二回しか使えないからムダ使いできないわ。今回はパス」 

GM 「では . 使徒は斤動ポイントを使ってジリジリと初号機に近づいている。次はレ 

ィ」 

レイ 「一歩だけ後退するわ。二人とも、早く」 

GM 「他の行動は」 

レイ 「残りポイントは使わない。パス」 
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GM 「ではシンジ」 

シンジ「急いで綾波の後ろに…… まわりきりました—'」 

GM 「次、アスカ」 

アスカ 「 OK 、 ま号機もまわりこんだわよ。優等生、これから何をする気なの？」 

レイ 「巧のターンで、あたしが使徒に突っ込んで AT フィー ルドを展開するわ。だから' 
二人は移動ボ I ナスを使って背後から移動。使徒に砲撃を加えて、あたしの背後に房っ 
て」 

アスカ「それって、あんたが攻撃を全部引き受けるってこと"」 

レイ 「そうよ。もし、使徒がダメージを受けているなら . おそらくこれで倒せるわ 。 G 

M 、 いいわね？」 

GM 「ま、よしとしよう。シミュレ^~ションゲームによくある遮蔽物のル I ルは、エヴァ 
RPG にはないんだけど、盾と いう 装備の応用と いう ことで。テープル ト—ク ならこれく 
らいの対応は可能だし必要だな」 

ミサト「無茶して レイら しいわ」 

GM 「次はミサトの畜だけど？」 
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ミサト「今回もパス。レイの作戦を見とどけてから斤動しても遅くないわ」 

GM 「では、使徒の番だな。一歩エヴァに近づいて これで零号機が使徒の射程内に乂 
った。撃って くる ぞ」 

レイ 「(盾をかざすしぐさをする)」 

GM 「 OK 、 命中力は W ……グメージ UJ 
レイ 「盾の防御点が3だから、 HP は残りじ」 

アスカ 「ちよっと、いきなし盾の HP 半分近くになってんじやないのよリ」 

シンジ 「まずいよ。作戦を変えよぅ」 

レイ 「いいえ、このままいくわ」 

アスカ 「あんたねぇ」 

GM 「では、レイの番だ」 

レイ 「前進して使徒の正面に隣接。 AT フィールド展開！」 

GM 「AT フィールド展開。零号機の AT フィ t ルドにより、使徒の AT フィ—ルドが爲 
食.中和され た！」 

レイ 「さを、旋君」 




シンジ 「ぅ、ぅん。ちに一歩—。パレ'ソト.ガンを二倍消費で射撃。零——後 

に戻ります」 

GM 「命中力は？」 

シンジ 「の」 

GM 「命中だ。ダメージを」 

シンジ 「6、使徒は？」 

• GM 「まだ倒れない。次はアスカだ」 

アスカ 是に一歩移動。ポジトロン•ラィフルき畜消費で撃つわ。そしてファーストの 

後ろに退避！命中力は巧」 

^ GM 「命中だ。ダメージを」 

ぶ アスカ「9! まだ倒れないの。」 

奪 . - 
2 GM 「倒れない。次はミサト」 

ミサト 「使徒の行動ポィントを減らすわ。国連軍、出撃 . 成巧」 

が GM 「では、国連軍によるセカンド•アタックが敢矿された。当が、使徒には何らタメー 
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ジを与えられない」 

ミサト 「そんなのは百も承巧よ。でも、これで使徒の行動ポイントが1になれば . 」 

GM 「では、使徒の番だ。最初の1ポイントで国連軍は粉砕。そして、胸の顔が光ったか 

と思ぅと初号機とま号機に向かってビームが^^たれる . が、その前に零号機が立ちはだ 

かっているので零号機に直進だ」 

ミサト 「な、行動ポイントが1しか残ってないのに一一発撃ってきたのり」 

GM 「撃つてきたの。命中力は W と巧」 

レイ「(盾をかかげるしぐさをする ) J 
GM 「6ダ メージ と 9' ダメ ージ」 

アスカ「これは……ますます特殊能力が怪しいわね」 

シンジ「綾波、盾の HP は？」 

レイ「3よ。 あと 一回は大丈夫」 

アスカ「あと一回はつてねぇ」 

GM 「では、レイの番だ」 

レイ「使徒の正面から動かない。もぅ一度よ」 





ガンを発射。その後、零号機の 


シンジ「で、でも」 

レィ「捉君……もぅ一度ょ」 

ミサト 「シンジ君、やりなさい」 

シンジ「でも」 

ミサト 「零号機ならまだ大丈夫。 . これは命令ょ」 

シンジ「零号機の陰から一歩出て、二倍消費のパレッ' 

背後に戻ります。命中力は口」 

GM 「命中だ。ダメージは？」 

シンジ 「9。まだ倒れないのリ」 

^スカ 「 ：.：' 零号機の陰から一歩出て、ポジトロン.ラィフルを二倍消費で射撃。そのま 

ま使徒に接近—.」 

ミサト. シンジ「アスカロ」 

アスカ「うつさいわね。一発くらいま号機だつて耐えられるわよ’ 

GM 「命中。ダメージを」 


命中力は n リ」 
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アスカ「；^!どおっ。」 

GM 「まだ使徒は倒れない。次、ミサト」 

ミサト「国連軍を使えるのはあと一回きり。様子を見るわ」 

GM 「では、胸の顔が光って零号機とま号機にビームが擊たれる。命中力は両方とも^」 
レイ「(盾をかかげるしぐさをする)」 

アスカ「シット、避けそこねた U :」 

GM 「なら、レイには9ダメ）ジ。アスカには H 、 ダメージだ」 

レイ 「盾の脱"術力を引いて6ダメージ。残り HP は3だから、3、ダメージ余るわ」 

GM 「それは零号機に当たるダメ！ジだ」 

レイ「なら、エヴァの防御力が3だから、ノーダメージ」 

アスカ「こっちは防御力さっぴいても U ダメ I ジ。一気に半分いったわ」 

レイ「なんで、綾ろにまわらなかったの？」 

アスカ「あんたなんかに借りを作りたくないからょ！」 

GM 「何はともあれ初ダメ I ジ。アスヵ、状態変化表を」 

アスカ「……ょしっ、集中カアップ。シンクロ •レベルが3に上がったわ」 



ミサト「レイ、アスカ、下がって！」 

アスカ「なんでよ！」 . 

ミ サト「すでに理論値では如ダメージな上を与えているわ。あまりにタフすぎる。 . ど 

う.やら、 今までの攻撃は使徒にダメージを与えていないとちえるべきね」 

レイ 「零号機、了解」 

アスカ 「そうね . ま号機、下がるわ」 

. シンジ 「あの、ボクは？」 

ミサト 「誠したいことがあるの。初号機はプログレッシブ.ナイフを装備。巧徒が AT フ 
イールドを再展開するまでに使徒の胸部にある顔を攻撃してみて」 

シンジ 「顔を？」 

^ミナト 「さっきからエヴァの攻撃は、あの顔が光って返されてるのよ。何かあるかもしれ 
ぶないわ」 

巧 アスカ 「そういえば……気になるわね」 

第 

シンジ 「分かりました」 

7ミ サト「シンジ君、ダメだったらゴメンね」 
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GM 「そういう、一部分を狙った攻撃は T のペナルティがつくぞ」 

ミサト 「分かってるわ。だから、当たりづらい銃器でなくナイフの攻撃を考えたのよ」 
アスカ 「やれやれ、気軽に言ってくれるわ。でもミサト、それならあたしがやるわよ一」 
ミサト 「アスカが？」 

アスカ 「あたしのシンクロ.レベルは 3 だから、今なら 一一 一倍消費でポジトロン •ライフル 
をぶっぱ なせる わ。シンジのプログレッシブ. ナイフより 安全なところから、似た ような 
ム叩中力で攻撃できるもの」 

ミサト 「そうね：'…なら、アスカお願い。シンジ君もいったん下がって」 

アスカ•シンジ 「了解」 

GM 「では、話し合いは終わった よう だな。 レイの 番だ」 

レイ「全力で使徒から離脱します」 

GM 「次、シンジ」 

シンジ 「同じく離脱します」 

GM 「次、アスカ」 

アスカ 「2マス後退。照準を絞って ..：： いくわよ、一二倍消費の ポジトロン.ライフル—' 




T のペナルテイ受けて . n 」 

GM 「辛うじて命中！」 

アスカ 「よつしや。ダメージは U !」 

GM 「すると、 地面に ある 使徒の影の一部が丸くほのかに光る。ちょうど、使徒の顔にあ 
たる 部分だ」 

アスカ r 影け」 

GM 「次、ミサト」 

ミサト 「 . パス」 

GM 「では使徒の番だ。顔が光って或号機へとビームが伸びる！攻撃力は U 」 

^アスカ 「それくらいなら 避けれ るわよ！」 

^ GM 「では、初号機にーマス近づいて……使徒の番は終わり。レイの番だ」 

逆アスカ 「どう見る、ファ I スト？」 

巧 レイ 「まだ分からないわ。でも、攻撃するべき個所は二つに絞れたと思う」 

シンジ「二つ？」 

巧レイ品の顔ち影の丸く光ったところ。この二つな外だったら . も， っ、あたしに寡 
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からない」 

アスカ「あたしと同じ読みね。スタンダードに正面の顔か、それとも影か ？ J 
シンジ「……影」 

アスカ「シンジがデイラックのおに取り込まれた使徒の亜流よ。地上に出ている方こそ影 
で、影に見えたやつが本体だったっていぅアイツ」 

シンジ「分かってる」 

レイ 「あるいは……影まで含めて一つの実体なのかもしれないわわ」. 

G . M 「で、どぅす る？- 

レイ 「このターンで、全機巧徒に^接。次のターンであたしが使徒を抑え込む。旋君とま 
号機はそれぞれ胸の顔と影の光球を攻撃」 

アスカ「あんたが仕切ってるのが気に食わないけどいいわ、それでいきましよ」 
シンジ「じゃあ、ボクが正面の方をやるよ」 

アスカ「じゃ、あたしが影ね」 

レイ 「使徒の動きはなるべく抑えたいわ」 

ミサト「それはあたしにまかせなさい」 





アスカ「国連軍にまかせろでしよ」 

ミサト「いいのよ、あたしが要請してるんだから」 

レイ「では、行動を開始するわ。移動して、使徒に隣接」 

シンジ「おなじく、使徒に隣接」 

アスカ「あたしもつ！」 

ミサト「そして、あたしが国連軍に要請……成功—」 

GM 「すると、国連軍最後の戦力が巧徒に襲いかかっていく」 

ミサト「死なないでね、国連軍」 

アスカ「ミサト . それは無巧よ」 

^ GM 「では、使徒の行動だ。使徒の攻撃で国連軍は粉碎された」 

^ミサト「ち、根性なし(笑}」 

ぶ GM 「残り1ポイントで使徒は……ダイスでランダムに決めよぅ。零号機に攻撃、命中力 
章 

レイ「回避—'」 

7 GM 「では、エヴァたちの番」 '■ 
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レイ「使徒を抑え込む！命中力は巧」 

GM 「使徒は零号機に組みつかれた。動きが拘束されてすベての回避に T だ。シンジの 
番」 

シンジ「いくぞ、胸の顔に二倍消費のプログレッシブ.ナイフっ！命中力は U —'」 

GM 「抑え込まれている巧徒は回避力が〇になってる。まず避けられないだろぅな……当 
たりだ」 

シンジ「ダメ I ジはのつ！」 

GM 「影の顔に当たる部分が丸く発光する」 

アスカ「そこに一一一倍消費プログレッシブ.ナイフ……命中力 U で、いっけえええっっリ」 
GM 「手ごたえあり。グメージはリ」 

アスカ「ビンゴわ—' 1 D + 2 の一一一倍で… U 点よリ」 

GM 「では、零号機に乂い締めにされた使徒が突かとして咱哮をあげる。初号機のプロ 
グ レッ シブ.ナイフを浴びた顔がげ膏を砕いたよぅに割れ、中に黒い球体があるのが分か 
る。次の瞬間、その物体も破裂して使徒は徐々に風化しはじめた……」 

シンジ•アスカ「やった ぁ！」 
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ミサト「|一一体のエヴァの連係絵的にも本日のハイライトシ—ンね」 

GM 「風化した使徒はやがて空気に散り、消ぇていく .：.： おめでとう、使徒撃退だ一 'j 

アスカ「よつしや一」 

シンジ「今回の使徒は、なかなか厄介だったね」 

GM 「まぁ、このゲームは使徒との戦いがメインだからね。 GM の裁量でいろんな使徒が 
でてくるというわけだ」 

ミサト「おめでとう、みんな。よくやつたわ」 

レイ「 . 」 

アスカ「何よ、ファースト。何か言いたそうじやない」 

レイ「別に、何でもないわ。 . ただ、エヴァモードに入る前にデ I 夕 6な上を解析で き 

てたらな、と思つただけ j 
ミサト「 . イャミね」 

アスカ「ま^^ま^~、こだわらない。またラ^ — メンでもおごつてもらいましよ」 

ミサト「それつて、 キャラクターとプレイヤー ……どつちの話？」 

アスカ「もち、プレイヤーよ。プレイするとお腹が減るのよねぇ」 
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ミサト 「なら 割り i よ、割り勘つ。あたし、今月ピンチなんだからつ—.」 
C 5 M r はいはい。それじやプレィが一段落したとこで、食べにいこぅか」 
アスカ「さんせ一いつ！」 

ミサト 「割り勘だからねつ！」 
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■『逆襲のエヴァ』について 

『欲望と結末と』 のプレイが降、すっかり「自分たちをいかに追い込むか」という。ハタ— 
ンが定着してしまった(笑)。 

つまり、 プレイヤーがエンターテイメントに目覚めて しまつた のである。拳法やボクシ 
ングなどの「いかに勝つか」的プレイでむく、プロレスなどの「いかに魅せ、その上で勝 
つか」的プレイがエヴァの定番となったのだ。 

強敵の力をいかに封じ込めて勝つか……というのは、やっている方はともかく見ている 
方(この場合は読んでいる方か)は fe 気ない。 それよりも、 「相手の力を7か8まで引き 
出して 、 W の力で勝つ」方が盛り上がる。まさにアントニオ猪木の「風車の理論」。 

……なのだが。 

調子に乗りすぎて全滅させられてしまってはしよ一、がない。 

かくして、世にも情けない「全滅」シーンからリプレイは始まることとなった。 

いやマジに最初はど I しようかと思ったぞ。雑誌掲載用のリプレイで「エヴァはまけま 





83 第 2 章逆襲のエヴァ 


した。しとはつよかつ宴スおわり」ではあまりにもたまらない。全滅か決定的になつ 
たとたん、やり直そうかと思つたくらいだ。 

ST い(王にして、「決戦—.第3新東京巿」ではエヴァの全滅りゲームォーバーとい 
う図式が成立しないので盛り返すことができたが…… 

このプレィヤーたち、ちつとも懲りていなかつたりなんかする(笑)。 

むしろ全滅してからこそが「見せ場じゃあ一」とでもいうように、リカバーを最低限に 
とどめ、不利もががなるベく残したままでプレィを進めていつた。 

いやホント . 感、むするわ。 






A 
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参アスカ、グチる 

.今週のトーダル運 

今週のぁなたは波乱含み。会いたくもないアィッと、いきなり出会っちやいそう。 
うろたえないよう、つねに、むの準備はしておきましよう。 

『教えて ！ ラッキースタ^ — 』 よリ 

アスカ「ってゆ一のが、今朝の占いの結果だったのよね」 

シンジ「うん」 

アスカ「……占いなんて、元来信じない方なんだけどさ。ちよっと今日は信じてもいい 
な一、なんてね。へへ」 

シンジ「そうかなぁ。考えすぎだと思うよ」 

アスカ「そうかしら？」 

ミサト「そ一よ。占いは所證、占いなんだから」 

アスカ「でもね、ここしばらくこの占い当たつてるのよ- 


か 



第 3 巧も t •の銃弾 


を月「まあ、占いが当たる当たらないなどどうでもいいじやないか」 

アスカ「……でも」 

を月「我々が論じるべきことは占いの当たり外れではない。『いきなり出現した使徒を、 
いかにして迎撃するべきか』ではないかな ？ J 
アスカ「 . そうわ。問題はそれなのよ J 

アスカがぐちぐちとこぼしているのは、使徒がゲーム開始直後に出現してしまつたため 
である。 

本来なら使徒はゲーム開始からダイスーニ個分の時間 (3 〜 W 夕—ン)で出現するのだが、 
直前のプレイで大活躍したアスカが…… 

アスカ「はつ、使徒なんてちよろいちよろい。そうだゲ I ムマスター ( GM )、 次はダイ 
スー個 (1 D ) で出現させてかまわないわよ 一 」 
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と大見得を切つたために、 gm が本当に ID を振つてしまつたためなのだ。 

かくして . NE 民 V が何の準備もしていない段階で、使徒はいきなり登場した。 

アスカ「ああつ、みんなそんな冷たい目であたしを見ないで(笑)」 

ミサト「見たくもなる わよ。 まさか1夕1ン目で使徒が出現するとはつ- 

GM 「化方ないだろう。なんせ 1 D だと1から6まで、どれも六分の I の確率で!^載に出 

るんだから。 1 の目だつて、 そり や出やすい さ I 

アスカ「そうそう、そのとおり」 

ミサト「反省の色がなぁいつ！」 

アスカ「あう ■ —つ、許してミサト」 

父'/月「まぁ、實任追及は それくらいにして . まず、状況を整理し ようじ ゃないか」 

ミサト「 . それもそうね」 

冬月「辜最初 Q 一体弓これは W 夕— Atm と、薑い出現でを之たを我々はか 
なり準備を整えることができた」 

ミサト「え至 





冬月「だが、このときの戦いで載号奠觀獻。レィが一一一時間了夕 i ) の意擊明が 
態となる」 

ミサト 「次の出撃までに回復するか……微妙なところか」 も. 

を巧「一体目の使徒が倒された時点で、瓣製齡觀も援軍手配も探査能力も〇に戾っている。 
にもかかわらず使徒はすで C 出現した。出現位置がどこになるかはまだ決まっていないが、 
おそらくは 八-一六時間 (2 〜 4夕1ン) Q 影 C 出現するだろう。と、なると我々には 
あまり 時間が残されていない」 

シンジ「何か……八方ふさがりみたいだ」 な 
を月「そのとおり。まさに八方ふさがりなのだよ。 さて、 この状況で我々が為すべきこと 

は何かね？」. 

腳 ミホト「う一 ん . 時間が ないんじ や、 今 さら NERV 本部の能力上げてもしようがない 

紳1わ3。エヴァの損壊を修復するのがやつとじやないかしら」 

^冬月「.齊 is なセンだな。初号機と聲号機はさしてダメージを受けていないから、たとえ八 
時間しか時間がなくても十分修復可能だろう」 . 

W シンジ「でも……歌もなし、場合によっては零号機も出撃不能だときついよ。どんな使 
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徒なのかも分かってないんだし」 

アスカ「まあまあ。ゲームは不利な方が面白いつていうじやない」 

ミサト「ほおお . そ一ゆ I ことを言うのはこの口かしら、この口かしらねえ？」 

アスカ「ほめんははい、ふあはふぃはふあふうほはひはいは(訳：ごめんなさい、私が悪 
うございました)」 

GM 「これこれ、そんなことをしても現実はかわらんぞ」 

ミサト「それもそうね。アスカ、シンジ君、さつさと N 巨民 V キャラクターにチェンジし 
て。せめてエヴァだけで も 完全な状態に房す わよ！」 

シンジ•アスカ「了解っ一.」 

MAGIUS •エヴァンゲリオンでは、 プレイヤー ー人で二人の キャラクタ ー を 使うこ 
とができる。 

NE 民 V キャラクタ1のミサト•リツコ•マヤ•冬月の中から I 人。エヴァ搭乗キャラ 
クターのシンジ•レイ•アスカの中から一人だ。 

シンジのプレイヤ）はマヤ、アスカのプレイヤーは リツコ も担当していた。 
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♦空飛ぶ十字架、襲来 

GM 「どぅやら方針が決まったみたいだな。それでは全員 NERV キャラククー になって 
プレィ再開だ。順番はマヤ、ミサト、リツコ、冬月の順だけど……その前に『化化出現 
表』だ。誰がおってもいい」 

「使徒出現表」とは、使徒がどこに現れたかを判定する表である。 

使徒は主に第 3 斩東京市を目指してやってくるので、第 3 新東京巿から遠ければ遠いほ 
ど「早期発見できた」とゆ一ことになる。 

ミサト「ぇ一っと、『巧徒出現表』は XERV の探査能力了 2 d ょね。今、お查能力い/、 
つかしら？」 

マヤー，現在の \- ERV の探查？能力 do です。だから 2 D のみですね」 

GM 一 U な上出せば、篇 3 お寅京巧.ミで一面诗間みな置で発見で きたことになるぞ J 
ミサト「そいつを是..一いわわ- 
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マヤ「あ、上でも一六時間の位置で発見できますょ。一六時間觀げれば、 レィが您識 
す明から回復できます」 

欠'/月「それだ。使徒がどのよぅなタィプか分からんが、エヴァが二 I 体い るにこしたことは 
ない」 

リツコ「じゃあマヤかミサトが振って。あたしと副司令は1体目の俠徒のときに振って 
るから」 

ミサト 「 OK 。 7な上出せばいいのね」 

リツ n 「ええ、期待値で十分」 

ミサト「おりゃっ！(コロコロ) . ごめん、6だわ I 

GM 「んじゃ使徒は、第3新東京巿 から 八時間〔2 クーン)わ位置に出現—' I 

ミサト「ごめん j 

マヤ1仕ちるりませんょ_ 

GM 「んで：一-こルち『をを祟巧表』だ。振るのはマヤかな？」 

I 使一ち單ぞき一とよ、ど打/ろ J . 使をら能力を解析できたんを判定す る 表で ある。 
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相手の能力が分かれば分かるほど、戦いを有利に進められるのは当然のこと。 

マヤ「では、振ります」 

GM 「判定は 2 D のみ。ただし、さっきの出現表で^のペナルティついてるから」 

ミサト「ぅぅ っ、ごめん」 

マヤ 「別に謝る必要なんか……(コロコロ)、やりました、 U です！」 

GM 「なんとまぁ。今日は高い目がでるか低い目がでるかの両極端な日だな」 

冬月「ペナルティの 2 を弓いて、 9だ」 

GM 「9 なら盼觀と近接微齡能力ぁたりが分かるな。データは次のとおりだ」 

お態：十字架型 
近接戦闘能力：なし 

驟力： 2 

GM 「これに加えて、この使徒は結構高い位置を飛行している。つまり、プログレッン 
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ブ.ナイフやソニック•グレイブのような手持ち式の武器は届かないってやつだ」 

ミサト 「投げつけるっていうのは ？ j 

GM 「投げナイフとかか。まあ、それくらいは認めよう。ただし' 一问投げたらそのぶ游 
はそれまでだぞ」 

リツコ「と、いうことは素直に銃器を用意した方がいいわね」 

冬月「上空にいるそうだが、 at フイ—ルドの中和に支障はないのかね？」 

GM 「そこまでの高度はない。あくまで ナイフと かが屈かないって程度の高さけ」| 

冬月「なるほど」 

マヤ 「でも…回避力が異様に高いですね。ポジトロン.ライフルやパレット.ガンで U 
命中させづらいかもしれません j 

ミサト 「命中率の高いスナイプ.ガンを準備するしかないわわ」 

リツコ「マヤが高い目を出してくれて肋かったわ。巧避能力が分からなかったら、 お-ぃ— 
げだったかもしれないもの」 

マヤ 「そんな、偶然ですよ」 

GM 「まあ、確かにダイス目っていうのは偶然なんだけどな」 
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参地道に下準備 

GM 「では順番どおりに行動していこう。最初はマヤ」 

マヤ 「まずはエヴァの修理からですね。をエヴァの状況は？」 

GM r 零号機が^!!で HPO 状態。それに対して初号機とま号樣は両方」一も2ダメ — 

か嗅ってない」 

マヤ 「なら初号機を修理しましよう . (コロコロ】成功です。初号機、なをに修も 

した」 

冬月「よし、幸先がいいぞ」 

GM 「次、ミサト」 

ミサト「う一ん 、科学技術技能のほいあたしは、こ一ゆ一ときやることないのよ L 」 
リンコ 「じゃあ、ダメモトで零号機の修理をしてみたら？，零号機は今四、戦むホじなる 
だろう し。失敗しても痛くないわ」 

ミサト 「そうね。なら零号機の修理を…(コロコロ)あらラッキー、ぶ巧した J 」 

GM 「どれくらい回復した？」 


ま 
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ミサト「1だけ〔笑)」 

リツコ 「上等よ。〇から見たら無限大だわ」 

GM 「 OK 、 なら零号機は HP 1 になった。巧、リツコ」 

U ツ n 「それじゃあたしはスナイプ•ガンの準備をするわ」 

GM 「では科を技術で巧の目を出しとくれ」 

リツコ r (コロコロ)成功よ」 

GM 「では冬月 J だ'、 か' 
を月「では、ヮシはま号機の修理を担当しよう。……(コロコロ)成功、武号隙もを快 

だ」 

GM 「では巧徒の番。まっすぐ第 3 新東京市に向かってきて…あと四時間で到卷寸る 
ぞ」 

ミサト 「うう、 早い」 

GM 「では最初に戾ってマヤ」 

マヤ 「ええと、 ス ナイプ•ガンは初号機と武号機の 二 体分あったほうがいいです よね。 で 
はもう 一つ スナイ プ•ガンを . (コロコロ) すみません、準備できませんでした(泣)」 
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冬 巧 「しかたあるまい。あれの準備は難しいからな」 

GM 「では、ミサト」 

ミサト 「じ や、 もう 一回零号機の修理で もしてようかしらね . (コロコロ)まぁ、そう 

何度もう まくい かないか。失敗」 

GM 「ではリツコ」 

リツ n 「では、あたしがスナイプ•ボンをもう一下……(コロコロ)駄目だわ、あたしも 
失敗」 

GM 「では、冬月。使徒が来る前の最後の巧動だ」 

冬 月 「むう、ヮシではスナイプ•ガンを準備できんぞ」 

リツコ 「しかたないわね。こうなつたらスナイプ•ガンは一下であきらめて、盾を準備し 
ましよ」 

冬 巧 「盾か、それくらいなら準備できるな」 

ミサト 「初号磯と武号機のどちらかに盾を持たせて、つっこませるつもりね」 

リツコ 「ええ。相手がどんな攻撃をしてくるか分からないけど、盾があれば多少は耐えら 
れるでしよ。使徒の攻撃を前衛が受けている間に、スナイプ•ガンを持ったエヴァが攻撃 





が 


する」 

夕巧 r 夺わ、そむでいこう」 

GM 「んでは、盾のザ備判を を」 

夕巧「(コロ n ロー 成巧だ」 

GM 「では、巧徒が第 3 斬ちおがに音いた。エヴァモードに突入だ：」 

♦エヴァンゲリオン、発進-. 

GM 「では、が関マ？プに切 n 替えよう。今 H はマ" > をコビー寸るヒマがなかったの：、 
义库の々バ — ISK をそのままブリップマ'--4じはさ’ < t 、巧う一 
マヤ「あれ、そんなし」ころにマップが付いてた人で寸か？」 

GM 「付いてたのだ。巧'りなか「たのか？」 

マヤ「をが」 

GM 「むむ . ま、いい。エヴァモ ー ドに入るけど、キャラのお n さいは ピー I する？ j 

夕巧「今日、ワシは巧い老人で巧し通すぞ」 

GM 「はいはい、そ一いやプレ f 前じんなこといつてん'、な一 
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リツコ 「あたしはアスカ狙いだけど」 

マヤ 「あたしもシンジ君にチュンジしたいですね」 

ミサト 「 …… あたしはバックアップでいいわ。(レィで出撃して)一体目の使徒でやられ 
ちゃったのはあたしの責任だし」 

GM 「そんなの気にせんでもいいのに」 

マヤ 「それじゃシンジ君にチェンジしま一す。シンジ君のキャラクターシートください」 
リツコ 「同じくアスカのも」 

GM 「ほれ」 

シンジ 「では兮からシンジです」 

アスカ 「同じく您流•アスカ.ラングレー、ただ今参上—」 

GM 「参上じゃないっつの(笑)」 

ミサト 「いい、シンジ君、アスカ。最初のターンであたしと副司令が初号機とま号機の発 
進準備をするわ。そぅしたらすぐ発進してちょぅだい。続けてスナィプ.ガンと盾を打ち 
出すから、それを受けとって行動して」 

シンジ 「了解」 
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アスカ 「デイフェンスとスナイパーの分巧はどぅするの？- 

ミサト「銃器の巧能は二人ともどっこいね . なら、 HP の高い初号機が盾ををって使徒 

に巧が。 AT フイールドを展開して目標の at フイールドを概 li 。 ま号機は初号機が at 
フイールドを相巧したら使徒を狙擊」 

アスカ 「 OK 」 

シンジ 「分かりました」 

GM r そいじゃこのターンはエヴァの発進が備 ：：.. 巧動するのはミサトとを巧だけか 
な？」 

アスカ 「そぅむ。エヴァの発進準備が終わらなきゃ、あたしたちやることないから」 

ミサト「では。巧号機、を進ザ備……(コロコロ)ぶか！」 

GM「f 解。巧号機、発進ザ備完了！」 

冬巧' では、ヮシの番だな。エヴァンゲリオン或号機、発進準備 . (コロコロ)む、失 

敗—.」 

アスカ 「こらこら、そこのオヤジ」 

ミ サト 「あ、削司令に向かってなんて口のきき方を」 
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アスカ 「、心の中で思っただけよ。重要な場面で失敗しちゃってさ」 

冬 月 「仕方ないだろう。四時間かけられる通常時とは違って、今は1ターンー〇秒のエヴ 
ァモ ードに突入したから巧定が厳しいのだ」 

ミ サト 「誰かさんのおかげでゆっくり準備する間がなかったからねぇ^ 

アスカ 「わ、分かつたわよお。 . つたく、過ぎたことをいつまでもうじうじとお」 

Gd 「では、巧ホの番だな。ふよふよふよ . と、 3 マス NERV 本部に向かって進 t 」 

を 月「移動速度は 3 …… 行動ポイントは最低 3 というわけか」 

斤動ポイントとは、1ターンに使徒やエヴァがどれだけ巧動できるかを表わす数値だ。 
1マス動いたり一回攻撃するたびに行動ポイントを1消費する。 

この巧徒は 3 マス移動したので、冬月は最低 3 ポイントあると推測したのだ。 

GM 「じゃ、次のターンだ。初号機は発進準備が完了してるから出撃できるけど、どうす 
る？」 

シンジ 「出ます。後で盾を出してください」 
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ミサト 「分かったわ。でも、使徒の能力かかかるまで無をはしないでわ」 

シンジ 「はい。 ：：.. エヴァンゲリオン初号機、発進します"：」 

GM 「 OK 、 初号機は地 h に出た。シンクロ率は？」 

シンジ 「シンクロ •レベルは 2 。まずまず」 

シンクロ.レベルは措乗をとエヴァとのシンクロ率を表わす数値で、そのが値がそのま 
まエヴァの行動ポィントとなる。 

GM 「次、ミサト」 

ミサト 「ま号機、発お巧備：'…(コロコロ)成巧っ！」 

GM「T 解。ま号 機、 発おザ備完了— 'J 

アスカ 「よぉぉし……エヴァンゲリオンま号機、初号機の後ろに出るわよ。」 

GM 「 OK 。 ま卢コ機は初号機の後ろのが出口から出管した。 シンクロ.レベルは？」 
アスカ「3 よ、 バッチリね—'」 

夕巧 「次はヮシか。お、射化(コロコロ)成巧！」 
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GM 「場所は？」 

冬月 「そうだな、初号機のすぐ横だ」 

GM 「 OK 」 

アスカ 「さぁて、前衛頼むわよシンジ！」 

シンジ 「分かった！」 

•シンジとアスカ' 惑わされる 

GM 「では、使徒の番だな。今回も3マス NERV 本部に向かう」 

ミサト 「初号機との距離が 4 マスにまで縮んだわ」 

アスカ 「あたしからは 6 マスね。スナィプ.ガンの有効射程距離は 4 か、 けっこう 短 
いのね」 

GM 「シンジの器だぞ」 

シンジ 「どうしよう？」 

ミサト 「現状待機でいいわ。こっちから近づいていってむざむざ攻撃されることもないし。 
向こうが近づいてくれるのを待ちましよ」 
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シンジ「分かりました。じゃあ、盾を拾ってその巧で巧え てよず- 
GM 「ミサトの 番」 

ミサト「スナイプ•ボンのが出 . (コロコロ)ごんん、失敗だむ」 

アスカ 「ちよつと、次のプ I ンにはシンジと 使徒 •か 接触 ずん のよ！" 

ミサト「ごめん」 

GM 「次、アスカ」 

アスカ 「……つたくも ぉ •プログレッシブ.ナイフを用意するわ•もしスナイプ•ガン 如 
間に合わなかつたらこれを投げつけてやる。場がは 現が 維 ホ」 

GM 「 OK 。 次は欠’/巧」 

冬月「でヮシ•かスナイプ•ガン於が出だた . コロコロ)巧巧だ•ホがはま巧# のす 

ぐお I 

アスカ 1’はっ」 

GM 三」は 巧をの番 だな•まず2マス \-E 民 V 本が にぶづ 
ミサト「估か仕；ホけ てく るわよ、 気をつけて！」 

GM - ずると巧ホ じ 突 巧 光。 巧/、 •そ^光お巧巧に がちて…. 

..シンジとアスカ、メンブル 
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で判定だ」 

ミサト「精神攻撃一:^:」 

シンジ「それじゃ、盾なんかなんの巧じむ」化たないよ！」 

GM 「そぅ、盾はなんの役にも立たない。メンタルを単ザに抵抗してくれ、 S 城 W は 
シンジ 「22、高い！」 

アスカ「あたしは元がじあるから期待値 zfh でも…… (n U J, 口)あ—っ、も败 
シンジ「ボクは……(コロコロ)失敗」 

ここで GM はいきなり賛貧歌のじ D を取り出して流し始んた。細かい满出といぅ中つ 
ある。 

アスカ「な . なにド賛美歌が頭の中でこだまする！‘ 

シンジ「何か、何か知らない歌が頭の中で！」 

GM 「ノリの良いやつらだ。 (音を を蘇としつつ)がの中で 帶 いてい八 おお 歌パ、か^. 
小さくなって消えていく。そして、ふと気かつ/、と唯中じがいて^-化化ィ J 前-ノ 


で 
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シンジーえ？」 

ミサト 「使徒はどこへいったの C ::」 

GM 「あ、いや。ミサトたちにはまだ使徒が見えてる。相変わらず空中に浮かんだまま 
だ」 

ミサト 「では、%めて . なに、何なの口」 

アスカ 「で、あたしからすると巧徒は消えたようになってるのね？」 

GM 「そう。だがふと気がつくと目の前に一体の使徒がいる。不気味な人型の使をだ」 
アスカ 「使徒リ」 

シンジ 「あの . それってまさか、初号機のこと？」 

GM 「ふふふ、そのとおりだ」 

シンジ 「やっぱり(笑)」 

GM 「さて、初号機はどうするかな？」 

シンジ 「う一ん……そりやあ、使徒が消えたんだから周囲を見回すんだろうな」 

GM 「すると、いつの間にか背後に新しい使徒が出現していた」 

シンジ 「なっ。……と驚く」 
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GM 「町がかアスカの頭からゴ：；ジで斤在が、、';.、' 'っ L 巧か'りミス々のを吐が油え て 

いる . さあ、どぅする？」 

シンジ「ミサトさん、この使徒はいったい r :」 

ミサト「シンジ君、その使徒は . 」 

GM r (ミサトの声二合わせてボリユームを上げて一 NER ;--」 一は； E かかぷ怡でさむい。 
本当はミサトの声が居いているんだけど、今の-ン、こンじは認巧で占てない」 

シンジ「なら、戸惑ぅしか…ないな」 

GM 「次、ミサト」 

ミサト「シンジ君、シンジ君っリ」 

GM 「応答はない」 

ミサト「く . なら今回はパス」 

GM 「では、アスカ」 

アスカ「使徒との距離は？」 

GM 「2マス」 

アスカ「すでにプログレッシブ•ナィフは構えているわよわ……」 
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ミ サト 「アスカ、まさか . やめなさいつ！」 

アスカ 「エヴァの 移動 ボ ー ナスで使徒に接近—' at フィー ルド展開、二倍消費でプログ 
レツシブ.ナイフをたたつ込むわ リ」 

倍消費とは、 が 訊に 巧動ポイントを消費して威力や命中率を上昇させる巧動のことだ。 
二倍消費の場合、行動ポイント2を消費する。 

GM 「命中率は？」 

アスカ 「2!」 

GM 「ではシンジ、戰がに現れた使徒は縱い手で攻撃してきた。命中力は巧回避巧定 
を」 

シンジ 「 . (コロコロ)避けられませんリ」 

GM 「命中か。アスカ、ダメージは？」 

アスカ「6の二倍で 口！」 

GM 「ではシンジ、じダメージだ。あ、でも、初号機は盾を持ってたんだっけ？」 
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シンジ「はい。盾でグメージが止まりました」 

GM 「アスカ、目の前の使徒はまだダメージを受けたように見えない」 
アスカ「なんて頑丈な使徒なのり」 

ミサト「つたく、厄介な状況になってきたわね」 


♦強制覚醒〜決着 

GM 「では、冬月の番だ」 

冬月「とは言つてもな、この状況でできることなど . 待てよ、一つあるか」 

ミサト「え、どのよぅな手段が 
冬月「レイを起こす」 

ミサト「無茶です！まだレイは意識不明で」 

冬巧「ルール上は可能だぞ J 

ミサト「それはそぅですが……それは四時間かかる回復を薬物で無理矢理覚醒させるや 
かたです。人道上、賛成できかねます」 

父，、月「人道とやらで使徒が待ってくれるかね？砲の言いぐさではないが、それでレイ 


が 
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死ぬわけではないだろう。それとも、他に案があるのか？」 

ミサト 「案はありませんが、零号機を出擊させても初号機や武号機と同じ状況に追い込ま 
れるという懸念はあります」 

冬月 「仕方あるまい。あのまま 初号機と式号機に潰し合いを される ょりはマシだ。 

レイを起こすぞ」 

GM「OK . 判定をどうぞ」 

冬巧「(コロコロ)成巧だ」 

GM 「それでは集中治療室で治療を受けていたレイは無理矢理覚醒させられた。キヤリー 
寸のベッドで運ばれてくるぞ。誰がプレイするかね？」 

冬巧「梨がなければさつきと同様、葛城がプレイすると良いだろう」 

ミサト 「分かりました、チ卫ンジします」 

GM 「では、今からレイね」 

冬月「レイ、ちょつとまずい事態になつた。出られるな？」 

レイ「……はい」 

GM 「では、使徒の番だな。使徒は行動を起こさず、巧変わらず空中で光り続けている。 
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シンジの番だ」 

シンジ「盾を持つたままプログレッシブ.ナイフを抜くことはできますか？」 

GM 「まあ、装備まではできるとしよう。それを振り回せるかどうかは別問題だが」 
シンジ「じゃあ、プログレッシブ•ナイフを構えて……間合いを とる ため、使徒から 2 
ス離れます」 

GM 「お、空中に浮いている使徒のマスと隣接するぞ」 

シンジ「それで行動終了です」 

GM 「次、 ミサ . じゃなくてレイ」 

レイ「(苦しそうに)零号機に、搭乗、します」 

GM 「次、アスカ。使徒は後退して間合いをとったぞ」 

アスカ「逃がすもんですか。移動ボーナスで使徒に隣接、一一一倍消費のプログレッシブ- 
イフリ」 

シンジ「アスカ、ボクを殺す気っけ」 

アスカ「何言ってんのバカ、あたしは使徒に攻撃しているのよ—' (笑)」 

GM 「命中は？」 


ナ 


マ 





アスカ 「 wu 」 . 

シンジ「そんなの避けられるわけないよっ！」 

アスカ 「7の S 倍ダメージで、？ 3 ダメ ー ジ U 」 

シンジ 「ぅわっ、盾が壊れた！」 

GM 「式号機の攻撃で、使徒の分厚い装甲がはぎ取られたぞ」 

アスカ「よおおゼ つつし U 」 

冬巧「いかんな . 」 

GM 「次、冬巧」 

を月「エヴァンゲリオン零号機、発進準備……(コロコロ)成功だ—'」 

弾 GM 「零号機、発進準備完了 —」 

喊欠'/月「頼んだぞ、レイ」 

が GM 「次は使徒の番 . なんだけど光ったまま変化なし。次、シンジ」 

削シンジ 「 AT フイールド展開—隣接した巧徒の AT フイールドを中巧します U 」 

冬巧をがいぞ、これで上空の使徒の AT フイ1ルドも中和されたはずだ」 

U GM 「ま*ご£のよ i 気がしないでもないが、行動の動機が冨合いをとる』 


だ 
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つたのでよしとしよう。上空の使徒の AT フィ ー ルドも消滅した J 
父'/月「二人に変化は？」 

GM 「ない。この化は AT フィールドとは無関係のようだ」 

冬月「そうか……だが、 AT フィ I ルドが取りをわれただけでよしとしよう」 

シンジ「残りのポイントはプログレッシブ•ナイフでの攻撃にします。命中力は22!」 
GM 「アスカ、目の前の使徒がやたら鋭い触手で攻撃してきたぞ。命中力は22だ」 

アスカ「避けた わ！」 

GM 「ではレイの番。零号機が出現した場所からわずか2マス先でエヴァ同±がチャンバ 
ラをしている」 

レイ「出撃するわ……シンクロ •レベルは 3 j 

GM 「 OK 。 出撃場巧は？」 

レイ「ま号機が出撃した場所。スナイプ.ガンが落ちてるはず」 

GM 「ではアスカ」 

アスカ「今度こそとどめよ……一一一倍消費プログレッシブ.ナイフ、命中力は U —」 

シンジ「当たつたつリ」 
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GM 「ダメージは？」 

アスカ「ダメージは……ち、運がいいわね。 4 の一一一倍でじダメージょ」 

シンジ「それでもずいぶん大っきいょつ！」 

GM 「冬月」 

冬巧 「もはやワシ にで きることは あるまい。祈るだけだ」 

GM 「では、使徒の番だな。零号機が出てきたので、わずかに光がまたたく。レイ、今度 
は；5でメンタル判定しとくれ」 

レイ 「(コロコロ)抵抗、したわ」 

GM 「では レイ もっ一し聯目まいがしたが、それだけだった。目の前ではあいかわらず二体の 
エヴァがチャンバラしてて、そのすぐ後ろには使徒。ではシンジの番だ」 

シンジ「ごめん、アスカ……っていってもアスカってかからないんだけど。プログレッシ 
ブ.ナイフニ倍消費だ—' 命中力は U M 」 

アスカ「ちつ、当たった—'」 

シンジ「ダメージは最大の8。二倍で；5だ」 

アスカ「るるっ、一気じ半分な上。この使徒、強いわ一」 
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gm 「それじゃ レイ だ。 よく 考えて みり ゃ、零号機って Hpl しかないんだな。人もエヴ 
ァも痛々しい状態だ」 

レイ 「動ければ、それでいいもの。今回はスナイプ•ガンを拾って、それでおしまい」 
GM 「ではアスカ」 

アスカ 「いい yk くたばりなさいープログレッシブ.ナイフニー倍消費、命中力は W リ」 
シンジ 「なんでさっきから避けられないんだよおおっ(泣)」 

アスカ 「最大ダメ ー ジのお返しよ！ 8の 一一 一倍で別グメ ー ジ =:」 

シンジ 「うわ あぁぁっっ リ」 

GM 「…初号機、沈黙しました」 

シンジ 「うう、四〇時間な上意識不明だ」 

を 巧「そりゃ、相当な重傷だな」 

アスカ 「やつた わ！と、 肩で息してるわ」 

GM 「では、使徒の番だ。かすかに光がまたたく。兮度はすでにかかっているま号機だ」 
アスカ 「な、なに？」 

GM 「アスカ、今倒したのと似たような使徒がもう一体現れたぞ」 
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アスカ 「なんですつてぇ。よおおおし、やつたろうじやないの」 

を月「いかん！零号機は少しでもダメージを啥らつたら . 」 

GM 「さて、レイの番だ」 

欠'/月「レイ、いったんま号機から離れろっ！」 

レイ 「ダメ。一度離れたら、らうチヤンスがないもの」 

冬月「しかし」 

レイ 「今なら、今な，>^船君が<1^了フィールドを¥恥したまま。一発で決めるわ」 

GM 「むぅ、いい度胸だ」 

レイ「巧くわ。一一一倍消費スナイプ•ガン」 

冬巧「レイ：：：化しても、一擊で化留められなくても負けだぞ。分かってるのか？」 
レイ「大丈夫。旋君が勝たせてくれる」 

そして、一発の銃声が轟いた。 




® エピローグ 

S 「かくして 霍は零号機の一発で ii 齢され、人類は救われた」 

い力夕^い^^の^^^して題-^— だ。 これで敵蒼った—ぁてられなぃ 
よ」 

ノノジ 「あの 一…… ボクはどうなつたんでしよう？」 

「まぁ、あれだけのヶガの後だからね。意識は點っても、一言は霞のベ？ドの上っ 

てところか」 

シンジ「う一ん、やっぱり」 

ず意識を失ってぃる間は、ぃたと思うわ。でも、霞を取り戻したら 

もうぃなぃ」 

アスカ「あたしは意識を取り戻してから行くわよ」 

ミナト 「じゃあたしもミサトで行くわ」 
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アスカ 「 ：：.. つたく、 シンジつてばほんつっとにだらしないわわ一」 

シンジ「人をこんな目にあわせておいて、その言い方はないだろ」 

アスカ「悪かったと思ってるからこ-して見舞いに来てやってるんじゃない。わざわざィ 
チゴまで持ってきてさ！」 

シンジ r (ジト目で)とてもそ一ゆ一態度には見えないんだけど」 

アスカ 「巧よ。 大体にしてあたしのま号機だって初号機に傷つけられてるのよ。おあいこ 
だゎ J 

シンジ「でも、ボクはこぅしてベッドで動けない」 

アスカ「ま…それはいわゆる実力の差ってやつ。いわぁ、才能がありあまってい 
と」 

シンジ「くぐ . アスカは見舞いに来たの？それともボクをからかいに来たの PJ 

アスカ「ぅふ、両方口」 

シンジ「なんだと……あいてて……」 

ミサト「まあまあ、二人とも」 

アスカ「ったく、ケボ人はおとなしくしてなさいよ」 


る 








シンジ「アスカが興奮させてるんじゃないか—'」 

ミサト 「まあまあ。それよりシンジ君、この花は誰が持つてきたの？」 
シンジ「さあ……気がついたら置いてあったんだ」 

アスカ「何よこれ。ビーカーにちっちゃい花が一本だけ . をなの」 

シンジ「ぅん、変だよね。変だけど……何か、觀しいんだ」 





じ■『紳の銃弾』について 

そして、盛り上げるためのプレイは際限なく追求された。 

アスカの「使徒出現を早める」提案がソレ。リプレイでは 「1 D 」 となっているが、実 
際は 「二分の 1 D 」。 つまり 「出目. 一 .2」で使徒を出現させようとアスカが言い出したの 

だ。なぜ影齡にそ一書かなかったかというと . 九した理由はない、二分の 1 D というよ 

りも 1 D の方が さらり と書けたため。 T 民 PG をよく知らない読者のことも考えたら、正 
式ルールにもない二分の 1 D の説明はかえって混乱を招くと考えただけだ。 

もちろん、そのあとアスカがそれをネタにされていぢめられるのも「お約束」というも 
のである。お 約束プレイというものは、オリジナルのファンタジー民 PG でやるとつまら 
ん暴合が多いのだが、エヴァのように「原作付」の民 PG にはなくてはならない存在だと 
思つている。 

それはさておき。 
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ここまでのコラムで、おいらはプレイヤーにょる「盛り上げ」を解説してきたが、実は 
そんなプレイヤーを相手にまわしての GM も結構ハラハラもんだったりする— 

.舊かにこういうプレイヤー故に、放っておいても面白いプレイをしてくれるのだが . 

それだとこっちが llil 齡いされてしまう。やはり、それなりのネタを用意しなくてはいけ 
なぃ。 

最初の プレイは ともあれ、 拟降のプレイではいつも使徒の作成に気をつかっているのだ。 
単に物理攻撃のみの使徒は啦箭ないし、かといってサハ クイ エル(衛星軌道上からメテオ 
アタックを 仕掛けてきた使徒)みたいなのをオリジナルで出すのも抵抗がある。 

結果、おいらは押し入れの奥から参考で献を引っ張り出して使徒を作成することになる 
のだが…… 

その参考文献は今も机の横にある。 

参考文献の表紙には「怪獣大図鑑」と書かれていたりなんかする。 
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■見えざる侵入者：前編 

「識別信号……青？」 

マャが驚く。 

いつものシンクロテストでの出来事。 

ディスプレイの中にはエヴァの搭乗者である一一一人の子供たちの姿。 

実験の経過は、何も問題なかった。いや、むしろ順調だったといっていい。アスカの数 
値はあいかわらず高水準を保っていたし、シンジはそれを上回る勢いだ。二人に比べレイ 
の数値が低いのが齡みの盤ではあるが、取り立てて急を要する問題でもない。 

いつもに比べれば、むしろのんびりしているといっていい実験風景。 

だがその実験は、ディスプレイに一瞬映った表示によってに緊迫したものへと移り変わ 
った。 

『識別。ハターン.青』 

何の予告も前^れもなく、画面にほんのコンマ何巧かだけ映し出されたメッセージ。 



127 第 4 章見えざる侵入者 


本来ならば表示されるはずのない内容。 

「先輩！」 

ふり返ったマヤに、リツコも額いた。 

目の錯覚ではない。 

「テスト 中止、急いであの子たちを引き上げさせて—' 徹底的に調査ょリ」 

……そして。 

「あ一 つ、 もぅいい かげんに して！」 

アスカがキレた。 

検査。 

検査。 

検査。 

検査。 

検査。 , 

巧々ヒ繫いくる埃まの龄じ、堪忍袋の緒がプチ切れて成層圏へとすっとんだのだ。 
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横ではあきらめきった顔のシンジと、こういった検査はすっかり馴れ切っているとい 
たレイが腰かけている。 

一二人の顔には、疲労のをが浮かんでいた。 

経験したことのある人なら分かるかもしれないが、長時間の身体検査は重游働である" 
アスカならずともヒスの I つも起こしたくなるというものだ。 

「まあまを。万が一つてこともあるでしょ」 

ミサトがなだめるが、アスカの怒りは収まりそうにない。 

「万が一? あたしに限ってそんなことあるわけないじやないリ」 

ギャイギャイとわめきたてるアスカ。 

その後も検査は進み、深夜にまで及ぶ調査が巧なわれたが……結局原因は分からなか 
た0 

♦深夜の S 5 城宅 

GM 「と、ゆ一のが今回の事の起こり」 

プレイヤ IA 「なるほど」 


つ 
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プレイヤ — B 「今回は口頭でなくプリントなのね」 けっすぃ 

eJM 「，つん。これは今度 S ヴァ民 PS のソロプレイ.プロ ロ—グから抜粋したやつ。 

まぁ、かなり簡略化されてるけど」 

プレイヤー A 「あ、これルールブックの内容なんだ」 

GM r そゼ。今度はこ1ゅ1ソロプレイがあるの。んで今回はそれをマルナプレイでやつ 
てしまおぅと 思つ て」 

プレイヤ—< r なるほど。それで、こつちのプリントがマルチプレイ S — ルつてヮヶ 
ね」 

S 「そ—。まだテスト'パ1ジョンだから、本になつたとき多少は変わつているかもしん 
、ょ C ナどね。それに、識別信号•青の正体も文庫とは変えるつもり。文庫の発売の方かこ 
のプレイの最終回ょり早いはずだから、正体知られてるとやりづらいし」 

±1司、レールはこのテストバージョンがそのまま正式ルールとなつている。 

プレイヤ— A 「そね」 
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プレイヤ 1 C 「プレイヤーが一二人とゆ一ことは、今回の PC は……」 

プレイヤ 1 A 「一ニバカトリオ—'」 

GM 「何でやねん」 

プレイヤ 1 C 「目の前にあるキャラクターシートを無視してるね」 

プレイ r — A 「ああつ、いつのまにかちやぶ台の上にキャラクターシートろ。」 

GM 「最初から出てただろぅ、最初から」 

プレイヤ 1 C 「え一 つと、今回の PC はシンジ、レイ、アスカのエヴァパイロットーニ人組 
なんすね」 

GM 「そ*~、そのと一り」 

プレイヤ — A 「冬巧さんは？」 

GM 「個人的には出したかったが、今回はいない」 

プレイヤ 1 A 「横暴だ」 

GM 「……横暴といわれてもな。とにかく今回はこの S 人の中から PC を選んでくれい」 

プレイヤ 1 C 「ふ一ん。シンジ、レイ、アスカか . それでプレイヤーも男一人に女二人 

なワケすか？」 






C 3 M 「そりは繫 1。だから、別に男だからシンジやれとは言わん」 

U プレイヤ 1 B 「じゃ、あたしがシンジげっと」 

プレイヤ — C 「おう、取られた」 

シンジ「何よ。シンジやりたかったの？」 

プレイ下〇 「いや、女職が Q もなんだな1ヒ思っただけ。別にレイでらーノスカでも 
どっちでも」 

プレイヤ 1 A 「なら、あたしが レイ 取りまっす」 

GM 「おお、大丈夫か？」 . 

レイ 「どういう意味よ？」 

プレイヤ 1 C 「いや、だって……」 

GM 「一番蝶るプレイヤーが、一番蝶らんキャラを」 

\f 「ま 一、 それはそれってヤツね。きつとうまい 具合に バランスとれる わよ」 

プレイヤ 1 C 「なら、こっちは自動的にアスカだな、と」 

G M 「じゃあ、各キャラクターが決まったところでプレイ開始状況は . ミサト'がレイ 

をマンションに連れてきたところ」 
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アスカ「なんでレイがいるん？」 

GM 「それはこれから説明する。あ、あと誌面ではすでにキャラクター名で表示されてる 
ころだから、なりきつてね」 

アスカ 「 OK 、 分かったわ」 

シンジ「ボクはシンジ、シンジ、シンジシン、ン . 」 

アスカ「でた。シンジお得意の繰り返し攻撃(笑こ 

レイ r (齡がとした巧離で)で、どぅしてあが葛城一一一佐の家に？」 

GM 「文庫(一一冊目の『使徒接近—'』のこと】のプロ ローグではそこまで説明されてるん 
だけど……とりあえず、 識別信号の正体が不明 だからレイもまと めて監視する ことにな つ 
たの」 

シンジ「えつ、綾波もここに住むのリ」 

GM 「ぶっちやけて言えば、そお」 

アスカ「げえ〜つ」 

GM 「なんや、そのげ〜いぅのは？」 

アスカ「アスカの、む境で考えただけよ」 
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GM 「なるほど、 そ一 かもな。んで、とにかくそ]ゆ一わけでレイは連れられてきたワケ 
だ。これから始まる共同生活についてはレイは知っているが、残る二人はまだ巧らない。 
時間はもう深夜。そろそろ日付が変わろうかという時刻」 

ミサト ( GM ) 「というわけで、たつだいまあ。シンちゃんにアスカ、起きてるう？」 
アスカ「え一と、どうしようかな」 

GM 「起きてる、起きてないは各自の巧断でよろし」 

アスカ「いや、そ一じゃなくてアスカの対応。『いつのアスカ』なのかによって態度が違 
うじ ゃない。この ゲーム 、いつごろの設定になってるの？」 

レイ「アスカがいるな上、八話 W 降」 

シンジ「……劇場版？」 

GM 「うんに ゃ、タイム テ ーブルは TV 版の範囲内。 こまかく言うと 第拾六話と第拾セ話 
の 間く らいが この ゲーム の 巧台」 

ちなみに第拾六話はデイラックの海にシンジが取り込まれてしまう話で、第拾セ話がフ 
ォースナルド レンの話。 つまり この時点ではトゥジが第四の適格者で あると いう事実は P 
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C の誰も知らないのである。 

アスカ「ぅ一ん……すると、最後の平和な時間帯ね。あたしがボロボロになる前で、.ファ 
—ストがまだ二人目だったとき」 

シンジ「何だか、シビアな言い方だね」 

レイ 「旋君も、すこし自信をつけてきてたころ」 

GM 「ついでにゆ一とアスカとシンジが『夫婦漫才』とか言われたりしてた時期でもある。 
レイ も不明瞭ながらシンジのことが気になっていたみたいだし」 

アスカ「そ^ —そ一、そんな時期ね」 

シンジ「そんなこと言ったって、ラブラブなプレイなんてやらないよ」 

GM 「誰がそんなと参メモみたいなことせいっていった。プレイはちゃんとエヴァらしく 
締めは使徒との戦闘。まぁ、日常部分をプレイすることも多いから、多少はコメディにな 
ったりスラップスティックになったりはあるか もし れんけど。今回収録分は、 へ夕 する 
と日常部分だけでおわっちゃぅかもな」 

シンジ「 . スラップスティック.エヴァンゲリオン」 
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アスカ「それはそれで見てみたい気が . 」 ど* 

GM 「……で、話を f 新そう。ヒゆ一わけでレイが葛城家にやってきた。ミサトが止間にい 
て、その後ろにはレイがぼ一っと立っている」 

レイ「ぼ ■ ~つと . 」 

GM 「あ、いや……ぼ一っというのは変か」 

アスカ「まぁ、いつもの鉄面皮で立っているワヶね」 

GM 「そ一そ一。で、シンジとアスカは起きているのかな？」 

シンジ「あ、起きてます。多分」 

アス3 「あ-こ) は寝かけだったことにしよう。それでミサトの声で起きたのよ」 

GM 「そいつぁ、機辦の悪そうなシチユエーションだな」 

アスカ「(ニヤ リと 笑って)もちろん、思いっきり悪いわよ」 

シンジ「あ、ボタはあまり悪くないから . おかえり、ミサトさん。あれ、綾波？」 

レィ「 . 」 

シンジ「ミサトさん、どうして綾波がこんな時間に？」 

ミサト「ん一、ちよっちワケありでね。シンジ君、アスカは起きてるかしら？」 
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シンジ 「さあ。さっき寝るって言って部屋に戻ったけど」 

アスカ 「起きてるわよ。正確には話し声が聞こえてきて起こされたって感じだけど」 

ミサト 「それは悪かったわね」 

アスカ 「で、ファ—ストがどうしたって？何かワケありとかど一とか聞こえたけど」 

ミサト 「うん。今日のテストであんたたちの誰かに使徒反応が出ちゃったでしよ」 

アスカ 「あんなの誤動作よ」 - 
ミサト 「いや、んなにキッパリと言われても困るんだけど j 

アスカ 「少なくとも、あたしじゃないわね。あるとすればこないだ使徒に吞み込まれた無 
敵のシンジ様か、.正体不明のファ—ストよ」 

GM 「レィの正体が不明なのは視聴者にとってであって、アスカの認識からすればせいぜ 
い『旋司令にちよっとひいきされている無感情女』でないかい？」 

アスカ 「そんなのどっちでもいいわ！それでも、とにかくあたしじゃないわね」 

シンジ 「う 一 ん ...... すごい自信だ」 

ミサト 「まあ、原因は未だに分かんないけどわ。問題はそれでちよっとまわりが神経質に 
なっちゃってんのよ。それで、しばらくの間レィをゥチで預かることに……」 
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アスカ 「(ミサトのセリフを 遮って】あたしは 嫌よ！ そんな使徒かどうかも分からない 
女と一緒に碁すなんて」 

シンジ「アスカ……何も綾波が使徒だって決まったわけじゃあないんだし」 

アスカ「そ一よね。シンジかもしれないんだものね。それならそれで、みんなバラバラに 
しておけばいいのよ。大切なパィロットを、使徒かもしれない存在と一緒に暮させるなん 
てどうかしているわ一 'j 

ミサト「まぁ、それも一巧あるんだけどね。いろいろと事情があるの」 

アスカ「でも、ミサト」 

ミサト「アスカ。これは命令よ」 

アスカ「 . ぐ」 

「これは命令」。 

じゃじゃ馬アスカを制御するには最適な言葉である。アスカのヒスは他のキャラクター 
では太刀打ちできそ一にない代物なので、 GM はアスカが暴走しかけたらこ一やつて止め 
ると良いだろう。 
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乱発したら効果半橄。場合によっては逆効果だけど。 

ミサト「っていうワケだから、なるべく仲をくしてあげてね」 

レイ「何か言いたいけど……レイだからなあ。よろしくね、じや変だし」 

GM 「レイだと『お邪魔するわ』くらいかな」 

レイ「そうね。なら . 上がるわ」 

シンジ「あ、綾波っぽい」 

ミサト「アスカ . 」 

アスカ「……いいわ。でも、あたしの部屋には入って来ないでちようだい！ファ—スト 
はミサトかシンジが引き取ってよねリと、言い殘してずんずんと去っていきます。寝直 
すつ もり」 

GM 「なるほど」 

シンジ「アスカ機嫌悪そうだなあ」 

ミサト「まを、ぐっすり寝たら樸嫌も治るでしよ」 

シンジ「だといいけど」 







レィ 「 . 」 

H シンジ 「そういえば gm 、 ミサトさんの家ってどういう間取りになってるの？まだ綾波 
が寝られる空き部屋が残っているとか……」 

GM 「残念ながら、この家の間取り資料って手元にないんよね。ただ登場した画面や、い 
ろんな場面から想像するに、もう空き部屋はないんじゃないかと。このマンションが巧し 
DKZS 上あれば話は別なんだけど」 

シンジ 「う一ん、四 LDK 」 

アスカ 「普通、一人暮らしの人間は住まないわよね。そんな広い家」 

レイ 「なら、あたしは誰かと相部屋になるのね」 

ミサト 「まぁ、そ一なるわね。レイ、希望はある？」 

レイ 「あたしは、どこでもいいわ」 

シンジ 「そう言うと思った(笑)」 

ミサト「シンジ 君は レィと 一緒がいい？」 

シンジ 「いや……ボクは、そんな……」 

ミホト 「う一ん . うろたえるところが危険ねぇ」 
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シンジ「き、危険って。ボクはそんな……」 

ミサト「そんな、何？」 

シンジ「いや、ボクは別に。ただ . その、綾波だって嫌だと思うし」 

ミサト 「ぁら、レイは どこでもいいって言ってるわょねぇ」 

レイ 「旋君は……嫌なの？」 

シンジ「ぇっ、いやっ……だって、その……」 

ここら へん、载卽的にシンジを「いぢめて」いるので安、むするょ一に(何をだ)。 

実際に会話をしてると、実にシンジというキャラクターはからかってしまいたくなる夕 
ィプ。 

特に、齡がとした□辭でシンジを追いっめるレィは絶品でぁる。 

レイ 「そう . 嫌なら、いいわ」 

シンジ「ち、違うんだ綾波！ボタは嫌って言っているんじゃなくて、ただやっぱり男と 
女っていうか、その……」 
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レイ「 . 」 

シンジ「ああああ。だから、あのボクは全然かまわないんだ。何なら綾波がベッドでボク 

が床で寝ても . って、そういう ことを 言いたいんじやなくて」 

レイ「何が、言いたいの？」 

シンジ「え—っと、ボクが言いたいのは嫌だとかそういうことじやなくて。つまりこう、 
もっ となんて言えば . 」 

アスカ「うるさい、バカシンジ！眠れないじやないのっ U :」 

シンジつ」、ごめんアスカ—'」 

レイ「(一歩前に乗り出すようにして)じや、いいのね？」 

シンジ「(追いつめられた ように)う……ど、どうしよう？」 

GM 「巧断に困ったときは素直に巧定だ。メンタル巧な上でそれはいけないことだとキッ 
パリ言えるよ I になるぞ」 

アスカ「ゲームの初判定がそれ？なっさけないわわ. I 」 

シンジ 「う、うるさいな！」 

アスカ「何か面白そうだから、部屋から様子見てよ」 
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シ 


ンジ「え—っとシンジ、振ります—' (コロコロ) え—っと、ダイスとメンタルで 
…… じ。全然届かない」 

GM 「じゃあ、レイに押し切られるヒゆ一か優柔不断ヒいうか . 」 

レイ 「いいのね ？ J 

シンジ 「 …… う …… ん。綾波が良ければ……」 

ミサト「は]い、そこまで。やっぱ保護者としては、そういうワケにはいかないでしょ。 
レイ、あなたはあたしと相部屋ね」 

アスカ「ちつ」 

シンジ「ちつ……つて、なんなんだよ？」 。ょ—ょぅ 
アスカ R るは牛ャーフクタ1じゃなくてプレイヤ1の発言ね。そ—なったら面白レ状況に 
なったのにな一って」 

レイ 「ねぇ」 

シンジ「ねぇって、綾波まで J 

GM 「いや、別に綾波レイがねぇって言ってるワケじゃ」 

レイ 「は 一 い、プレイヤー発言で 一 す」 
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アスカ 「レイと アスカがお互いに『ねぇ』なんて言い合って たら 凄いわ(笑)」 

GM 「そんなん示しあわされたら、シンジがボロボロになってまぅ」 

レイ「悪女.綾波レイ。無表情で男を手玉にとる I 四歳」 

GM 「やめろて」 

シンジ「まぁ、とりあえずほっとしています」 

ミサト「じゃあ、あたし布団用意しとくから。レイはシャワーでも浴びてらっしゃい」 
レイ「はぃ」 

GM 「んで、ミサトは自分の部屋へ。レイは風呂場に」 

アスカ「残念だったわねぇ。ファーストと同じ部屋になれなくて」 

シンジ「バカなこと……って、寝たんじゃなかったの？」 

アスカ「こんな面白そぅなこと、見逃すはずないじゃない」 

シンジ「まったくやじ馬なんだから」 

アスカ「なんか言った？」 

シンジ「いいや。それょりも……」 

アスカ「それょりも？」 
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シンジ「綾波、ミサトさんと相部屋か。巧哀相に」 

アスカ「 . そぅね」 

GM 「ミサトの部屋からはガシャガシャとすさまじい音が聞こえてきてる。ど]やら布団 
の面積を確保するためにゴミを部屋の隅によせているらしい」 

シンジ「ホント、同情するよ」 

レイ 「何を、 司青 するの？一 
シンジ「ぁっ、殺波リ」 

アスカ「随分と早いシャヮ I ね」 

レイ「そお？ . まぁ、レイだから」 

シンジ「……長湯とかはしそぅにないタイプだよね」 

レイ 「で、何を同情するの？」 

シンジ「え . つと、、/、サトさんと同じ部屋になるってことかな」 

アスカ「ミサトの部屋って、すっごい散らかってるのよ」 

レイ r (淡々と)部屋を散らかすことなら、負けないわ」 

GM 「お'いおい(笑)。口調はレイに違いないが……」 
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シンジ「負けないわ……って、綾波？」 

レイ「何でもないわ」 

シンジ「 . 」 

アスカ「何か、このプレイのファ^~ストってどっか壊れてるわね」 

シンジ「アスカも、あまり人のこと言えないと思ぅけどね」 

参朝食風景 

GM 「と、ゆ一わけで。レイはミサトの部屋で寝ることになった」 

シンジ「部屋は汚いけど」 

ミサト「悪かったわね」- 
GM 「で、翌朝。起床の時間」 

アスカ「ふ‘っぁぁ . ちよっと寝不足だけど、あたしはシャッキリ起きるわよ」 

シンジ「ボクも、みんなより少し早めに起きて朝食の支度をしなきや」 

GM 「んで、ミサトは鳴り出した目覚まし時計を . 」 

ミサト「(バシっと叩く) . ん〜」 
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アスカ「ねぇシンジ、ミサトの部屋の目覚ましが一瞬でとまっちやったけど……」 
シンジ「そんなの、いつものことじやないか」 

アスカ「(ちょっヒ考える仕草をして)それもそうね」 

GM 「で、レイは？」 

レイ「(むっく りと起きる仕草をして)着がえるわ」 

シンジ「ミサトさんは？」 

レイ 「(立ち上がって足の先でッン、とやる仕草)」 

アスカ「なにそれ」 

GM 「う一む、レイがやらなそ一な、それでいてやりそうな動きだな一」 

ミサト 「ん〜……あと五分、五分だけ . 」 

レイ 「 . そう。なら、目覚まし時計を五分後にセットして部屋を出るわ」 

シンジ「あ、おはょう綾波。ミサトさんは？」 

レイ 「葛城一一一佐なら、午前一一一時二四分に徽りを入れてきたわ」 

シンジ「あ一……そうじやなくて」 

レイ 「同四八分、みぞおちに裏拳。睡眠に夕大な影響が出ると巧断して同五一分、 


入 
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れ下段に避難」 

GM 「おいおい(笑ご 

シンジ「……ボクと相部屋の方が良かったかも」 

アスカ「なら、そうすれば？」 

シンジ「あ、いや……でも……」 

アスカ「……優柔不断な男。それにしてもミサトって、ホントに寝相悪いのね」 

レイ r (淡々と)ええ、とても人間とは思えない」 

GM 「そこまで言うか(笑)」 

シンジ「あ、あのさ。そ一じやなくって……ミサトさんは、まだ起きてこないのかなって 
きこうと 思つたんだけど」 

レイ 「それなら、目覚ましが鳴ったけどあと五分寝ると言っていたわ。(時計を見て)正 
確には、あと二分一八秒」 

シンジ「そ、そう」 

アスカ「そんな秒単位まで言っても無駄よ。ミサトの五分はあたしたちの一時間くらいあ 
るみたいだからね」 
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レイ「葛城一一一佐の周囲の時空が歪んでいる？」 

シンジ「いや、そういう意味じゃなくて」 

GM 「そのとき、、、、サトの部屋からアラーム音が聞こえ、続けてパシっと音がしたかと思 
うと…静かになった」 

アスカ「ホラね。扼訟はあんなもんよ。いいわね、大人って」 

シンジ「そういった言い方は気の毒だよ。ミサトさん、ここしばらく残業続きだったし。 
今日は遅番って言ってたから」 

アスカ「ハイハイ、おやさしいこって。それより朝ご飯の支度、まだ？^ 

GM 「やっぱ朝メシの支度はシンジの役割か。家事分担表が形骸化しとるのゼ」 

シンジ「あ、'もうちよっと待ってて。綾波は目玉焼きの黄身、ソフトとハ]ドとどっちが 
いいのかな？」 

レイ「いらない J 

シンジ「え、朝食食べないの？」 

レイ「卵、嫌いだもの」 

アスカ「……あんた、ほんっと一に好き嫌い激しいわね。肉が嫌いだの卵が嫌いだの。他 
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にもをベれないものいっぱいあるんじやないの ？ j 
レイ「魚も、食べないわ」 

アスカ「……ベジタリアン、つてワケか」 

レイ 「そうともいうかも」 

シンジ「そうすると、ご飯とお味增汁しかないけど……あと、梅干しとか」 

レイ「それでいいわ」 

シンジ「そ、そう。 ならち よっ と 待ってて。お味憎汁に豆腐を追加するから。動物性蛋白 
皆を とらな いんだっ たら、 せめて植物性の蛋白質で補わない と」 

レイ「そうね」 

アスカ「……ったく。そうね、じやないでしよ。アンタ、シンジにばっか食事の支度させ 
ておいて自分は手伝おうとか思わないワケド」 

その言葉、アスカにもそっくりそのまま返す。 

シンジ「あ、別にいいんだよアスカ。綾波も、この家に来たてで台す とかよく 分からな 
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だろうし」 

アスカ「はいはい。無敵のシンジ様はホントにゼやさしいですわね！」 

GM 「う一 む。非常に日常的ないいプレイのところを悪いんだけど…みなさん、今回の 
プレイの事の起こりを忘れてないよね？」 

シンジ「え？ それはもちろん」 

レイ「識別信号.青ね」 

アスカ「覚えてるわよ。でも、今の PC レベルじゃどう しよう もないから無視してるの」 
シンジ「今のボクたちじゃ状況を把握できないはずだし J 

GM 「いや、覚えてるならい一んだ。そろそろ流れを動かそうかと思い始めた ところ だか 
ら」 

シンジ「動かす？」 

アスカ「なに？今回分の話で識別信号.青の正体までいっちゃおうっていうの？」 

GM 「んにゃ、そこまではいかない。ただ……そだな、精神に関わる巧定するからメンタ 
ルで振ってみて」 

シンジ「何だろ……(コロコロ) W 」 






レイ 「 . (コロコロ) 

アスカ 「それっ . . (コロコロ) うしっ、 W っぃ」 ■ 

GM 「 W な上はレイヒアスカね。なら、二人は突然頭痛に襲われる」 

アスカ「うっ ……な、何よ。頭が急に . 」 

レイ「 .( Iwm で、ただ苦痛の表情ご 

CJM r 頭痛は!!槪苦しいけど、意識がどうこうなるレベルじやない。ただ、痛みは激しく 
襲ってくる」 ■ 

シンジ「二人とも大丈夫なのリ」 

者 アスカ「(レイが無言で t 又ているのを見て)ぜ、全然 T きよ。ただ、ちよっと目まい 
入 

^がしただけ」 ■ 

が レイ「大したこと……ないわ」 

,シンジ「でも、ずいぶんとをしそうじやないか」 

^アスカ 「 GM 。 頭痛の痛みってどれくらいのレベルなワケ？」 

GM 「強度の二日酔い状態でお汁粉飲まされた感じ」 

アスカ「うえっ—.」 
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GM 「あ、想像できたよ 一 だな」 

レイ「旋君水と梅干しを……早く……」 

シンジ「う、うんっ！」 

アスカ「あ、あたしにも……」’ 

GM 「や . 今のは苦しさの例えであって、別に二日酔いそのものってヮケでは」 

二日醉いというのはリアルに感覚が再現できる痛みのよ一だ。' 読者の半数な上は未成年 
だろ一から、この感覚は巧解できないだろ一けど。 

もとい、 a 解しちやいかんのだけれど…… 

•使徒が呼ぶ 

GM 「つて！‘ ロゴで、頭痛はおさまりそうにない . ってコラ そこ、 ホントに梅干し食つ 

てんじやない」 

レイ「(冷蔵庫から梅干しを取り出しながら)いや、何となく」 

GM 「……ま、い一だろ。んで、リビングではアスカとレイがずいぶんと苦しそうにして 
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シンジ去、 t ヒミサトさんっ、起きてくださいっ！靈とアスカの様子が変な 

んですっ！」 ぞく かっこぅ 

GM 「さすがにミサトも起きてこざるをえんな。ま1、賢いうあられもない格好のまま 
で飛び起きてこよう」 

ミサト 「シンちやん、どうしたの。」 

シンジ r (黙ってレイとアスカを指さす)」 

アスカ r (コリコリコリコリ . こ 

レイ「(コリコリ . すす . . こ 

茶をすするな、レイ。 

シンジ「ミサトさん、コレ……」 

ミサト 「いったいどうしたっていうの、二人ともリ J 

アスカ 「ど一したっていわれても…… GM 、 あたしたちはど一して頭が痛くなってるワ 
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c 5 m 「うむ。まぁ蠢は単純に頭が痛かったんだけど、窜しを食っているうちに何かが 
聞こえてくるような気がしてくる」 

GM r ん，'…：丟查とか『近づいてくる』とちそんな感じの言葉。いや、言葉ヒー言 
うのはちょっと'影龄があるかもしれない。そういうィメージだ」 

「ノスカ「ィメ 1ジすると何か映像が出て、斬が账那警『近づいてくる』とか文字が 

でてくるのね」 

C 5 M 「まぁ、 H ヴァだからそういった演出かも。んで、そのィメ1ジの中に見知らね養 
がかいま見える」 

アスカ「使徒が近づいているのね！」 

「 ib が良 < て助かるな。そぉ、そん？メ1ジだ。もっとも、使徒と言ってもこの 
哥ま外伝的なものになるから TV に登塌する使徒とは別物になるけど」 

アスカ「ミサト、使徒が来るわ！」 

ミ サト「巧ですつて。：アスカ、どういうこと？」 
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アスカ「分からないわ。けど、なんとなく分かんのよ」 

ミサト「レイもそうなの？」 

レイ r (黙って顔く)」 

GM 「それを聞いて、ミサトは慌てて NERV へ連絡を取りにいく」 

シンジ「ああ、どうしていいか分からない。おろおろ」 

GM 「おちつけって。んで、アスカとレイの頭痛は段々おさまりつつある」 

アスカ「ふ一っ、ラクになつてきたわ」 

シンジ「二人とも大丈夫？」 

アスカ「大丈夫なワケないじやない！まぁ、これも優秀さゆえの苦しみ。アンタには分 
かんないで しようけ どね」 

シンジ「な、なんだよそれ。人が、心配してたっていうのにその言い方はないだろ」 

アスカ「うるさい.わね。ホラ、早くご飯食べないと遅刻しちやうでしよ」 

レイ「豆腐のお巧增汁……」 

シンジ「わ、分かったよ。(ブツブツと)なんだかも配するだけ損みたいだ」 

アスカ「何か言った？」 
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シンジ「何でもないよ—' ほら、ベ]コンエッグとご飯と巧增汁」 

GM 「文句言いながらも支度するトコが偉いよな(笑)」 

アスカ「どれどれ……ん I 、今日は六〇点ね」 

シンジ「六〇 . そういうこと言うなら、アスカが作ればいいじゃないか」 

アスカ「何言ってんの。このあたしの六〇点よ、 もうち よっ と 喜びなさい よ！」 

GM 「んな、ムチャな」 

シンジ「アスカって、結婚したら絶対に横暴な夫になる素質もってるよな」 

レィ「夫…男性に対する呼称」 

アスカ「お生憎様。あたしは結婚なんて考えてないわ。一人で十分やってける もの」 
GM 「とかいってると、 ミ サトがやれやれといった感じで戻って くる」 

シンジ「あ、ミサトさんどうでした？ j 

ミサト「本部の方では何も捕らえてないみたい。一応、譬戒してもらってるけどね」 
シンジ「アスカの勘違いなのかな」 

アスカ「何よ、聞き捨てならないわね。あたしがウソついたっていうの。ファ ー スト 
つて感じてたのよ。そうでしよ？」 


だ 
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レィ「(領くご 

ミサト「別に疑つているワケじやないのよ。ただ、これは昨日のパターン青と無関係とは 
思えないの。一二人とも 学校が終わったら NE 民 V 本部まで来てちようだい。再検査を行な 
うわ」 

アスカ「え一つ、またリ」 

ミサト「しかたないでしよ。エヴァに乗っている最中にまた頭痛とか言われても困るし 
ね」 

レィ「はい」 

シンジ「ボクもですか？」 

ミサト「うん。念には念を入れてね」 

アスカ「あ一あ、またあの検査をやるのか」 、 

シンジ「しかたないじやないか」 

アスカ「はいはい。ほんと一にシンジつて、状況に流されるのががきな人間よねぇ」 
シンジ「なんだよそれ。そんなことより、早く食べないと学校に遅れるよ」 

アスカ「 . そ一 ね。 ヒカリに 借りてた CD も返さなきやいけないし」 
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GM 「と、二一人が立ち上がったところで……遠くからドーンっと轟音が®いてきた」 
アスカ 「なに、どぅしたってのよ。」 

レイ 「ベランダに . 」 

GM 「ベランダから外を見ると、本部の方面で何かが爆発しているのが見える」 

シンジ 「まさか……使徒。」 

GM 「そのほぼ直後、ミサトに緊急通信が入る。連絡を受けたミサトの顔が、マジな顔に 
なった」 

アスカ「ミ サト、今のはなんだっていぅの。」 

ミサト「二一人と も。 今日は 残念ながら学校は欠席。本部側の上空に、突然使徒が現れた 

ゎ」 

アスカ 「やっぱり！」 

ミサト 「全員、駐車場に急いで！出動よリ」 

アスカ 「 OK ! ほらシンジ、ダズグズしないで。ファーストもいつまでミソス I プ飲ん 
でるのよっリ」 

GM 「お一、仕切る仕切る」 
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レイ「玄関に向かうわ」 

アスカ「まつてなさいよお。このあたしが、ギッタギタにしてあげるから—'」 

シンジ「なんだか、やっと状況が緊おしてきたわ」 

GM 「その、緊迫してきたところで残念ながら今回は区切り」 

アスカ「あらら」 

GM 「まぁ、スぺースの那_おだから。次回はのっけから使徒との戦闘。各自、気合入れて 
いくよ^— に」 

アスカ「しや一ないわね」 

GM 「じや、ここまでで力 t ドの精算をしておこう。シンジー枚、レイニ枚、アスカー枚 
ね」 

力 t ドと いうのはトランプのこと。このゲ ー ムでの戦闘はトランプを使つて行なわれる 
のだ。 

その巧い方も倾法などを知りたいという人はルールブック「使徒接近！」を参照のこ 
と。ただ、このリプレイではそのあたりの表現をかなりはしよつて原稿に起こしているの 
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で、このル]ルを知らなくてもリプレィを 読む のにさして 支障は ない ……はず。 

ミサト 「それじゃ、本部に行くわょ。みんな急いで！」 

アスカ「オッケ1!」 ‘ 

シンジ「作ったお弁当… 無駄になっちゃったな」 

アスカ「んなの、帰つてから食べりやいいでしょっり」 
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■見えざる侵入者：中編 

ナルドレンに突如現れた使徒反応。 

原因慰獻がため、 NERV はレィに觀脱ちでの生活を言ぃ渡す。馴れなぃ同居生活に、 
一一一人はギクシャクした感覚をぬぐえなかったが…… 

それに馴れるよりも早く、事態は次のステップへと移りかわって いった。 

突然の頭痛に悩まされるレイとアスカ。 

そして、現れた使徒。 

一二人はミサトの車に乗って NE 民 V 本部へと急ぐが . 

GM 「と、いぅとこまでが前回までのヒキやね。まぁ、ちよっと間があいたんで、思い 
してくれてれば幸い」 

アスカ「ちよつとおおお？」 

レイ 「思いっきり、間があいてる気がずるわ」 


出 
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アスカ「前編のプレイやったのって、ルールがまだテスト段階のときだったような気が… 

’ ：. 

GM 「そ一だ。そして今回は発売されたルールブックが目の前にある。感慨深かろうて」 

シンジ「いや、確かに感慨深い部分はあるけれど……」 

GM 「それどころかちやんと前回プレイを収録した 『 RPG ドラゴン』も出ておるのじや。 
間があいて中身が思い出せないという場合はコレを読むように。いや読んでお願い。読ん 
でるゥチにそのときの、む境取り戻せてくハズだから」 

アスカ「……なるほど。お願いとゆ]ところが少し弱気ね」 

シンジ「でも、まあ . そういうものかも」 

本日は中編、後編収録分を一気にプレイ。 

前編から長い間が開いたことで、多少みんなのキャラクター性が変わってしまっている 
のは仕方ないと思いつつプレイを開始した。 

アスカ「確か本部上空に使徒が現れたのよね」 
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シンジ「 . 思い出した思い出した。そういえばミサトさんの暴走車で NE 民 V へ向かお 

うとしている途中だつたんだつけ」 

ミサト ( GM ) 「暴走ってのは何よ」 

レイ r (ボ ソリと) そのままの意味じやないかしら」 

ミサト 「ちよつと 見ない ゥ チにでかいクチ叩くようになつたわねえ」 

シンジ「見てる見てる」 

アスカ「ゲームの中では片時も離れてないわよ」 

ミ サト「そりやそ一だけど . 」 

GM 「ま、そんなこんなで駐車場についた、と」 

ミ サト「みんな、早く乗って！」 

GM 「 . とミサトは言う。さて、助手席に乗るのは誰？」 

アスカ「え？」 

シンジ「助手席？」 

アスカ「繁急時のミサトが運転する助手席ぃ？」 

レィ「助手席……一番死 t 率の高い席」 
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アスカ「(シユタつと手をあげて)つていうワケでシンジ、あたしたちは後ろにまるから 
ょろしく」 

シンジ「え一つ、せめてジャンケンつ」 

アスカ「こっちはレディで、おまけに頭痛持ちの病人なんだからね。がたがた文句言わな 
ぃの」 

シンジ「うう……早くも大ピンチだ」 

GM 「泣くほどのことか？」 

シンジ「だって……」 

GM 「だってじやない(笑)」 

ミサト 「さあ、さつさと乗つて—'」 

アスカ「ええい、もぉ—' 助手席のドア開けて、シンジを獻り入れて、ドア閉めて、後部 
座席のドア開けて、ファースト押し込んで、あたしも乗り込むリ」 

GM 「お〜、早いぞアスカ」 

アスカ「当然ょ」 

レイ 「……ふと気がつけば車の中」 
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、ソノ， \ 「ああ、!^晋もできてないのに」 

「ノスカ 「うっさいわねぇ。いつもミサトの車に乗ってるんでしよ」 ぉぽ 
シンジ 「そ 〇 やそう だけど、 CM かわざわざ席 fss てくるところ辜安を覚えるじ 

し r ^」 つはっはっ、そ—ゆ1ことならがだが。それはプレイ了賓だから、キヤラク 
夕 1 としてのシンジの感覚では感じ取れない宴だ」 

シンジ「うう、やっぱり何か企んでる」 

アスカ 「ってこた、やっぱり単純に『ミサトの運転はちよっぴり荒かったが、なんとか本 
部に ついた』って槛崭乃がます気はないってことね」 

GM 「はつはつはつ、当然じやないか」 

「ス3 「よっはっはっ . って、そんなに爽やかに笑われても」 

S 「マンシヨンの 駐車場を惡出した車は、 霞ん一匹？。 のさ1ドで f 新55市 
をぶっとばしていく。まぁ、 T 齡市民がビルごと露できるここだからこそできる雲た 
な。ほぼ無人だからこそ十字路も九0キロを切らずに曲り切ってしま之 
シンジ「九〇キロでコーナリングなんて無茶だあぁをつリ」 
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ミサト'「黙ってないと舌嘘むわよ！」 ， 
アスカ「あたしも車乗ってるから分かるけど……よっぽど足まわり良くないと自殺巧為の 
スピードよ、それって」 

レイ 「免許、もってるの？」 

アスカ「プレイヤーとしてのあわしはね」 

GM 「プロなら大丈夫！」 

シンジ「ミサトさんは車のプロじゃないじゃないかあをぁっ！」 

GM 「 . それもそうだな。じゃあ、コーナーを曲るたびに 2 D 振って、ピンゾ 

口が出たらクラッシュと」 

シンジ「うわああぁぁっっ」 

アスカ「バカシンジが余計なこと言うからっ(笑)」 

GM 「そ一だな一……本部につくまで、あと 1 〇回はコーナーを曲ることにしよう」 
シンジ「か、確率三六分の一が一〇回ぃぃっ！」 

レイ 「割ると、約二•九。ハーセントよ」 

アスカ「それでも、一〇回も判定すれば」 
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レイ 「 . 事故る率は二四•五六パーセントかしら」 

シンジ 「いやだあああつ！その、妙に生々しい確率がいやだああああつ U :」 

アスカ 「やかましいよね一。男だつたらそろそろハラく くりなさいよ」 

シンジ 「(しくし くと) うう、イヤだよぉ。使徒との戦いなら請めつくけど、ミサトさん 
の運転ミスで死ぬのはイヤだよぉ」 

アスカ 「あ一……ホントに往生際悪いつたら」 

GM 「まあ、本作では0.00000 ooor ハーセントの確率もよく具現するしな。そ 
1れ、最初のコーナリングだ。オープンダイスでいくぞ」 

オープン.ダイスとは、皆の見てる前でダイスを転がすことである。 

つまり、一切の誤魔化しナシヒいうワケだ。 

いや……普段誤魔化してるというワケじゃないんだけどね。オープングイスはちょつと 
した演出の意味合いも兼ねている。 

GM 「そ I れツ(コロコロ)……3と5。車はタイヤを鳴らして、コーナーを豪快に抜け 






第 4 章見えざる侵入者 


てぃく」 

レイ 「……ち」 

アスカ 「その『ち』てな何ょ。『ち』てのはド」 

レイ 「いや …… プレイヤ ー レベルだけど、事故ったら面白いかな一と」 

シンジ 「ボクはちっとも面白くないけど」 

GS r まぁまぁ、別にミサトのコ1ナリングをやりたくて車のシ1ンを入れたヮヶではな 
3のだ。あと四コーナーほどまわったらトンネルに入るから、も一度メンタルで判定して 
ね。さっき頭痛起こした二人」 

アスカ 「げ」 

シンジ 「ボクはいいの？」 

GM 「いい。'あくまでさつき頭痛起こした二人」 

そして、ミサトは四コーナーを難なくクリアしてレく 


GM 「ほ >，、トンネルに入った。では判定」 
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レイ「(コロコロ)……巧」 

アスカ 「(コロコロ)……ああっ、また高いっ.。 n !」 

GM 「じゃあアスカは再び頭痛に襲われる」 

アスカ 「ああぁ、 憎いっ！ この 優秀な頭腦が憎いっり」 

ミサト 「アスカ、またなのド」 

アスカ 「なん.てことないわ……ちよっと酔っただけよ」 

シンジ 「アスカ、大丈夫」 

アスカ 「大丈夫って、言ってるでしよ！」 

GM 「しかし、痛みはハンパなモンではないぞ。まるで脳に針を刺されたよぅな痛みが… 

…」 

アスカ 「死め、死ぬ。それは死ぬ」 

シンジ 「それはひとたまりもないよ 一 な . 」 

GM 「いや、あくまで ィメ ージ的になんだが……ないかな一?二日酔いのとき、頭蓋骨 
割れてるんじゃないかな一……とかいった感覚」 

アスカ 「ああ、なるほど」 








GM 「てな ワケ で、 イメ！ ジ的に脳に針が刺さったような銳い痛みがキリキリと」 

シンジ 「痛そうだな一」 

アスカ 「めつちやめちや痛いわよ—'」 

レイ 「脳をドリルでキュイイィィイン . 」 

GM 「やめれて」 

アスカ 「で、頭痛が起こったらど一なるってのよ？」 

GM 「うむ。頭痛が起こつた人物には . つまりアスカには、ハッキリとしたビジョンろ 

見える」 

者 アスカ 「どんな？」 

^ GM 「 NERV を襲っている使徒の映像」 

け アスカ 「うう . どんな使徒？」 

見 GM 「サキエルとシャムシェル。名前で言うと分かりづらいだろ一から . 簡単にいうと 

則 TV で最初に出た使徒と、二番目に出た使徒のこと」 

3 アスカ 「なんで復活してんのよ口 J 

1レイ 「ゾンビサキエルとか、改造シャムシェルとか…」 
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GM 「なんでそんな怪しいモノになるねん？」 

レイ「顔の半分が怪しいメカで覆い尽くされていたら間違いないわ」 

GM 「いや間違いないわて言われてもね。見た目はな前と同じ姿のままの使徒が本部 
を襲つている」 

レイ『……芸がないわね」 

シンジ「綾波、使徒に何を求めてるの？」 

レイ「別に」 

GM 「その映像の中で二体の使徒は唐突に動きをとめて……」 

アスカ「ん？」 

GM 「クルつとアスカの方をふり向いた一.」 

アスカ「ひやつ」 

GM 「アスカは確実に使徒と目があつた……よぅな気がする」 

アスカ「何よ何よ。何なのよ」 

GM 「そして映像は途切れ……同時に頭痛もおさまった」 

アスカ「 . ふぅ」 







ミサト「大丈夫、アスカ？」 

アスカ「いや、もう痛みはおさまったんだけど . 変な映像が見えたわ」 

シンジ「映像？どんな」 

アスカ「本部を襲っている使徒なんだけど、なんとびっくり……って、よく考えたらアス 
力はその二体を見たことなかったんだっけ？」 

GM 「ないけど、過去の資料で見たことあるんじやないかな？」 

アスカ「なら……本部を襲っている使徒なんだけど、なんとビックリ！なんと……」 

GM 「どっがあああああんっ！」 

者シンジ「うわっ、何"」 

侵 GM 「いや、今まさにこのタィミングで爆音が轟いたのだ。普通なら『 と アスカが言 
だいかけた ときに どかああんという爆音が』とかいうところだが」 

S レィ「隣近所に聞こえたわね。今くらいの大声だと」 

窜 ゅ 
趴 GM 「うむ……そ一かもしんない。まあ、爆音が轟くと同時にまが大きく揺れた」 

5 アスカ「何よ何よ、今度は一体何だってのよリ」 

1 GM 「ふり返ると今通り過ぎたばかりの道路が大きくえぐれている。そして、その爆炎の 
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向こうには今アスカが見わばかりの使徒が二体」 

アスカ「うっひよおぉぉぉぉつ！」 

レイ「アスカはそんな変な悲鳴をあげたりしないわ」 

アスカ「アンタだってさつきからキャラ外しまくつてるじゃないつ(笑)」 

シンジ「まぁまぁ。それより、あの使徒はもちろんボタは見覚えあるんだ よね一 
レイ「多分、あたしもあるわ。映像でだろうけど」 

GM 「うん。そ^ —ゆ^—ことにして おこう」 

シンジ「なら、あれはサキエルとシャ . シャ . なんだっけ？- 

GM 「無理に名前呼ぶ必要ないやろ。使徒と言えばいいよ」 

アスカ「そ一いえば、使徒を名前で呼んだのってカヲルだけよね」 

シンジ「コホン、それじゃ改めて . あっ、あれは前に倒したはずの吏 徒！」 

ミサト「なんですってぇリ」 

アスカ「バカシンジ！アンタとどめ刺してなかったんじゃない の！：：：」 

シンジ「そんなハズないよ。だって最初のは爆発したし、次のは倒した あと研究用に回又 
されただろうし……」 
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アスカ「なら、あたしが日本で最初に戦った分裂使徒みたいに分裂…」 

GM 「とか考えているうちに、使徒は ジリジリと 迫っ てく るぞ。さして急いでい なくても 
使徒は巨大。道ぞいにセコセコ走るだけの車では追いつかれるかもしれない」 

アスカ「ミサト、スピードアップリ」 

ミサト「はいな っ！」 

GM 「と、いってるゥチにまた真横で爆発が起こる。車が横に流されて、ビルの力べに：. 
.:」 . 

シンジ「うわあああぁぁぁっっっっ！」 

GM 「ガッシャアァァァン と。車に衝撃が走る」 

アスカ「ああああああああ」 

レィ「視界が横 …… j 

アスカ「こんなときまで冷静に語ってるんじやない わよ！」 

シンジ 「 GM 、 状況はどうなの"：」 

GM 「ある意味爆風がいい方に作用して、スピ—ドはかなり撇がされてた。ぶつかったの 
は運転席サィドだ。……が、さすがにミサトの被害は少なくない」 
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シンジ「ミサトさん . ミサトさんつ！」 

ミ サト 「 . うう」 

GM 「とミサトは恥くが、さして大 がはが (つてい ないよう だ。 その間にも使徒はジリジ 

リとおつてくるが . 」 

アスカ「読めたわ、 GM 」 

シンジ「何が？」 

アスカ「こ SS ィベントつて、をた」たち®？ S 管？霍から逃げ切つて見せ 
ろつてヤツなんでしよリ」 

シンジ「ええつ P 」 

レイ「なるほど」 

GM .. . 

アスカ「ふ、図星のようね」 

GM 「いや、それも面白いな。ソレでいこう」 

アスカ「へ？」 

GM 「いや、別のィベント考えてたんだけど . そつちの方が面白そうだからそつちでい 
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こう」 

アスカ「へ？」 

シンジ「アスカ」 

GM 「ミサトはさして大怪我を負っていないが、意識はないようだ。その間にも使徒はジ 

リジリと .j 

アスカ「今のなし」 

シンジ「なしって……」 

アスカ 「ダメ？」 

GM 「ダメ。さあ、ほうっておいたら使徒に追いつかれるぞ」 

レイ「とりあえずドライバーズ.シートから!！城 S 佐を引きずり出して、後部座席へ運ぶ 

わ」 

GM 「うむ。妥当な巧断である」 

レイ 「 ……でも重くて運べないわ」 

GM 「うむ。妥当な描写である」 

アスカ「バカシンジ、さっさとミサトを運ぶのよ一早く U 」 
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シンジ「う、うん」 

GM 「では、それは比較的スム .1 ズにできて良しとして . 誰が運転す る？」 

シンジ「 . 」 

レィ「 . 」 

アスカ「 . 」 

GM 「押し黙るな(笑ご 
アスカ「そんな こと 言ったって」 

シンジ「アスカ、ここは責任払いでアスカが巧くべきだと思うな」 

GM 「責任をいって、麻雀じやないんだから」 

シンジ「アスカ、外国で碁してたんだったら車の運転したことあるんじや……」 
アスカ「それって、大かしとは言わないけどか国を誤解したセリフょ」 

シンジ「え？だって アメリカじ や小学生だって車の運転す ると か聞いたし」 
GM 「せんせん」 

アスカ「どこで仕入れた知識ょ、それ」 

シンジ「そか……いやいいんだ。(小声で)違ったのか」 
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GM 「お t い(笑)」 

アスカ「キャラクターとしての演技でなく、マジボケか」 
レイ 「 GM 、 運転の判定基準は何？」 

GM 「ん一……やつぱテクニックだろな」 


ここで I 二人、お互いのキャラクタ^ —シ^—卜を耶く。 
シンジとレイのテクニックは8、アスカは9。 


シンジ「アスカが1つ高いね」 

アスカ「(嫌そぅに)え/ 

レィ「嫌なの？」 

アスカ「エブァの操縦はできても、車の運転は無理よ。これ、マニュアル車なんでし 
GM 「ぅん」 

アスカ「やっぱり無理よ！」 

レィ「お君は？」 


ぶ 
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シンジ「うん……自信ないな」 

レイ「そう。じゃあ恨まないでね」 

シンジ「ぇ？」 

レイ「二人が嫌なら、あたしがやるわ。失敗しても恨みっこなしょ」 

シンジ「いや、だってその……綾波、まの運転したことあるの？」 

レイ「ないわ。でも本で読んだことあるもの」 

アスカ「本でって……ァンタ車を運転する難しさ分かってんの^^:」 

レイ「知らないわ。でも、ここにいると確実に死ぬわ」 

GM 「そ一だな。ここでギヤ）ギヤーやつてる分、使徒はすぐそこまで迫つてきている」 
アスカっリ事故ったら承知しないからね！」 

レイ「保証はないわ」 

シンジ「そりゃそうかもしれないけど . 」 

アスカ「と.にかく、さっさと乗り込むわ—' あたしとミサトが後部座席。シンジが助手席 

ょ」 

シンジ「ぇ'^'^^」 
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アスカ「文句を言わない一」 

シンジ「う . うん . 」 

G M 「じゃあ、エンジン始動はサ^~ビスで自動成巧としよう。判定も . これまたサ^~ビ 

スで W な上でコーナーを何とか曲れるといった感じ」 

レイ 「W 6な上ね。残りコーナーの数は？」 

GM 「5としよう」 

アスカ「ちよつとまつて、つて—ことは……ん一と、 2 D 振つて6な上出る率が六六.六 
六六六六……パーセントだから …… J 

レイ「五回連続で6な上出る率は約一二.五パーゼントね」 

.GM 「計算速いな、おまい J 

アスカ「何よ、成功率の方が圧倒的に低いんじゃないの！」 

シンジ「失敗率、九セ•五パー七ント。いくらなんでもこの率は」 

GM 「いや、こっちも確率まで計算して出したワケではないからな。でも、一四歳が運転 
する判定としては妥当どころか大甘 だと 思うが……」 

レイ「一回目のコーナノグ . (コロコロ) 8、成功」 
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アスカ「何気に淡々と振ってるんじゃないわよ(笑)」 

レイ「これで残り四回。確率は一九-五パー七ントに上昇」 

GM 「勝負あるな〜。 OK 、 もし失敗してもその直後の 2 D でそれなりの目を出せた 
ら何か救済策を.とってやろぅ」 

アスカ「絶対よ。そ一と決まったらファースト、飛ばして飛ばして飛ばしまくるべし！^ 
シンジ「やめてよアスカ、煽るのはっ」 

レイ 「了齡 W ギアをサ I ドから一気にトップへ。アクセル、全開」 

シンジ「ああっ、綾波も怖いことを淡々とっ！」 

GM 「この車の性能はどんなもんだかよく分からんが . そんなことしたらすげースピー 

ド出るんだろ一なあ」 

アスカ「二五〇キロ出るとか」 

新幹線かい。 

GM 「出せるかもしれんが、次のコーナーで確実に昇天するぞ、おまいら」 
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レイ「ガ丈夫。あたしが死んでも、代わりがいるもの」 

アスカ「あたしたちには、いな一いつ=:(笑)」 

シンジ「綾波、せめてギアを一二速まで落とそう。ね。ね」 

レイ「 . (残念そうに)そう」 

アスカ「ぜ一つ . ぜ一つ . このファースト、疲れるわ J 

GM 「とか言っているうちにも使徒の攻撃が次々と周囲に着弾。幸い、車を巻き込むほど 

の大きい攻撃は今のとこ出ていないが . そろそろ 次の コーナ t だ」 

レイ「(コロコロ) 7。成功率、 一 一九.六パーセントに上昇」 

アスカ 「ああ、 こんなことなら あたしが運転すればよかったわ。そうすれば一回の成功率 
が(ちょっと計算して)九一二.一二 I 一一一二一二 ：：.. パ I セントで、五回でもえ I ヒ」 
レイ「 ：：.. 約四0パーセント」 

アスカ「そう。倍な上の確率があったのにぃ」 

GM 「あれだけ嫌がっといて何を言う」 

アスカ「 . まあ、それもそうね . 」 

シンジ「そうだよアスカ。人間、確率だけじやないさ」 
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アスカ 「 . そうよね。確率に激られるなんてバカげてるわ。人間には無限の可能性があ 

るんですもの」 

日 M 「何をいきなり(笑 ) J 

レイ 「一二回目(コロコロ) . W 、 成功。四四.四パーセント」 

GM 「お一」 

レイ 「四回目(コロコロ)……4。失敗。結果が出たので成功率は〇パーセント」 

アスカ「ああああああああああ . 」 ' 

GM 「では、レイはコーナーでハンドルを切り損ねて、ギヤギヤギヤ……と高いタイヤの 
音を残し……サービスで細めの街路樹にぶち当たつたことにしよう。ショックはでかいし 
車もイカレたが、何とか皆大怪我はせずに済んだ」 

シンジ「いたたたたたたたたたたたた……」 

アスカ「ファーストのドジつ」 

レイ 「恨みつこはナシのはずよ」 

シンジ「確かに今そんなことを言つているゆとりは . 使徒はリ」 

GM 「もう、二〇〇メートルと離れていない距離をズーン、ズーンと」 
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シンジ「(気の扳けた声で)うわああをぁ」 . 

アスカ 「 GM っ、さっき言った救済策は。：」 

GM 「 OK 。 なら、 S 人でそれぞれ 2 D 振って……上出た人が I 人なら『すぐ W に N 
E 民V に 通じる地下通路があった J 。 二人なら さらに 『援軍が来る 』。 S 人ともなら『車を 
もう一度動かせる』としよう」 

シンジ 「目っ」 

アスカ 「9 っ！」‘ 

レィ「 . 8」 

GM 「二人か」 

アスカ「あ一、もお。この無敵のバカシンジ様は……」 

シンジ「'ダィスは運だからしようがないじゃないか」 

GM 「まぁ、いいじゃないか。アスカは車がぶつかった側のビルに本部へつながる地下通 
路があることを思い出した」 

アスカ「みんな、こっち よ！」 

シンジ「待って、ミサトさんが . 一 
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アスカ「ああっ、もぉっ！」 

GM 「使徒はもう五〇メートルの距離に . 」 

レイ「援軍は？」 

GM 「そ一だった。そして、レイの視界には遠くから飛来する影が見える」 

レイ 「UN (国連軍)ね」 

GM 「正解。そのミサイルだ」 

シンジ「ミサイルうっけ」 

GM 「ミサイルは使徒に直撃すると、爆風と破片を周囲にまき散らす」 

アスカ 「うわああっ、 有り難くない援軍っ！」 

GM 「しかし、使徒の足はとりあえずとまったぞ」 

シンジ「えっと . なら今のうちにミサトさんをかついで . 」 

アスカ「バカシンジ、早くっ！」 

GM 「と、通路の入り口でアスカが呼ぶワケやね。なら、ミサトをかついでいるシンジだ 
けボディで巧定をしてもらおう。な一に、4な上出せばいいから」 

シンジ「3な下だと？」 
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GM r 縣やかな□調で)瓦礫の下敷き」 

シンジ「いやだあああああっっっ！」 

ま、普通は嫌だろぅな。 

アスカ「シンジはダイス運悪いものね一」 

シンジ「敎いく気合入れて)えいっ！ (コロコロ ) 6っリ成功. . はあっ、はあ 

っ.：…」 

GM 「成功なら、シンジが入り口に飛び込むと同時に上から巨大な瓦礫がガラガラと…… 
ぅ一 ん、ビジュアル的には美しいシーンだ」 

レイ 「アクション映画では定番のシーンね」 

シンジ「ビジュアル的には美しくても、キャラクター的には冗談じやないよっ！」 

GM 「まあ、結果的に成功したんだから良し」 

レイ 「失敗してたら？」 

GM 「そのときはそのと き！」 
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シンジ「そんなっ」 

アスヵ「そんなことより、あの使徒を倒すのが先決よ！」 

シンジ「そんなことつて……」 びょうしゃ ，こ.，.，'、，」 

GM 「，っむ。 ならばここからさらに NERV 本部へ . とい，っ 描写はすっ とば す 

ろう。途中で ミ サト— 識を取& し、 四人は無事 SRV へと藝した」 

レイ「葛城一一一佐の車は壊れてしまったけど」 けっこう 
ミ サト 「や …… や一ねぇ。 そんなの命には換ぇられないわよ。 . ローン結桿 

GM 「 i い， っと ころで if !本部に藝した一支はエヴァに乗り込そ倒したはず 
の二体の使徒と向かい合った。さあ、トランプの準備を」 

襲でちよっと軒たが、「使徒接近，.」での麗はトランプを使って 行なわれる。 

公み冷の記号はそれぞれジャンヶンのように襲関係裹められてレてこれに置器の 
強さ や ヵー ドの数値によって最終的な判定がなされるのだ。 

まあ、これを 全部説明す ると 結構な量になるので、ここでははしよるろ…… 
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GM 「各自、装備は何にする？各機二つまで装備できるが」 

レイ「このカードなら、あたじは……ソニック•グレイブとシールドを。接近戦主体 
くわ」 

シンジ「ボクはプログレッシブ. ナイフと パレット.ガンを j 

アスカ「あたしはポジトロン•ライフルを 一一了。 完全遠距離タイプよ！」 

GM 「それでは、戦闘開始だ。プレイヤ ー の座って いる 時計 まわり 順で行動して いく 
になる。最初はシンジで……」 

そして、 2 夕^ —ン後。 

使徒はあっけなくボロクソにざれた。 

アスカ「よ……弱い」 

GM 「ぅ一む。二体の使徒が 2 ターンであえなく沈むか(笑ご 
シンジ「ボクが戦ったときは、も一少し強かった気がするんだけど . 」 


と 
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GM 「まぁ、あんときは一対一だったからな」 

レイ「一一一対二では、こんなものかもしれないわ。旋君も一話の旋君よりは強くなっている 
はずだし」 ' 

アスカ「何よりあたしがいるしね一」 

GM 「阿はともあれ、二体の使徒は活動を停止し、ゆっくりとその巨体を大地に投げ出し 
た。倒された使徒は……」 

シンジ「爆発……はしないよね」 . 

GM 「爆発はしないが……アスカ」 

アスカ「はい？」 

GM 「頭痛が起こる」 

アスカ「今度は巧定なしぃ？」 

GM 「頭痛が二回起こったのはアスカだけだから。アスカの頭痛と同時に、目の前の巧徒 
はまるで幻であったかのように消え去ってしまう」 

アスカ 「何よ何よ . I 体どうなっているってのよ一いつつつつつつ . 」 

GM 「そして、本部からエヴァに通信が入る。ミサトが負傷しているのでリツコの声だ」 
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シンジ「何？」 

リツ n ( GM ) 「使徒が出現したわ。各機は武装を整ぇ直した後、 - g 旧 IX 那へ直行！」 
アスカ「え一、またぁっ！あたたたた……」 

GM 「あ、もう頭痛はおさまつていいよ」 

アスカ「ふう……で、今度はどんな使徒よ！」 

GM 「本部から映像が送られてくる。その映像は正八面体の使徒•ラミエル . あの八島 

作戦の使徒の姿を映していた」 

シンジ「う ...... こいつには嫌な思い出があるなぁ」 

GM 「ラミエルは、湖面をゆっくりと進んできている。と、いうところでプレィは後編へ 
続く、だ」 

アスカ「 . ちよっとは楽しめそうな敵がでてきたじやないの . 」 
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■見えざる 侵入者：後編. 

NE 民 V を襲っていた使徒は、かつてシンジが倒したはずのサキエルとシャムシェルだ 
った。 

ド襲に思いながらも、難なくこれを撃退する エヴァ。 

しかし、 ホッ とする間もなく、同じくシンジが倒したことのあるラミエル、アスカとシ 
ンジが二人がかりで倒したィスラフュルなどが復活する。 

戦いに追われるチルドレンたち。 

その間にもアスカの頭痛は悪化していき…… 

アスり 「 fl っ …… ぜ 一 っ……倒したわよ。あたしが国内戦デビユ ー を果たしたこの相手 
…… 」 

GM 「まぁ、戦い方が分かっていると齡構アッサリ倒せるもんだな。やっぱり」 

シンジ 「まぁ、ヴァンパィアも正体不明なら手ごわいけど、ニンニクとか十字架とかいぅ 
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弱点を知ってると脆く感じるからねぇ」 

GM 「しかし、ラミエルとィスラフ H ルを倒したシ I ン、全然盛り上がらなかったなぁ」 
アスカ「実力よ、実力」 

シンジ「楽勝だったもんね」 

GM 「 . つまらないから、 ここら へんは編集で カットしよう」 

'アスカ「……おひ」 

GM 「大丈夫大丈夫。後編の冒頭で簡単に説明して、何が起こったかは分かるようにして 
おくから」 

と、'.いうヮケで中編と後編の間に使徒を一一体ばかりブチ倒していたりする。 

シンジ「さっきの苦労が水の泡」 

レィ「だから……ほとんど苦労してないわ」 

アスカ「まぁ、そ一だけど」 

GM 「ま、ここからが後編の本番だと思っておくれ。そいでもって、 I 日 一二 連戦を果たし 
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た皆はやっとこさエヴァを格納庫に収納してエヴァから下りることができた。ゆ 一 ても事 
件は朝から起こったから、よ一やっと午後の一一一時ってところ」 

アスカ 「う一……楽勝でも一二連戦はキツいわねぇ」 

シンジ 「そーゼね」 

レイ 「楽勝なのと疲れないのは別だもの」 

シンジ 「う一ん… .： 深いなぁ、綾波」 

GM 「そうか？」 

アスカ 「意味まんまだと思うけど . 」 

GM 「ま、いいや。皆が戦っている間も NERV のスタッフは遊んでいたワケではない。 
乾々な解析の結果、今回の騒動の原因は アスカにあると 判明した」 

アスカ 存っ」 

シンジ. 「そ 一 か）。分かってはいたけど、今回の犠牲者はアスカだったんだね」 

GM 「リツコの巧論によると」 

リツコ 「今回の使徒は、どうやら、む理的に一番多感な人物にとりついたようね」 

GM 「とのことだ。まあ、いまさら言う必要はないだろうが……メンタル判定で一番高い 
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目を出し続けたアスカが選ばれたヮヶだな。これも優秀な者の宿命か」 

シンジ「優秀かぁ。アスカ、おめでとう」 

レイ「おめでとう」 

リツコ「おめでとう」 

アスカ 「ちっともめでたくないわよっ—' ああ、天才っていつも孤独なのね… ：' 」 

GM 「……と、まぁ冗談はワキにおいておいて」 

アスカ 「おい」 

シンジ「じゃ：：：じゃあアスカが使徒なの？」 

リツコ「えぇ」 

おぴ 

シンジ 「さささ . と怯えた顔をして後ずさります」 

レイ「 . さよなら」 

アスカ 「ちよつとまつたをつ！じゃすと•若•も一めんとつリまさか、あたしを齡心口 
するなんてこた言わないわよ ねっ。：」 

リツコ「(あつさりと)言わないわよ」 

アスカ 「ほ〜」 
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レイ「ち」 

シンジ「綾波、だからその『ち』つていうのは」 

レイ「だからプレイヤー発言よ」 

アスカ「ならちよつとは地に戻つて発言してよね〜。あんた、レイの演技のまま舌打ちし 
てるじやない。怖いのよつ」 

レイ 「そう？ 怖い？.」 

アスカ「怖い わつ！」 

レイ「 . そ 弓」 

しそうにうつむくな、頼むから。 

シンジ「まあまあ。それで、どういう使徒なの？アスカを退治しなくていい使徒つてい 
うことは、同化してる使徒じやないんだよね」 

レイ「寄生タイプかしら」 

シンジ「あれ、精神に潜り込んでいるタイプじやないの？」 
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GM 「それじゃルールブックと同じだろう。最初に言っておいたとおり、文庫とは正体を 

変えてある J 

シンジ 「あ、そうか」 

アスカ 「じゃあ、何なのよ」 

リツコ 「この使徒はアスカを構成する末端にをいつき、そこからこっちの世界に干渉して 
いるのよ」 

アスカ 「あたしを構成する末端？」 

シンジ 「爪？」 

レイ 「髪？」 

リツ n 「影よ」 

III 人 r 影ぇ P 」 

アスカ 「(下を見下ろして)……この影？」 

リツコ 「そう、その影」 

アスカ 「 .. 」 

リツコ 「そんな目をしても無駄。影はね、『それ』が『それであるため』にその物体を形 
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成させる|^^，^な構成要素の一つなの。そして、要素の中では最も不安定な存在。他からそ 
の存在にが心がるには、最も適しているといっていい要素といえるでしようね」 

アスカ 「いや、そんな難しいことを言われても . 」 

レィ「つまり 使徒は、^碱.。.アスカ.ラングレ 1 とい又物に介人するために您流.アス 
力.ラングレーを構成する要素中で最も不安定な物的存在、影を利用したというわけね」 

GM 「一発で理解されるというのも凄いモンがあるな . 」 

リソ n 「 . まあ、簡単に言えばそういうことよ」 

シンジ 「すごいや、綾波」 

レ f 「別に …… ル I ルブックが『精巧寄生体』だったから、それと正体を異なるようにす 
るなら『物的寄生体』だと思っただけ」 

GM 「ヤな推理するな、こいつ(笑)」 

レィ「だとすると、さつき 倒したあの使徒は、 おそらくは 資料を見たであろうアスカの記 
隐を鱗がしてこちらの世界にが一敏したものなのではないかしら。頭痛が起こったのは、多 
分そのせい。.物的に同化した使徒が、彼女のニユー ロンと シナプスに介入して引き起こし 
た現象」 ‘ 
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シンジ「そうなの？」 

GM 「いや、そこまでの理屈は考えていなかったが……面白いから続けてくれ」 

レイ「さらに推論を続けるなら、使徒は不安定な存在である『影』がさらに不安定な状態 
になったときにより活発に活動するはず。頭痛が起こったのは最初は室内。次はトンネル 
内、エントリープラグ内の順。逆に街で車からおりたとき、旧芦ノ湖でエヴァからおりた 
ときは頭痛は発生してないし、二度目の頭痛がわざわざ『トンネルに入ったら』というの 
も気になる。旧芦ノ湖のときも『日差しが厳しい』って強調してたし」 

GM 「何気に、よく聞いてやがるな」 

芦ノ湖(巧ラミエル戦)は省略してあるが、そ一ゆーシーンがあったのである。 

シンジ「すごいや、綾波」 

GM 「なるほど。その推巧通りだつたとしたら、どうやって使徒を倒したらいいと思 
う？」 

レイ「そうね。この場合の使徒対策として考えられるものは、 




204 


1 .使徒は影が不安蹇ときに力を具現するので、強力なスポットライトでアスカ 
の影を固定 

も逆に不蹇な状況で活動するらしいので、雲を活発になるょうに追い込んで 
使徒を攻撃する 
3 •アスカを殺す 

. というの がぱっと考えられるわ」 

アスカ 「3は却下ょ」 

GM 「むう。正解に一番近いのは1だな」 . 
リツ n 「作戦としては、アスカ愛がをタッキリと引き伸ばし、顆が最大値になったとこ 
ろでアスカ里是 ' i 号機と誓變等ル'ドを展開。そ0力をもって影とアスカ 

を 切り離す . という プランなんだけど」 

シンジ 「すごい皆、綾波」 

レイ 「まを、 言われる前に 言って おくと、 こんなに作戦に呂しするのはレイのキヤラク 
夕 1からがてるとは 思うわ。 正解だったのなら、今の説明は柔軍が説明したことに 
して」 
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GM 「 OK 。 大体そんなよ一な内容だったので、そのような説明がリツコからあった」 
アスカ 「なるほど。じゃあ、どつか広いスぺースのあるところで強力なスポットライト浴 
びせて、伸び切った影をシンジとアスカが切り離すのね」 

GM 「あ、照明ってトコだけはちがう。人工的な照明だと、どんなに指向性の強い光でも 
すぐ拡散しちゃうから」 

シンジ 「じゃ、どうするの？」 

GM 「どんな照明よりもまつすぐな光源があるだろう。このシナリオは、もともとそのシ 
\1 ンを思い浮かべたところから始まつたのだ」 

アスカ 「なるほど、太陽」 

GM 「そう。それもパ暮れ近くだ。ビジュアル的に奇麗だろう」 

レイ 「広い空間。夕日を背に、伸びる影」 

GM 「そして、アスカの両協に控える二体の巨人.エヴァンゲリオン」 

シンジ 「う）ん……想像すると、絵になる。確かに」 

アスカ 「なるほど。分かったわ」 

レイ 「すると、さつき午後一一一時と.いうことだから……」 





シンジ「この時期だと、夕暮れは五時くらいかな。夏だし」 

M GM 「この時代の日本は一年中夏という設定だが . 」 

シンジ「あ、そうか」 

J ソ n 「と、いうヮヶで*も逝準備よ。.ア.スカは……そうね。第 3 新東京巿で一番広くて直 
線 P のある— を濃するからそこに立って。もちろん太陽光線が遮らない角度の?’^ 
よ。レィとシンジ 君はエヴァに乗ってその横で無機。くれぐれもアスカに当たる光を阻害 
しないように」 

レィ 「はい」 

シンジ「分かりました」 

かくして、 夕暮れの アスカと 使徒切り離し作戦の準備は始まった。 

. が、ここら へんの準備 ネタ はがダラグラと長引いたので省略。 

いよいよ 時刻は夕方四時五五分。 

作戦実行五分前である。 
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GM 「てなヮヶで時間は刻々と近づいてきた。このころにはミサトも復帰して、本部勤務 
に戻っている」 

ミサト 「用意はいい、ア.スカ」 

アスカ「バッチリよ」 

リツコ 「では、時間になったら零号機と初号機は一斉に AT フィールドで使徒を切り離し 
て。アスカは切り離されたら急いでま号機に搭乗。有事に備えて」 

GM 「人気のない第3新東京市。夕日を背にして立つアスカ。伸びる影。控えるエヴァニ 
体と、やや遠くにアスカのま号機……うん、なんかイメージどおりのシーンがそこに存在 
している」 

レイ 「使徒の切り雄し巧定はどうするの？」 

シンジ「自動的成巧？」 

GM 「そうしてやりたいとこでもあるが . 今回のプレイはすでに結構サービスしている 

ので、ちゃんとダイスを振ってもらおう。 レイと シンジ、それぞれメンタルで振って両者 
W な上で成功だ」 

シンジ「う .7 U 上」 
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レイ 「あたしは5な上」 

アスカ 「失敗したら激るわよ」 

シンジ 「そんな……ボス今回のプレイでいい目出した記憶ないのに」 

アスカ 「何がいい目よ！ 7なんてもろも均値じやない。7な上ってことは、7も含まれ 
るんだから確率は六割近いのよリ」 

レイ 「正確には五九.六六六六六……パーセントね」 

シンジ 「でもアスカ、さっき『確率に縛られるなんてバカげてる』とかなんとか」 

アスカ 「うるさいわね—' な女ムはコロコロ変わるものなのよ」 

そ^~ ゆ- ~のも艺女ムというのろ？ 

レイ 「失敗したらどうなるの？」 

GM 「ど一というこたない。今日は失敗したというだけで、次の晴れの日までアスカが頭 
窜こまされつつ使徒がポコポコ復活してくるというだけだ。もっとも、あんま失敗続き 
だとアスカが取り込まれてしまうかもしれんが . 」 
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シンジ「なんだ、そんな程度か」 

アスカ「そんな程度かじやないわよっ！失敗したら繳りよ、織り」 

シンジ「でも、失敗しても後がないヮケじや」 

アスカ「重度の二日酔いなんて、たとえキャラクターとしても嫌— .J 
GM 「まぁ、気持ちは分からんでもないが……プレッシャーをかけてどぅする」 

アスカ「シンジにはこれくらいでちよぅどいいのよ」 

GM 「まぁ、そ一かもしれんが」 

シンジ「納得しないでよ」 

GM 「まぁ、そんなこんなで時間は過ぎて . 時刻は五時となる。あと 一 〇秒、両者同時 

に振ってくれ……あと四、一二、一一、一……〇!」 

レイ 「(無言でダイスを振る)」 

シンジ r (半分やけっぱちで振る)えいっ— . ああっ、一個テーブルから落ちたっり」 

アスカ「そんな思いっきり振るからよっ」 

レイ「：… . U 。 成功」 

GM 「シンジは……机の上の目は3だな。じや、落ちてるのが41$上なら成功ゼ」 
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アスカ「振り直しにしないの？」 

GM 「しないのだ」 

シンジ「六面ダイスの4な上って . うわぁ、ホントに確率五〇パーセント 

レイ「ダイスはどこへいつたの？」 

シンジ「ぁれぇ……？」 

アスカ 「も一、 どこまで 転がったのよ」 

GM 「ん一……そんなに転がるはずないんだが」 

ここでプレイを一旦区切ってダイスを捜索。 

しかし、落ちたダイスは見つからなかった。 

GM 「……しかたない。落ちた分だけ振り直すよ一に」 

シンジ「うう、しかたない。(またもやけっぱちな感じで)えぃっリ」 

コン……と軽い音を立ててテ I プルからをちていくグイス。 


だ 
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シンジ「… .： あ」 

アスカ 「『あ』じゃないわあっ！二度連チャンで落とすんじゃないわよっリ」 

落ちたダイスに近寄つてみると、力べに引つかかつてナナメに止まつており、「3」と 
「5」の面を上にしていた。 

シンジ「5、だよね」 

アスカ「あたしはそれで文句ないけど」 

GM 「でも、ほぼ半々だぞ。コレ」 

レイ「どつちをとっても 不思議 じ やないわ」 

シンジ「どっちをとっても……って、露骨に成功と失敗の差があるんだけど」 

GM 「う 一む。ダイスが落ちるだのナナ メに 止まるだのはよくあることで、リプレイでは 
無視するもんなんだが……重要な判定で絶炒に発生したから、ちゃんとリプレイに掲載す 
るようにしよう」 
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シンジ「しなくていいよ」 

いや、した。 

アスカ「で、コレはどうするの？もいちど振り直し？」 

レイ 「(無言で、ダン！と床を踏みならす。震動で倒れるダイス)」 

アスカ「なるほどつ」 

シンジ「震動でどっちが上になるか、だね」 

GM 「 . がったのはいいが . 3でも日でもなく、6の目が出てるぞ」 

アスカ「ファースト、勢いつけすぎ(笑)」 

レイ T 成功ね」 

GM 「まぁ、特にいちやもんはつけんが……成功ということにしておこう」 
そして、再び席に着く一同。 
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GM 「流れが変にブナ切れたが、もう一度盛り上がり直しながら再開しよう」 

アスカ 「じゃあ、勢いつけてドラマチックにいくべきね」 

GM 「そうだな j 

アスカ 「それじゃ . ああっ、あたしの影がり」 

GM 「そう—.二体のエヴァの AT フィールドで断ち切られた途端、アスカの長く伸びた 
影は韶齡 にくねり始める！ アスカの影に存在し続けられなくなったため、使をがその正 
体を現そうとしているのだ=:」 

アスカ 「ああっ、なんて恐ろしい光景かしらリ」 

GM 「影！!齡辭、し臟織^献り返しながら、平面から立体へと移り変わろうとしている U 」 
アスカ 「これが、これが使徒の正体っリ」 

GM 「そうっ、これがっ . 」 

シンジ 「二人とも……その演技ヘンだよ」 

GM . _1 

アスカ 「 . 」 
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そうかもしれない。 

GM 「コホン。' 影は膨張、収縮を繰り返しつつ、平面から立体への変化を遂げようとして 

いる」 

アスカ「あ、裏切り者」 

GM 「やかましい。 ...... で、そ QS はまるで地面 S りつけられていた風船に無理矢理 

豪が送り込まれていくかのような感じだ。ベリッ、ベリッと地面から影が離れて使徒 
がその姿を現していく」 

レイ「これが、使徒の正体」 

シンジ「使徒というよりは歐つて感じの登場のしかただね」 

GM 「まあ、参考にしなかつたといつたらウソになるが」 

アスカ「どんなヤツなの？」 

GM 「ん t …… どちらかというと 人型。模様的にはインデイアンのようなカラーリングが 
あって……」 

アスカ「あ、曾長径獣ジユロ〇モね！」 
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GM 「げ、一発でばれた—.」 

ジェ〇ニモとはゥ〇トラマンに出てきた怪獣で、今まで倒された怪獣を磨らせよぅとし 
たなかなかにとんでもないヤツである。ちなみに、なぜ曾長怪獣なの力はす明 

モト ネタがバレたついでに言つておくと、エヴァもご存じのとおり特撮をかなりィメー 
ジして作られている作品。ゲ1ム奏夕墓 i つかないといぅ人は、そ®年代0鬟から 
ネタを 引つ 張つてくるとそれなりにホのあるィベントが組めるはず。これはモトネタヵノ 
レたから言っているのではなく、マジに役立つシナリオの作り方である。 

シンジ「なにそれ？」 

レイ 「さあ？」 

GM 「いや、知らん者は知らんままでよろし。別に知つててもゲームの進行には役だ九な 
ぃし」 ’ 

アスカ 「よくも あたしにとりついてくれたわね、ジェロニ〇!」 

GM 「だからそれはあくまでモトネタだつつ一の」 
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レイ「そうね。ネタがどうあれ戦うべき相手」 

GM 「そういうことだ。エヴァー体と戦うことを前提にしたサキエルとかと違つて、こい 
つは一応一一一体同時に戦えるように作ってあるから手ごわいぞ J 
アスカ「げっ、じゃあ急いでエヴァに乗り込まないと」 

GM 「アスカの側には一応 NERV 職員のジープが控えている。急いでま号機に走れば4 
ターンで戦闘に参加できるぞ」 

シンジ「……と、いうことはエヴァーーー体分の相手と、4夕—ンまではエヴァニ体で戦わな 
くちやいけないつてことか」 

アスカ「それくらい持たせなさいよっ！」 

レイ「巧力はするわ」 

そして、始まった戦闘。 

初号機と零号機はま号機が来るまで、という考えからか慎重に戦いを進めようとする。 
しかしカードの読みが悪く、一一 体とも徐々に追い込まれていく。 

そして3夕^—ン目。 
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レイ 「去の7!」 

GM 「♦の M ! こいつの修正は W だから . ダメージ K つ」 

♦(敲殿^戦)は♦(接近戦)に弱く、カード数値とダメージ修正の分だけダメージを 
受けてしまぅ。 

ちなみに◊は♦に強く ♦に弱い。 

レイ！-… ...っ。駄目、沈んだわ」 

アスカ「零号機がやられたぁっ口早すぎるわよ、バカっ」 

シンジ 「でも、ホントに強いよ、この使徒。小まめに HP 回復させないとすぐやられちゃ 

ぅ」 

GM 「てなわけで4ターン目に突入だ。アスカ、このターンから戦闘に入れるぞ」 

レイ 「がんばってね」 

アスカ.「ぁ . . 分かったわよ。エヴァンゲリオン或号機、起動！」 
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シンジ 「やっと援軍がきた」 

レイ「でも、 一 一対一にかわりなし」 

アスカ「誰のせいなのよっ！」 

GM 「では時計まわりでシンジ、アスカ、使徒の順になる」 

シンジ 「えつと …… HP が W まで減ってるから、 MP 使つて最大まで もどしと く」 
GM 「まあ、今それで零号機がやられたばっかだからな。では起動し f " ま号機は？」 
アスカ 「もちろん攻撃よ！いくわよ っ (と 言って カー ドを出す)」 

GM 「ほいな、カード」 

アスカ「せ一の . 去の J —.」 

GM 「♦の- W で U グメ ージっ！」 

アスカ「ああっ、残り HP 巧っ一.」 

GM 「では、使徒の番だな . ま号機にいくぞっ。カード」 

アスカ「ぅ、をけて立つわよ！はいっ、カードリ」 

GM 「♦の日っ—.」 

アスカ「♦の Q っ、ゥソっド」 
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GM 「ウソではない」 

♦は、攻撃側のダメージがそのまま弧ね返る。アスカはよりによって Q というバカでか 
いカードを出してしまつていたのだ。 

GM 「ま号機の接近戦の武器は？」 

アスカ「プ……プログレッシブ.ナイフ(ダメージ修正 W)J 
レイ「じや、 U ダメージね」 

アスカ「ああっ、残り HP 2 ぃっ」 

シンジ「アスカ……何しに出てきたの？」 

アスカ 「うつ、うつさいわね。これからよーシンジのクセにそんな目で見てっり」 
シンジ「そうはいってもわぇ」 

レイ「ねぇ」 

アスカ「あっ、あっ、二人して……」 

GM 「で、シンジの番なのだが」 






シンジ「あ、攻撃します。はい、カ ー ド」 

GM 「ほい、力1ド」 

シンジ「♦の Q !」 

GM 「◊の K っ……て、負けたか」 

シンジ「ポジトロン.ラィフル(ダメージ修正パ)で、 U グメージ」 

GM 「おおっ、それは痛い」 

アスカ「ふつ、そうこなくちや。勝負はこれからよ！」 

GM 「で、アスカの番だけど ...：. 」 

を アスカ 「…… HP の回復。 . 何よ、 しよ， っがないじやない。 HP 回復しなし 

慢次でやられちやうかもしれないんだからリ」 

がシンジ「誰もそんなこと言ってないって(笑こ 
S GM 「被害妄想じゃのう」 

章 

第レィ「使徒の番よ」 

I GM 「そうだな……これはお返しに初号機を狙わなくてはなるまい」 


と 
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しかし、先程の攻撃で觀もいがついたのか、初号機はこれな降一度もダメージを受けずに 
使徒にダメ I ジを与えていく。 

途中、 MP もヵードも使い切ったま号機が無残に打ち倒されたが…… 

アスカ 「ぅっさいわね！」 

初号機はほぼ一機で、見事に使徒を撃退したのである。 

シンジ「やった！」 

レイ「おめでとぅ。ほとんど 碼君の手柄ね」 

アスカ 「何よ、あたしだって使徒の手持ちカード減らすのに貢献してるのよ—.」 

GM 「1'ダメージも与えられなかったけどな」 

アスカ 「いいのよ、そんなささいなこと！」 

GM 「ささいなのか」 

アスカ 「ささいよ！」 
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GM 「 . ま、いいだろ。何はともあれ、使徒は初号磯のプログレッシブ•ナィフに貫か 

れ、その活動を停止した。今までの使徒と違い、こいつは活動をやめたとたんに組織崩蝶 
を起こして崩れさっていく。それまでしなやかだった皮膚 (っ.) にヒビが入り、ボロボロ 
と乾いた泥人形のように風に流され始めた」 

アスカ「うっ、きも悪い」 

GM 「気持ち悪いか？」 

アスカ「気持ち悪いわよ。それってつまりは死んだ細胞があたりにまき散らされてるって 
ことでしよ」 

GM 「ん'~、そうともいうかもしれんが」 

シンジ「アスカって、想像力豊かだよね」 

GM 「では、サービスで風向きをそっちに向けてあげよう。倒された武号機に使徒の破片 
が舞い落ちていく」 

アスカ「あ一っ、あ一っ、あたしの武号磯にぃっリ」 

ミ サト 「サ I ビス、サービスう」 

アスカ「こんなん、サービスじゃないわあぁぁっっ n 」 
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シンジ「なんだか、ラスボスを倒したわりにはちつとも感動的じやないなぁ。ボクの気の 
せいかな？」 

レイ「……気のせいじや、ないと思うわ」 

GM 「う'~む。そうかも」 

そして、プレイはエンディングへ。 

GM 「こうして、一連の事件は幕を閉じた。使徒反応はアスヵが原因であることが判明し、 
その源となっていた使徒も倒した」 

アスカ「何かひっかかるわね、その言い方」 

GM 「事件の終わりは… .： 『使徒接近！』同様、奇妙な同居生活の終わりを意味する。っ 
ても、このプレイでレイは一おしかしとらんけどな」 

シンジ「一泊じや、同居生活とはいえない気はするけど」 

レイ「でも、同居生活だったのね……」 

シンジ「う… .： うん。そうだね」 
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GM 「それじや。このプレイはレイが再び帰っていくところで卫ンディンダだ。少ない荷 
物を手にしたレイが玄関にいるところで幕を閉じる。では、最後のプレイをど一ぞ」 

アスカ「な、なんとなく苦手ね。こ I ゆーシナユエーション」 

レイ 「そうね。あたしもあまり、得意じやないわ」 

シンジ 「 . なんかさ、ついさつきまでおちやらけてたのに、急に真面目な状況になると 

気恥ずかしいよね」 

レイ「 . そうね」 

ミサト 「ほらほら、しんみりしてない。どうせ明日になればまた NE 民 V で会えるんだ々 
らぁ」 

アスカ「し、しんみりなんてしてないわよ！」 

レイ「 . そうね」 

アスカ「フ……ファースト」 

レイ「何？」 

アスカ 「とりあえず、原因はあたしだつたみたいだつたから……嫌だけど謝つとくわ。そ 
の……迷惑かけたわね！」 
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GM 「謝ってんのか、それ ？ J 
アスカ「あたしなりの謝り方よ一」 

レイ 「……別に、気にしてないわ」 〜 
アスカ「そ。アンタはそう言うとは思ってたけどね」 

レイ「そう」 

シンジ「あ、あのさ綾波」 

レイ局？」 

シンジ「いや…その……また明日」 

レイ「 . さ t なら」 

シンジ「う、うん。また」 

レイ 「では……何故か後ろ髪をひかれながらも、ドアを閉めます」 

GM 「プシユ……と。これで今回のプレイは終了。物語はこの後のフォースチルドレ'ン… 
':トウジの話へと続いてく。おしまい」 

アスカ「ん—っ、ひさびさにハチャメチャなプレイだったわねぇ」 

シンジ「ギャグとシリアスの移りをわりが激しいから、結構とまどっちやったよ」 















228 


C 5 M 「まぁ、そこらへんは後で啟餅するとして .：... はょ片づけんと終電になつてしまう 
ぞ」 

レイ「ウソ、もうこんな時間。」 

GM 「そう。さつさと片づけた片づけた」 

こうして ご直？。ちょ 「と靈離言 T は？了賀奚度享る 

ことになる。 

. 最後に。 

シンジのなくしたダイスは、プレイ終了後にアスカのプレイ了のカバンの下にあつた 
のを発見された。 

ちなみに、出目は2 ( 失敗)だつたりなんかする。 
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•『見えざる侵入者』について 

エヴァ RPG 二作目、「使徒接近！」のリプレィがこの作品。 

前編が雑誌^齡、中編と後編が書下ろしというエラい状態になっている。 

「それじゃ、雑誌の方では前編の続きをやらなかったのか？」 

と.か思われそ一だが、そんなこたぁない。雑誌には、もちろん続きを掲載する。 

7、」の文庫の発売後に。 

最初の予定では、雑誌の連載が終わってからこの文庫が発売されるハズだったのだが… 
…齡臟の b ' 冷で連載終了ょりも、このリプレィ集の方が先に出る展開となった。簡単に言 
えば、雑誌の掲載時期が遅れて、逆に文庫の発売時期が早まった……という感じでぁろう 
か。その結果、ものの見事に世に出る時期の逆転現象が起こって しまった。 
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「それじゃ、『欲望と結末と』同様に同じシナリオで別プレイ？」 

これも違う。 

雑誌掲載用のプレイでは、さらに使徒の正体を変えてある。 

前編を読めばわかると思うが、このプレイは文庫版のシナリオの使徒の正体を変更して 
始めたもの。使徒の正体は「オチ」の一つでもあるので、こればかりは使い回すと面白さ 
半減どころではすまなくなつてしまうの'だ。 

つまりは二度目の「使徒の正体」追加である。 

同じシナリオ、同じシチュエーションで使徒の正体を S つ考える。結構難儀な作業だ。 
う一む、古い文献をあさっていろいろ考えてみるか…… 





am 爾 1 


追加ルールサンプル•リプレイ 
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GM 「さて、プレイを始めよぅか。今回のプレイは . 」 

アスカ 「劇場版？(笑こ 
GM 「なんでやねん」 

アスカ 「いや……昨日完結編の劇場公開始まったじゃない。タイムリ）に劇場版のプレイ 
をやるんじやないかな一、と思つたんだけど」 

つまり、このプレイは劇場公開翌日にやったものなのである。 

GM 「ないない。スケ I ルが凄まじすぎて、完結編はゲームにならん(笑)」 

アスカ 「そっか一……量産型エヴァと戦いたかったんだけど」 

レイ 「また、食べられたいの？」 . 

アスカ 「いや、それは……」 

GM 「まぁ、あそこまでいくと RPG のル—ルと数値で縛るのもナンセンスだな。やはり 
ゲームとして成立するのは TV 版前半。いってフォースチルドレンからエヴァが S 2 機関 
を取り込むまであたりか . 」 
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シンジ「カヲル君とかの話あたりは？」 

GM 「あそこまでタイムテーブルを進めると、すでに人間関係がエラいことになってるか 
らダメだ。その巧元で言うと、劇場版なんかエヴァ搭乗者の一二人が一二人ともバラバラでま 

とまつて行動させられないし . 」 

アスカ「う一ん、それは 1 S あるわねぇ」 

GM 「っつーワケで今回のプレイは、この後ろに載っている『追加ルール』を巧ったプレ 
イ。いわゆる、サンプルリプレイだ」 

シンジ「追加ルール？」 

GM 「そ。まぁ、' 追加いうても『決戦—第3新東京市』の戦闘ルールを『使徒接近—'』 
で遊べるようにしたものなんだが……」 

アスカ「それって、キャラクタ1パ）卜は『使徒接お！』で、エヴァに乗ってからが 
『決戦—第3巧ま京市』って考ぇればいいのかな？」 

GM 「それで正解」 

シンジ「それだけだったら、わざわざ『サンプル』ってつける必要もない気がするけど； 
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GM 「いや、ル ー ルとルールのつなぎにトランプ巧ってるのょ。逆を言えば、サンプルを 
作る必要はそこだけってことでもあるんだけど……」 

アスカ「なるほど。つまりはそこだけ注意してプレイしろってことね」 

GM 「そのとおり。そのかわり、今回多少は暴走かましてもいいから」 

シンジ「……暴走って？」 

GM 「つまり、多少キヤラクターを暴走させてもいいってことだ」 

レイ 「それって TV 版最終話みたいな綾波レィもありってコト？」 

GM 「いや . あそこまで変わられると。それにおまい、前回(「見えざる侵入者」のこ 

と)ですでにほとんど暴走しとったやろが」 

レイ r (ボ ソリ と)そんなことないわあれはまだ始まりに過ぎないもの」 

GM 「ほりほり。それがもゼ暴走し とる っちゅ一んじゃ。オリジナルと比べてす気味係数 
が上昇しまくっと る だろが」 

シンジ「不気味係数って……」 

アスカ「あたしなんか ヒス テリ I 起こしっぱなしでほとんどオリジナル状態ょ」 

GM 「まあ、アスカだしな」 








ノンジ「アスカ，'こつたら、いくらヒステリ I 起こしても『アスカらしい』の一言で片つけ 
られ るし ね」 

片づけんでくれ。 

GM 「まあ、なんで暴走可にしたかというと . ぶっちやけて言えば、今回のシナリオは 

多分に『番外編』の雰卸気で攻めるからだ」 

アスカ「番外編」 

戦 GM 「ホラ、あるだろ…… TV に対するラジオ放送とか、 CD ドラマとか。本筋から大き 
^ く離れた設定のストーリーが語られることが」 

I アスカ「ああ、アレね」 

宇ンンジ r たしか、エヴァの CD ドラマでも『宇ま使徒』とかいうヤツが出てきたよね。使 

章 かいじゆう 

^徒というよりほとんど宇宙怪獣みたいなやつ」 

GM 「そう、まさにソレだ」 

アスカ「まさにそれつて . 」 
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シンジ「まさか . 」 

gm 「そう。今回の元ネタはそのドラマ編にヒントを得たプレィなのだ。たまには使徒ば 
かりでなく、謎の宇宙怪獣が敵というのもォッなものだろう」 

シンジ「あ一、やっぱりいぃ」 

アスカ 「 OK っ一.燃えるわ M :」 

GM 「っちゅ'~ワケでプレィを始めよお」 

参事の 起こリ 

深夜の箱根の森。 

誰に知られることなく、それは舞い降りた。 

光り輝く物体。 

巨大な、乗り物のようなもの。 

天空より舞い降りた光は、森へ入り込むとフ……とその姿をかき消した。 

人は、誰もそのことに気がついていない。 

森は、静かにその娑を横たわらせているだけであった。 





そして、 その日から第 s 新東京宅は謎のお i 事件が凄ぐようになったのである。 

GM 「……ってのが今回の事の起こりやが……」 

アスカ「なるほど。こりゃ暴走モンだわ(笑)」 

シンジ「今回の敵は宇を人？」 

GM 「う一む、宇{由人か。何か言い方がしっくりこんが……」 

アスカ「使徒よ、使徒。エヴァの世界では、人類を除けば敵は全部『巧徒』になるのよ。 
だからこれはさっき言ったとおり『宇宙使徒』の仕業よ—.」 

戦 GM 「いや、『仕業よ！』と断言されても。それに、そもそもまだキャラクターは謎の飛 
化斤物体の巧在そのものを巧らないヮヶだし」 

邮レィ 「 U . F . 〇……未確認飛行物体」 

アスカ 「じゃ、あたしたちはど一すればいいの？」 

1 GM 「シナユエーションとしては、『使徒接近！』と同じ状態になるようにしよう。つま 
り、シンジもレィもアスカもミサトのマンションにいるという状態」 

の アスカ「オ ッケー。じゃ、あたしとシンジが別部屋で、ファーストがミサトと同じ部屋っ 
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ていう。ハタ ー ンでいいのね」 

GM 「まあ、それでよろし」 

アスカ「この女と同じ屋根の下ってのが気に入らないけど」 

シンジ「まあまあ」 

GM 「ではプレイを進めよう。今回そんな長いヤツではないし。で、夜の葛城宅だが 

. みんな、可して る？」 

アスカ「何って . 時間は？」 

GM 「ん—……六時かセ時くらい。ちなみにミサトは本日夜勤で朝帰り」 

レイ「今日は、平稳な睡眠時間を迎えることができるのね」 

シンジ「綾波、大変だったものね」 

レイ「葛城一一一佐の寝相は、拳法の達人に匹敵するわ」 

GM 「そこまで言うか」 

アスカ「まぁ、ミサトの寝相はさておいて……その時間って一番微げね。食事かお風呂っ 
て感じかしら」 

シンジ「そうだね」 
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レイ「では、入浴シーンから . 」 

GM 「まてまてまてまて。いきなりそつちに走るか」 

レイ「何か、不都合でも？」 

GM 「いや、不都合っっ一か」 

アスヵ 「そう\ょ。この場合、ぁたしが I 番風.呂って相場が決まっているんだから」 

いや、そういう問題でもない 

GM 「……とにかく、各個人が風呂入ってるプレイしたってしかたなかろ。風呂はもう乂 
つたことにしとけ」 

レイ 「せっかくの読者サービスが J ' 

GM 「いや、そ t ゆーサービスは気にせんでいいから。文字だし」 

アスヵ「じや、入ったことにして . ふう、いい湯だったわ」 

レイ「レイの場合……色白な分、頰にさす赤みが目立つかも」 

シンジ「んで、ボクが残り湯に入るのか……」 
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アスカ「そうだけど、ちよつとまつた」 

シンジ「何？」 

アスカ「シンジが入る前に一回お湯を資て人れ直しておいて。あたしが人った残り湯に 
アンタが浸かるなんて冗談じゃないわ」 

GM 「うゎ、きっっ . J 

シンジ「わ、分かったよ . 神経質なんだから」 

アスカ「神経質なんかじゃないわ、乙女に対するエチケットよ！」 

GM 「そ I ゆ-~もんか？」 

アスカ「そ一ゆ一もんよ。そして、お風呂からあがったらさっさと食事の支度すんのよ一. 
あたしお腹すいてるんだからリ」 

GM 「ひでぇ(笑)。完壁にカカァ天下ではないか」 

シンジ「しくしくしく . すっかりおさんどん小僧だよう J 

レイ 「しかたないわ」 

GM 「しかたないて。手伝ってやろうとか思ったりは . しないんだろうなあ、やっぱ」 

アスカ「当然じゃない」 
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GM 「う 一 む、しかし」 

レイ 「あたしの作った手料巧……食べたい？」 

そう聞かれると言葉につまる。 

アスカ「……いいわ、何が出てくるか分かんないから。得体の知れないファーストの巧巧 
にかけるより、.及第点でも人間の食べ物の出てくるシンジの料巧の方がマシよ J 
GM 「ううむ。では、風呂からあがったシンジは料巧を作り始める」 

シンジ「はああああ……まずは鳥ガラを煮て、アクをとって穂して。別の鍋で豚を醬油ヒ 
日本酒で煮立て始めて」 

GM 「なんかいきなり本格的だな」 

アスカ.「なんだか知らないけど、その料 a ってどれくらいで出来上がるの？」 

シンジ「……四、五時間かな？」 

アスカ「待てるかああっっ！(笑)野菜炒めと出来合いのハンバ I グでいいからさっさと 
作んなさいよリ」 
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シンジ「う、うん。そんなのでいいんだったら。確かハンバーグは冷蔵庫に . 」 

GM 「と、シンジは冷蔵庫をあさった。しかし、冷蔵庫の中に確かにしまっておいたはず 
の レトルト ハンバ ー グは影 も 形 も なくなっている」 

シンジ「あれ、おかしいな……」 

アスカ「どうしたのょ？」 

シンジ「いや、ここにしまっておいたはずのハンバーグがないんだ^ 

アスカ「なんですってえっあの、あたしが故郷の巧を懐かしんで向こうの NERV か 
ら送ってもらった特製牛肉 一〇〇パーセントハンバーグが、ないですってえっり」 

そんなたいそうなモノだったのか。 

こちらと しては普通のスーパーで売ってる安ハンバーグのつもりだったのだが。 

シンジ「う、うん。確かここに入れておいたんだけど . アスカ、食べちゃった？」 

アスカ「バカシンジじゃないんだから、食べたら覚えてるわょ一.それにハンバーグは新 
^冷ホ パックと いう長所を生かして産地直送、お得な一二〇人前セットを送ってもらったの 
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よ！ たとえあたしやミサトがつまみ食いしたとしたつて、なくなるワケがないでし 
よ一.」 

よくそう ポンポンと設定が飛び出てくるな、アスカ。 

分量もこちらは四、五人前を想定していたのだが…… 

まぁ、なくなっ て変だという状況が強調されるから、いっか。 

GM 「なるほど、アスカは1110人前も冷蔵庫にほうりこんでたのか。しかし、そのハンバ 
1ダは影も形もないぞ」 

アスカ 「きいぃぃぃつつ！ファースト、あんたまさか肉が嫌いだからつて捨てたんじや 
ないでしようね n :」 

レイ 「冷蔵庫にそんなものが入つていることすら、知らなかつたわ」 

シンジ「……だよねぇ」 

レイ 「(ボ ソリ と)知つてたら、捨てたかもしれないけど」 

シンジ「……綾波？」 
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レイ「何でも、ないわ」 

GM 「だから怖いて、そのレイの演技(笑)」 

アスカ「どうすんのよ、今日の夕食？」 

シンジ「 . ここはやっぱり四時間かけて」 

アスカ「待てるかあぁぁっリ J 
シンジ「でも、特上の原……」 

レイ 「あたしも、をべないわ。肉、嫌いだもの」 

GM 「そ一いや、そうだ」 

アスカ「ああっ、もうしようがないわね！あたしがライスだけ用意しとくからシンジは 
コンビニでも巧ってレトルトのカレーでも買ってきなさいよ一.あたしは高級ビーフー0 
〇パーセント、辛さ爆発 一〇倍カレーわリ」 

レイ「あたしは、まるごと充実野菜カレー」 

シンジ「う、うん。分かった」 

GM 「おや、分離巧動か。なら、どっちから処理してこっかな」 

アスカ「あ、なんかイベントあるのね」 





246 


GM 「うむ。ささやかながらある」 

シンジ 「じゃ、ボクからいきます。一人だし」 

GM 「 OK 。 では、シンジは一人マンションを出て、コンビニへ向かった。詳しい地図は 
ないので分からないが、仮にも首都の住宅街だ。徒歩で五分か一〇分の距離に一軒はコン 
ビニ ぐらいあるだろう」 

シンジ 「じゃあ、一番手近のコンビニへ……」 

GM 「シンジがコンビニに入ると、そこには店員も誰もいなかった」 

シンジ 「を自動コンビニ？」 

GM 「いや、普通のコンビニ。なのに、店員の姿が見えない」 

シンジ 「 . まを、口 g 物選んで いる ゥチにでて くるよ ね。 え 一 と . 確か アスカは 微辛力 

レ丄 

アスカ 「高級ビーフー〇〇パ！セント、辛さ爆発一〇倍カレーよ。間違えて別の品柳買っ 
てきたら許さないからね」 

念のため。そのような品名のレトルトカレーは存在しません(多分)。 
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それにしてもアスカ、今回はやけに品名とかにこだわるな。 

シンジ「はいはい。綾渡は何だったっけ？」 

レィ「有機觀培野菜カレーよ」 

こつちはこつちでさつきと商品名違うし。 

GM 「まぁ、そんなけつたいなカレーがコンビニに置いてあるのかは疑問だが……ここで 
ない と 言つてもしようがないので見つけたことにしよう。 きつと この時代の定番商品だっ 
たのだ。ク〇レカレ]とかボ〇カレーみたいなもんだな」 

シンジ「じゃあポクは . え'~と . え - —と . 」 

GM 「無理に商品名考えなくていいから」 

アスカ「そ一よ。こういうのはパッと出てこなかつたらすぐ請めなくちゃ」 

シンジ「(ボソボソと)じゃあ、この無巧良品で無個性な特徴のない、ボクにお似合いの 
カレーを」 
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GM 「勸ねるなて(笑)」 

シンジ「じや、レジに……」 

GM 「うむ。じや、シンジは商品をレジに持っていった……が、誰も出てこない」 

シンジ「(小さな声で)あの^ . . すみません . 」 

アスカ「こういうときにまで弱気になるんじやない わよ (笑)」— 

GM 「まあ、これが大声でもいっしよだ。誰も出てこない」 

シンジ「不用ムだなあ」 

アスカ「しかたないわね。シンジ、そのまま持ってかえってきちやいなさいよ」 

シンジ「そういうワケにはいかないよ」 

アスカ「……ったく、堅物なんだから」 

GM 「人に琼盗を薦めるでない。んで……シンジがレジのところにいると、 I か嫩レジがジ 
ジジジジと動き出した」 

シンジ「な、何。」 

GM 「レジのディスプレイに様々な情報が流れていく。 どうやら このコンビニの 今日の I 〔心 
上を流していっているようだ。牛乳とかオニ ギリと かいった 5 臨 目と販売時間が次々と流 e 
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てぃく」 

シンジ「こ……故障かな？」 

アスカ「どんな故障ょ」 

シンジ「あの. . すみませぇん。誰かいませんかぁ？」 

GM 「反ち立ない。まを、ここでメンタルでチェック入れてみて」 

アスカ「お、初ロール」 . 

シンジ「ええと、追加ルールのキャラクターシートで？それとも『使徒接ぶ！』 
方？」 

GM 「キャラクター•パートでは『使徒接近！』。追加ルールのキャラシートを使うのは 
あくまでエヴァに乗って戦闘するときだけ」 

シンジ「なら、えぇと(コロコロ) . 巧です」 

GM 「ふむ。なら、どこからか声が聞こえてくる」 

の声 A ( GM ) 「うむ。これが地球人が生活に使う品々か」 

謎の声 B ( GM ) 「文化レベルはたいして高くないょうだな」. 

謎のま A 「すると、 注意すべきはやはり NE 民 V とユヴァンゲリオンのみか」 


の 
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GM 「とかいう内容だ」 

アスカ 「うっわ〜、べッタベタな 会話 あ (笑)」 

GM 「±方ないだろう。こうでもしないと何も分からないまま戦闘になるんだから」 

T 民 PG のほとんどは「キャラクター視点」でのみストーリーが語られる。 

つまり、キャラクター が見たり聞いたりしたことしかプレイヤーは巧ることができない 
のだ。エヴァ本編でも、 TV を見ている視聰者ならば司令室で密談しているゲンドゥと冬 
月の会話を聞くことができる。ゼーレとか加持とかの暗躍を巧ることができる。 

しかし、「シンジ」や「アスカ」はそれを巧ることができない。 

そんなキャラクターの巧らないところで悪事を進める敵の存在をプレイヤーに知らせる 
には、ある程度の「演出」が必要になってくる。その演出の中でもっとも安易な方法が、 
アスカをして「ベタベタ」と言わしめたこのやり方。そう、「なぜか主人公のいるところ 
で自分の悪事の会話をする敵」というパターンなのだ。 

これは時代劇なんかによくある手法で……味方の忍者が敵の館に忍び込んだりすると、 
タイミングよく悪巧みの打ち合わせをしてくれる。.などというように使われる。 
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今回、シナリオ煮詰める時間がなかったので安易に走らせてもらった(ゴメン)。 

レイ「お約束の展開ってやつね」 

アスカ「でも、なんでわざわざ宇ま使徒が、コンビニで、人類の生活について会話してい 
るところに出会わなくちやいけないのよ(笑ご ■ 

シンジ「アスカ、そぅいつたことは言つちやいけないことだよ」 

レイ「だって、お約束だもの」 

アスカ「しかも日本語で嚷ってるし」 

レイ「だって、お約束だもの」 

アスカ「さらには、シンジのを在に気付いてないみたいだし(笑ご 
レイ「だって、お約束だもの」 

GM 「気付いてほしいか？」 

シンジ「アスカ、余計な こと 言わないで よっ」 

アスカ「はいはい」 

シンジ「 . とにかく、なんとなくコワイものを感じたのでジリジリと出口に立づいて… 
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…ダッシュで逃げます—.」 

アスカ「あつ。シンジ、カレーは。」 

シンジ「あ、つい持ってきちやった」 

アスカ「よし、えらい！」 

えらくない。 窃盗罪だ。 

S 「まぁ、こっちの方はコレでいいだろ。続いて葛城醫残り組」 

アスカ 「は一 い。仕方ないから、あたしがが y 米を研いであげようじやない」 

GM 「米を研ぐくらいで随分偉そうだな」 

「ノスカ 去ら、だっ てこ®あたしがおホを研いであげよミて言ってる®よ。いばって当 
然じ やない」 

GM 「 . ま、アスカだしな」 

レイ 「はい、洗剤」 

アスカ「なんでお米研ぐのに洗剤使うのよ」 
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レイ「奇麗になるわ」 

アスカ「奇麗になる代わりに食べられなくなるでしょ」 

レイ「そんなこと、ないわ」 

アスカ「あるわよ！」 

シンジ「実際にいるんだよね。お米洗う ときに 洗剤使っ ち ゃう人って」 

GM 「早死にするぞ」 

レイ「大丈夫。をが死んでも、代わりが……」 

アスカ「だからあたしたちにはいないんだっつ I の. . ったく、ファ I ストに料理や 

らせなくて良かったわ」 

レイ「それで、こっちでは何が起こるの？」 

GM 「うむ。こっちでは、ミサトの部屋からアラームが鳴り響く」 

めざ 

アスカ「目覚まし？」 

GM 「いや、コンピユ t 夕。画面では見たことないけど、おそらくミサトの立場だったら 
1台はもってるだろ一ということで。そいつの警告音だ」 

レイ「パソコン……突然のアラ]ム……」 
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アスカ 「……つてことは、ハツキングリ」 

GM 「正解。ミサトのマシンのディスプレイに、次々と情報が流れていく」 

アスカ 「 MAGI は何やってんのよっ！」 

GM 「 MAGI は手の出しようもない。何故なら、今のミサトのマシンとは回線が切れて 
いるはずだからだ」 

レイ「つまり、 電話線がささってない状態なの わ」 

GM 「うむ」 

アスカ 「無線 ハツキングド うそおつり」 

シンジ 「何でもかんでも電波にするっていうのも問題あるよね」 

レイ 「そうね。無線は機密保持に適していないと思うわ」 

アスカ 「んな燃鼠がこと言ってる場合じやないでしょ。電源切るわよ！」 

GM 「マシンは電源スイッチに齡歐しない。その間にも面面にいろいろな情報が流れてい 
く」 

アスカ 「あ一つ、こういうときどうしたら . 」 

レイ 「どいて」 
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アスカ「え？」 

レイ 「金属バットでコンピユ ー タを粉砕するわ」' 

シンジ「そんな乱暴な」 

アスカ「それ もそう だけど、どこから金属パットなんて出したのよ？」 

レイ「(アスカのを無視して)ハッキングを防ぐには物理破壊が一番だから」 

GM 「むう……確かにそうだが」 

レイ 「大丈夫。 ここに ある デー タは未端のはずだから、必要なものは MAGI に 管理され 
ているはず。バットを振りおろすわ」 

GM 「まあ、それくらいならピンゾロを振らん限り成功ということにしておこう」 

レイ 「(コロコロ) . 8、成功」 

GM 「それでは、レイの一撃によってミサトのマシンは破壊された。ハードディスクの力 
ラカラと 回る音だけが部屋に虚しく馨 く」 

アスカ 「 GM 、 さっき流れていわ情報、何か重要なものがあったかどうか思い出せないか 
しら」 

GM 「ん一……メンタルやね。振ってみて。ちよい難しめで、 W 从上」 
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レイス冷静な判断〉は、駄目？」 

〈冷静な刊断〉はレイの持っている技能。どんな状態でもが静に対処できるというもの だ。 
メンタル (9) を基準にした場合は U な上の目を出す必要があるが、冷静な巧断 ( W ) な 
ら6な上の目で成巧する。これだと難易度がガクっと下がるので一瞬まよったが…… 

GM 「ん、むう……まあ、巧能の巧い方としては間違いでなし。よしとしよう」 

レイ「なら(コロコロ) . の」 

アスカ 「(コロコロ)…… U 。 二人とも成功よ！」 

GM 「優秀なやつらだなあ。なら、見た範囲では NE 民 V の極秘情報は漏れていない。先 
程のレイのセリフじやないが、重要な情報をこんな端ホにいれておくはずはないの だ。 も 
っとも、『本来なら極秘のはず』の情報は結構流れているが……」 

シンジ 「本来なら極秘のはずって？」 

GM 「 NERV やエヴァの存在とか、今まで使徒と戦ったことがあるとかいったヤツ。確 
かこれも極秘のはずだったのに、いつの間にか第3新東京市の中では公然のものになって 
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るんだよなあ」 

アスカ「そういえば一ニバカトリオがエヴァの出撃を見送りにきてたこともあったものね」 
GM 「んで、不思議なことに流れている情報はそういった意味ありげなものばかりではな 
い。 ごく#！' 通の……日本語の辞書だとか、医ぎファイル、芸能ファイルとかいったものま 

で 

でわざわざ引っ張りだされてた」 

アスカ「手当たり次第……じゃ、ないわね。。ハターンからすれば、宇宙使徒は人間の基礎 
から理解し ようとして いるんだ わ」 

GM 「だから宇{由使徒て …… J 

アスカ「まあ、キヤラクターとしてのアスカはそんなこと知らないわけだけど」 

GM 「 . そして、シンジが買い物から帰って くる」 

シンジ「た……ただいま」 

アスカ「 . 」 

レィ「 . 」 

シンジ「な、何かあったの？怖い顔して」 

アスカ 「ちよっとね。ミサトに知らせるべきかしら？」 
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レイ「知らせた方が、いいと思うわ j 
シンジ「何があったの？」 

アスカ「あたしたちにもワケ分かんないことよ」 

レイ「確かに、キャラクターレベルでは分からないことだらけだわ」 

GM 「では、もう少し分かりやすくしよう。一一一人が悩んでいると、自動的に TV の電源が 
オンになる」 

アスカ「な、何よ」 

シンジ「何が映ってるの？」 

GM 「かなりノイズの入つた、粗い画面だ。いかにもといった感じのメカメカしい機械を 
背景に、ほとんどのっぺらぼうにカプセルを顔のおに張りつけた生命体が映っている」 
謎の生命体「地球人に告ぐ……」 

アスカ「わ、分かりやすすぎるり(笑)」 

謎の生命体「私は、カニ座プレセぺ散開星団からやってきたキャンサー星人だ」 

アスカ「あ、あの一……もちよつと、名前をど一にか」 

謎の生命体「こぎつわ座亜れい星雲からやってきたフォックス星人の方がいいか？」 
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アスカ「……キャンサー星人でいいです」 

シンジ「なんで宇宙人がカニ座とかこぎつね座とか知ってるんだろう」 

レイ「だって、お約束だもの j 
アスカ「それはもういいって」 

キャンサー星人「我々が地球に来た訳は、人類に 巧わりこの 星の 支配者となる ためで ある。 
その 昔、我々の母なる星が突化爆発を 起こし……ここら へんの口上は よくある アレ だから 
省略」 

シンジ「分かる分かる(笑)」 

アスカ「住んでた星が爆発し ちゃった から、よく似た環境の地球を乗っ取ろ うとするって 
。ハタ—ンね」 

GM 「正解」 

キャンサ—星人「……と、いうわけでこの巧球を我々の第二の故郷とする。抵抗は ムグ 
だ」 

アスカ「勝手な こと 言っ てんじゃない わよ，.. (笑 ご 

キャンサ I 星人「を抗ほムグだ。我々には地球人最後の希望、 エヴァンゲリオンをもがち 
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倒せる切り札が存在するのだ」 

アスカ「こら、無視するんじゃない！」 

シンジ「アスカ、聞こえてない聞こえてない」 

レイ「画面に向かってわめいても、無駄よ」 

アスカ「くう〜、くやしかぁ」 

キャンサ—星人「いでよ、タラバキングー」 

GM 「 . という 設 I もとともに画面は消え、遠くの方からどどおんという音が聞こえてき 

た」 

アスカ「ついに出たわね、宇宙巧徒！」 

GM 「どうあっても使徒と呼びたいらしいな(笑)」 

シンジ「でも名前がタラバキング……」 

レイ「スベスべマンジユウキングよりはいいと思うわ」 

タラバもスベスべマンジユウもカニの名前。 

余談だが、タラバガニはカニよりもヤドカリの仲間にか類されるらしい。 
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GM 「それでは微齡に入る前にカード.ボーナスの樹載を…：.って、カード.ボーナス発 
生す るよう なプレイしてないな、よく考えたら」 

アスカ「え一っ？」 

シンジ「ボーナスの基準ってなんだっけ？」 

GM 「キャラクターごとに窮なる。シンジなら、意見の対立があったとき自分の意志を押 
し通すというもの」 

シンジ「押し通して…ません」 ■ 

GM 「レイ、他のキャラと事務的会話な上のコミュニケーションをとるというもの」 

レイ 「して、ないわ」 

GM 「あれでとってる言われたらたまらんわ(笑)。んでアスカ、他のキャラと意見がぶ 
つかつたときにおとなしく身をひくことができたというもの」 

アスカ「(いばつて)そんなことするわけないじやない！」 

GM r (ため息)まぁ、な上のような行動を『キャラクターの雰囲気を壊さずに』演じら 
れたらボーナスなんだが、今回最初から壊れていいっつったからボーナスどこじやないん 
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だな奚ご 

シンジ「じゃ、最初に配られた五枚だけか」 

GM r がが上に MAP を広げながら)それじゃ、みんなキャラクターシートを追加ルー 
ル版に換えとくれ。戦闘パートに入るから」 

アスカ「は一い。じゃ、♦を使うわ。今のウナしか使えないんでしょ」 

GM 「うむ。カードの 数値 +2 D だ」 

レイ 「なら、あたしも使うわ」 

シンジ「う一ん……ボクには♦がないからなぁ」 

♦のカードは 使徒の 能力を^るカー ド。 NERV や国連軍が全力で使徒の解析を すると 
いう雰囲気で考えて くれる といい。どれくらいの数値で、どれくらいのデータが分かるか 
は ルールを参照の こと。 

もちろん、数値が高ければ高いほど詳しいデータが分かるょうになるのだが…：' 

GM 「 . うむ。 分かつ たことといえばその 巨大生命体は『カニ型』をしていて、おそら 






くは 接近戦が強いだろうということくら-^だ」 

アスカ「ああああ、そんなことは 最初から分かってるのに。分かってるのに 

シンジ「そうと もいえないよ。ひよ っと したら 親裁を ついて 人型だったかもしれなかった 

じやないか」 

アスカ 「どっちにしても、 ili だけ分かってもしようがないのよ！」 

CJM 「まあまあ。今、カーーは ( MAP のすみを指さし三ココにいる。そしてみんなはサ 
1ビスで をっ NERV 本部苯部を指さ玄についたこと t 去っ。さあ、エヴァンゲリ 

オンの起動巧定だ」 

戦 レイ 「ここで口を使うのね」 

则 GM 「そ。ここ喊外では使いようがない」 

邮 アスカ 「はい、二枚手持ちがあるわ」 

宇 

一口® 力 1ドは H ヴ7蠢時に使うも®。一枚につき基け、晏7と®シンク n 率を离 

3 めてくれる。 
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GM 「 OK 、 じゃあアスカは差し引き y だな。他は？」 

シンジ「あ、一枚あります」 

レイ 「あたしも、二枚あるわ」 

GM 「シンジが W で、レイが W ね。では、エヴァンゲリオン、起動巧定つ」 

シンジ 「(コロコロ) . W 」 

レイ「(コロコロ) . 

アスカ「(コロコロ) . U つ」 

GM 「全員シンクロ. レベルは 2 か。それではエヴァの初期装備を選んで」 

ここでをわれるカードは◊。これ一枚で好きな装備を選ぶことができる。 

ただし、一度に装備で きる 武器は一つまで。それとは別にプログレッシブ.ナイフは標 
準装備されている。 

シンジ 「◊は一一一枚もある . ん一と、ポジトロン.ライフル！」 

GM 「 OK 」 
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レイ「あたしも一枚あるわ。スナイプ.ガンを」 

アスカ「あたし、一枚もないわ！」 

レイ「じゃあ、プログレッシブ•ナイフで 活躍わ」 . 

アスカ「 . きついわね」 

シンジ「ちょっと 待った ……えっ' と、 初期装備な外では、 ◊一 一枚で新装備を選べるんだ よ 
ね」 

GM 「うむ」 

シンジ「じゃあ、このポジトロン.ライフルをアスカに 渡して、ボクは改めて ◊を二 枚消 
費でソニック•グレイブ……っていうのはできる？'」 

GM 「できる」 

シンジ「じゃあ、^それで」 

アスカ「おつしゃ、偉いわシンジ！」 

GM r それでは、今から時計まわりにプレイ開始だ。ちなみに残る♦はエヴァの HP を日 
だす 回復させる効果があるから。使うときは自分の番の斤動前に使って おくれ」 

アスカ 「 OK っ」 
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GM 「それではカニの番だが……一気に6マス距離を縮めてきたぞ」 

アスカ「げげっ、行動ポイント6な上 P 」 

これはアスカの早とちり。 

と、いぅより 使徒のデ ータを 集められなかった故の觀患いなのである。移動に W の特典 
を 持っていることが、この宇宙使徒……もとい、 タ ラバキングの特殊能力なのだ。 

よって、こいつの行動ポイントは4。 

GM 「んでは、シンジの番」 

アスカ「こりや、早いターンで決着をつけないと . シンジ、とにかくダメージを与える 

のよ！」 

シンジ「分かった。 W の移動ボーナスで齡おして、ソニック•グレイブ倍消費……」 

……こぅして、エヴァとタラバキングの戦いが始まった。 

匯獣だ宇宙巧徒だカニだと言われても、タラバキングも 一一 一人プレイ用の使徒データを元 
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に作られた敵。決して弱い相手ではない。 

繰り広げられる死闘。 

總微になると、が撤一体か二体は行動す能になるものなのだが……今回は皆しぶとく^ 
なかなか沈もぅとしない。 

まあ、これは . 

アスカ 「あたりまえでしょ！人と して、 カ ニにやられるワケにはいかないの ょつ リ」 

といぅアスカのセリフがすべてを物語つている気がする(笑)。 

まさに人間⑩意地。 

戦闘の靈寡値の齡齡がので省略するが、なかなかに熱ぃ戦ぃだった。 

そして、戦闘開始から(プレ V 時間で)二五分過ぎ。 

ついに、タラバキングはその巨体を大地に横たわらせたのである。 

シンジ 「プログレッシブ •ナィフ ニー倍消費ぃぃつつ！ダメージ別つ M 」 
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GM 「それがト ドメ だな。カニはグ ラリ . と偏くと、ゆっくりと 横倒しに なって 倒れて 

ぃく」 

シンジ「勝った！」 

アスカ「今夜は力二鍋ね！」 

GM 「 . 食うのか、コイツを？」 

シンジ「こんなに大きいの、さばけないよ」 

アスカ「そこはそれ。今のうちにプログレッシブ.ナイフで身を少し . 」 

GM 「まぁ、食いたいなら止めんが」 

レイ.「それよりも、キャンサー星人は？」 

GM 「おお、そうだ。タラバキングが倒されると同時にキャンサーさ人の輝く円盤が箱根 
の森から飛び立つ。エヴァに通信が入るぞ」 

アスカ「何て？」 

キヤンサー星人「オノレ、エヴァンゲリオン。この次はクルマキングとサクラキングで必 
ず復警してくれる U 」 

アスカ「次はエビかっ！(笑ご 
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レイ「スナイプ•ガンーーー倍消費」 

シンジ「あ、冷静」 

GM 「スナイプ•ガンーーー倍消費じや避けようもない。地球から脱出しようとしたキャンサ 
1星人の宇を船は、レイの銃弾に貫かれて四散した。これで、宇宙からキャンサー星人と 
いう種族が死滅したことになる」 

アスカ「無情ねぇ」 

シンジ「そう考えると、見逃してあげても良かったんじやないかなって思うけど」 

レイ「絶対、駄目」 

シンジ「何故？」 

レイ 「エビも、嫌いだもの」 

GM 「ひでえ(笑)」 

アスカ「偏食で宇巧から一種族が消えたのね」 

シンジ「せめて、黙禱をささげるよ」 

GM 「そうしてやってくれ。突発で作った種族だが、死滅したことには間違いない。そし 
て、プレイも終了だ」 
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レイ「さよなら」 

シンジ「さよなら、キヤンサー星人」 

アスカ「そしてこんにちは、今晩のオカズのカニ鍋」 

アスカ、おまえも充分ひどいぞ(笑)。 
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•「宇宙からの挑戦」について 

これは番外編もいいところ。敵が宇宙人というとんでもない話である(笑)。 

この シナリオを 思いついたのは本文に あるとおり、 エヴァの ドラマ CD を聞いたとき。 
なかなかにぶっとんだ内容のドラマだったのだが、何ょりぶっとんだのがその脚本を書い 
たのが庵野監督ご当人だったこと。ドラマでは他にも合体変形するエヴァや番長になるア 
スカなど、ぶっとびてんこ盛りの内容だったのだが……さすがにそこまで やるとゲ ームが 
崩壊するので敵を宇を人にするだけにとどめた。 

まぁ、これだけでも相当なモンだという説があるが。 

なお、本文に出てきた宇{由人と怪獣の名前はプィ中はホントはもっど安っぽかった。 
プレィ終了後にプレィヤ I から「あんまりだ」という声があがったので、急きょ宇宙人を 
「キャンサー星人」、怪獣の名前を「タラバキング」としたりなんかしている。 

だから実際はアスカの「キャンサー星人でいいです」というセリフにも違う名前が入っ 
ていたりなんかするのだ。 
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元の名前が何だったのかは勝手に想像してもらうとしよう みごと 
それにしても、前半に驚として張っておいた笔物の豪の消失事件」がものの曇 
に解決されていないな。 

この 囊はプレイ終了後にレイが気がついたのだが ...... ま、このテの話はラスボス(こ 

の場合タラ'、ハキング)を倒せばすべて解決すると相場が決まっているのでよしとしよう 

ちなみに、 IS 驗でプレイヤ1たちが「今回の、不夕は劇場版？」と訊ねてきたが、実はお 
いらもそれを考えてはいた。 '， 

この文庫が出るのが九月。ならば劇場版のネタも齡禁の時期だろうと思って公開一二日前 
の試写会に出向いたのだが…… 

ものの 曇に断念(笑)。あり ゃ、 TRPG にするにはス .T ルが、 でかすぎる。少なく 
とも、 単純驟を P する MAGIUS には向いて S いだろう。ソ。プレイ専用にする 

なら話は別だけど。 ぅ 

と、 いうより あれを数値とル1ルで殿って欲しくない、というのが量な囊气 
エヴァは、あれで完結したのである。 





イムけ RiG\n が 


ルール 


276 


このル—ルは 「決戦’' 第 s 新奉雷」で作られた i 斷ル 1 ルを「使徒接近！」用に変 
更したものです。 

力—ドにょる「使徒接近’.」の戦闘は微がだと考える人は、このル—ルを使って簡を 
楽しんでください。また、このルールは「決戦！第3新東京市」をべースにしているの 
で、 GM の方はそちらのルールを一読しておくことをお薦めします 

® 必要なもの 

この ルールで遊ぶためには、次のものが追加として必要になります。 ’ 

•マップ . 使徒とエヴァの戦闘はマップと呼ばれるマス目(へクス)を描 

いた紙の上で行なわれます。マップは纖ぺージに載っています 
ので コピ ー して 吏っ てください。もちろん、「決戦！第3新 
東京市」のものを使い回してもらつてもかまいません。 

•ユニット . 撕ぺ ー ジについているコマを切り取り、マップの上に乗せるユ 

ニットを作ります。本を切り取るのが嫌だという人は、これも 
コピ ー すると 良いで しょう。また 紙のユニットが嫌だという人 
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は，市販のフィギュアや怪獣消しゴムなどを使うという手段も 
あります。 

♦戦闘の順番 

戦闘の順番は、 GM から時計まわりにまわります。 

GM の担当する使徒や NPC の行動が終わったら左隣のプレイヤ I の番となり、そのプ 
レイヤーの番が終わったらその左隣のプレイヤーに……と、順番が移っていくわけです。 
GM からスタ t 卜して、最後のプレイヤーまで順番がまわることを1ターンと呼びます。 
このあたりに変更はありません。 

1ターンはだいたい 一〇秒くらいと考えてください。 

•行動ポイントと-回の行動 

このル t ルには「巧動ポイント」と呼ばれるポイントがあり、キヤラクタ1はそのポイ 
ントを消費することによつて行動を起こしていくようになっています。持ちポイントを使 
いきったら行動(順番)終了。 
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ポイントはをい切っても、次の自分の番には上限まで数値が戾ります。また' ポイント 
を使い切らずに順番を.終えることもできますが、いくらポイントを残しても上限據上の数 
値にはなりません。 

•トランプの巧割 

このルールでは、戦闘の判定にトランプを使いません。 

しかし、キャラクタープレイでは通常通りにボーナスとしてトランプを受けとることが 
できます。 

戦闘の巧定では使わないのに、なぜトランプを受けとることができるのか。 

そ I 过、判ちな外のときにトランプを巧用することができるよぅになるからです。 
手持ちの.トランプは、次のよぅなときに使用してください。 

•♦の力—ド 

使徒が出贯したあと、自分の番に♦のヵードを出すと、ヵードの数値 +2 D で次の情報 
を得ることができます。これは「決戦！第3新東京市」の「使徒解析」と同じルールに 
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あたります。 

使徒のデータに関しては、測ぺージの「使徒データの見方」を参照してください。 

5 Z 5 下…情報は'データ1 ( 外見)までしか分からない。 

6^9 : •使徒のデ^~夕2までを解析できた。 

W 〜じ…使徒のデータ4までを解析できた。 

；^〜け…使徒のデータ6までを解析できた。 

W 〜…使徒のデータ目までを解析できた。 

扣政上…使徒のすべてのデータを解析できた。 

•◊のカード 

エヴァに乗り込むとき、カードを一枚使ぅことによってがきな装備を一つ選ぶことがで 
きます。 

また、戦闘中に武器を使い切ってしまった場合、◊のカードを一一枚持っていればそれを 
捨てて、新たな武器を取り出すことができます。 
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◊の カ ー ドを 持っていない場合は標準装備の'「プログレッシブ.ナイフ」のみがエヴァ 
の使用可能な装備となります。 

なお、エヴァが撒齡できる装備は、(プログレッシブ.ナイフを除いて)一度に一つの 
み。同時に二つの装備を携帯することはできません。 

•♦のカード 

戦闘 中に このカードを 使ぅ と、カードの 数値に関係なく一枚につき 5 ポイントだけ HP 
を 回復させる こ. とができます。一度に何枚巧っても構いません。 

.口の力—ド 

エヴァの起動時の判定にプラスの修正を受けることができます。 

受ける修正の数はカードの数値に関係なく一枚につきパ。エヴァの起動はこのすぐ後に 
説明されていますので、そちらを参照してください。 
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参エヴァンゲリオンの起動 

プレイ中、エヴァンゲリオンの発進準備が整—い、搭乗者がその場にいればいつでも起動 
することがでちます。出撃するときはそれぞれ次の起動表を振ってください。 

起動表は口のカード+ダイスーー個で判定します。 

シンジ(初号機)起動表 

4な下…最悪のコンディション。シンクロ.レベルは〇。 

5〜7…コンディションが優れない。シンクロ.レベルは1。 

8〜 U … 通常状態。シンクロ.レベルは2。 

W 〜 W .'. 気分が高揚、または興奮状態にある。シンクロ.レベルは3。 

U な上…極度の興奮状態にあり危険。シンクロ.レベルは4。 

レイ(零号機)起動表 

5な下…最悪のコンディション。シンクロ.レベルは〇。 
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6. コンディションが優れない。シンクロ.レベルは1。 

t -〜 W … 通常状態。 シンクロ •レベルは2。 

巧 〜 U … 気分が高揚状態にある。シンクロ. レベルは3。 

W な上…深層、む理に異常あり。シンクロ.レベルは4。. 

アスカ(武号機)起動表 

5 Z 5 下…最悪のコンディション。シンクロ.レベルは〇。 

6〜8…コンディションが優れない。シンクロ.レベルは1。 

9 〜 U … 通常状態。シンクロ. レベルは2。 

じ〜巧…ベストコンディション。シンクロ •レベルは3。 

W な 上…極度の興奮状態にあり危険。シンクロ. レベルは 4。 

•シンク□.レベル 

搭乗者 (プレイ了牛ャラクタ丄とエヴァンゲリオンがどれくらい 郎爾 いているかを 
表わすのか.「シンクロ •レベル」です。 
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シンクロ. レベルは〇〜5レベルの六段階があり、それぞれのレベルで次のよぅに状態 
が変わります。 

シンクロ. レベルはパートの最初で決まりますが、戦闘中に変動することもあります。 
レベル〇:行動ポイント〇。エヴァは反応しない。 

レベル1:行動ポイント1。動作が鈍い。同調率が®いか、搭乗者がエヴァに馴れてい 
ない状態。 

レベル2 :巧動ポイント2。通常の稼働状態。 

レベル3:行動ポイント3。高稼働状態。理想的な同調状態。 

レベル4:巧動ポイント4。暴走の危険がある状態。搭乗者が興奮していたり精神的不 
安をかかえている時などに起こりえる。 

レベル5:行動ポイント W 。 暴走状態。エヴァが制御不能になる。搭乗者の精巧汚染が 
、む配される危険なレベル。 

♦倍消費じよる効果 

一回の巧動で消費される斤動ポイントは通常1です。しかし、斤動によっては一回の行 
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動に 2 政上のポイントを消費することによつて効果を高めることのできるものもありまず 
たとえばエヴァのパンチ攻撃は通常'ダイスー個のダメ I ジですが、この。ハンチ攻撃にホ 
イントを2 倍消費す ることによつてダイスー個 X 2 ダメ I ジ、一二倍消費することによつて 
ダイス I 個 X 3 ダメージの効果をあげることができます。 

•エヴァのデ I 夕 

戦闘時は次の「決戦！第3新東京市」のキャラクターシートを使用してくたさレ 
「使徒接近！」のキャラクターシートとは能力値の数値が異なつていますが、これはこの 
レール用 (このル1ルでエヴァに乗つたとき)の数值なのです。 

まこ、 技能は搭乗者がエヴァにインストールされているソフトの性能をどれくらい弓き 
出せて いるかといぅ 意味を持つています。 

♦ H ヴァ(搭乗者)の行動 

巧に、キャラクタ ー の行動リストをあげておきます。原則として、一つの行動をヒるた 
びに1ポイントを必要とします。 
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①出撃する(自動的成巧) 

NE 民 V 本部から出撃する巧動です。マップ上の 「 E 」 マークの付いているマスな 
らどこからでも出撃することが可能です。この行動をとると、たとえ行動ポイントが 
何ポイント あろぅと 自動的に行動終了となります。 

この斤動に倍消費はありません。 

©マップ上を1マス移動する(自動的成巧) 

マップ上を1マス移動する行動です。人間形態を持つエヴァは、向きを気にするこ 
となく三六〇度好きな方向に進むことが可能となつています。 

この行動に倍消費はありません。 

©アイテム•武器の準備をする(自動的成な) 

携帯している武器节アイテムをいつでも使える状態にします。落ちているものを拾 
つたり、ビルから出されたアイテムを受けとるときもこの斤動になります。 
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この行動に倍消費はありません。 

④ 相手を巧撃する(ナイフー武器のペナルテイ/目標値：敵回避力) 

パンナ、キック、あるいは装備した銃な外の武器を使って相手を攻撃します。 

この行動を倍消費すると、消費した分だけ威力が倍に。つまり二倍消費ならダメー 
ジが二倍になり、一一一倍消費ならダメージが一一一倍になります。 

この行動を行なえるのは、敵が隣り合ったコマに いると きのみです。 

⑤ 銃を撃つ(銃器—武器のペナルティ/目標値：敵回避力) 

準備した銃で相手を撃ちます。 

この行動を倍消費すると、消費した分だけ命中力が：^。つまり二倍消費なら^にな 
り、一一一倍消費ならパになります。ダメージに変化はありません。 

この斤動を行なえるのは、敵が銃の射程内に いると きのみです。 

⑥ アイテムを使ぅ(アイテムじよる) 
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準備したアイテムを巧います。 

倍消費の効果があるかどうかはアイテムにより異なるでしょう。 

アイテムを 投げて仲間に渡すといった巧動もこれにさまれます。この場合は自動的 
に成功でいいでしょう。投げて仲間に渡すことのできる距離は4マスまでです。 

⑦アイテム.武器をしまう(自動的成巧) 

準茜)た銃をホルスタ t にしまつたり、ナイフをさやに収めたりするときなどはこ 
の行動になります。 

この行動に倍消費はありません。 

⑨使徒を一~え込む(抑え込み/目標値：使徒の回避力) 

使徒を抑え込む巧動です。抑え込まれた使徒は移動することができなくなり、回避 

力も T になります。抑え込んだまま攻撃することもできますが . 使徒の方も移動で 

きなくなっただけで、攻撃能力を封じられているわけではありません。よって使徒を 
抑え込んだエヴァは集中砲火を浴びる危険性があります。 
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この行動を行なえるのは、敵が隣り合ったコマにいるときのみです。また、倍消 
費もありません。 

®A T フイールドを展開する 

at フイールドを展稠し、使徒の at フイールドを侵食-も和します。この行動を 
とらない限り、使徒にダメージを与えるのは困難です。 

使走 QAT フイールドを中和する場合は、使徒と隣り合ったマスにいなくてはなり 
ません。 

一度された AT フイールドは、エヴァから離れない限り再展開されません 

@修復する(シンクロ •レベルが4 上のときのみ/自動的成巧) 

エヴァの HP を五点回復します。 

この一何動を倍消費すると、消費した分だけ回復する数値が倍に。つまり二倍消費な 
ら W 点回復となり、 ni 倍消費なら巧点回復になります。 
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♦ポイントのかからない移動 

エヴァは、持ちポイントに関わりなく 2マス移動することができます。つまり、たとえ 
行訪ポイントが〇でも、2マス移動することだけはできるのです。 

ここ、より、 巧動 ポイントが2 の場合で も 一回の順番で 4 マス動くことが可能になって 
います。 

参戦闘パ—卜の終了 

戦闘パートは次のいずれかに該当する状況ができたときに終了となります。 

1. ほ徒を纖嫩することができた(勝利) 

使徒を倒すと勝利となり、通常の「使徒接巧！」のルールに戻ります。 

2. すべてのエヴァが破叛されてしまった(敗化) 

出撃したすべてのエヴァが倒されると敗北となり、通常の「巧徒接近，-」のルーん 


に房ります。ゲ ー ムオ t バ ー になるかならないかは、そのときのシナリオ巧第です。 

♦戦闘ホまについて 

エヴァの技能はすべて戦闘に関わる技能です。これらは「命中力」「回避力 J 「ダメー 

ジ」のいずれかに関わりを持ち、次の意巧を持ちます。 

•命中力： 攻撃を相手に命中させるための数値です。攻撃を相手に当てるときはこのデ 
1夕を技能値として振ります。この数値は技能と能力を足した数値で、相手の 
回避力で振り合い勝負をします。勝ったら攻撃が命中した ことにな りダメ I ジ 
の分だけ相手の HP を減らします。 

.回避力： 攻撃されたとき、それを避けるための数値です。相手の命中力と振り合い勝 
負を行ない、勝てば攻撃を避けたことになります。 

.ダメージ： 攻撃が命中したときに相手に与えるダメージです。武器じよってグメージが 
変わりますので、使用した武器のデータを見てください。巧も装備していない 
とき(パンチやキックなど)のダメージはダィスー個分です。 
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前面と背面につし、て 



=前面 
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•防御力^攻撃が命中したとき、相手から受けるダメ ー ジを減らすことができるデ ー タ 
でず。例えば3の防御力を持っていた場合、3点までのダメージまで相殺でき 
るということ。この場合、5のダメージを受けても2点しか HP は減りません。 
技能に関わりなく、エヴァや使徒は固定の防御力を持っています。 

•前面と背面の防御 

前ぺージの図のようにエヴァや使徒の向いてる方向3マスを前面、逆側の3マスを背面 
と呼びます。 

前面から攻擊されたときは何も問題ありませんが、背面から攻撃されるとエヴァや使徒 
は回避力に" f のペナルティを負ってしまいます。また、使徒は一般的に前面より背面の方 
がもろい傾向にあるようです。 

エヴァの向きは自分の行動順のときなら一一一六〇度自在に動かせますが、行動が終わった 
ら次の順番まで一切動かすことはできません。 

♦技能 
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.ナイフ(テクニック) 

プログレッシブ.ナイフやソニック.グンイブなど、手に持って振り回すタイプの武器 
を齡^<^ための技能。テクニックと巧能のレべルを合わせた数値が命中力となり、そのグメ 
1 ジは武器によって異なります。 ‘ 

での攻撃(パンチやキックなど)も、この プログラムで制御されています— 

•銃器(テクニック) 

パンット.ガンやポジトロン. ライフルなど、銃器の狙いを定めるための技能。テクニ 
ックと 技能のレベルを合わせた数値が命中 力と なり、そのダメージは武器によって異なり 
ます 

•回避(テクニック) 

あらゆる攻撃を回避するた めの 技能。 テクニックと技能のレベルを含わせた数値が回避 
力となります。 
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.抑え込み(ボディ) 

使徒を力ずくで抑え込むための技能。ボディと技能のレベルを合わせた数値が命中力と 
なり、 成功すると使徒を抑え込むことができます。 

•エヴァの装備 

エヴァの装備リストです。それぞれの装備は次の デー タで説明されています。 

『装備データの見方』 

I .を称- 

分 類： この装備を使ぅためにどの技能が必要かを表わします。 

命中修正： この装備を使った場合、この数値だけ命中力が変化します。 

射程距離： 武器の射程距離です。分類が「ナイフ」の武器は必ず1 ( 敵と隣接したマス 
でないと使えない)になつています。 

■ダメ—ジ： その武器を使ったときのダメージです。 1 D はダイスー個、 2 D はダイスニ 
個のこと。 2 D + 3といぅのはダイスーー個に3を足した数値がダメージにな 
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説 


るといぅことです。 

使用回数：その装備は何回巧ぅことができるかを表わしています。分類が「ナィフ- 
武器には回数制限がありません。 

巧：武器の説明や、その他の巧足です。 


の 
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•プログレツシブ • ナイフー 
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觀船，する物質をか子レベルで分解•切断していきます。 
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_1• W / ニック•グレ イブー 
分 類：ナイフ 

命中修正 一 T" お程距離. 1 
ダメージ： 1 D + 4 使巧回数：制限なし 

.ぉ 月： プログレッシブ•ナイフをグレイブ(竿状武器)に改造した もので、 わけみ 
に獻がが上がっています。長いことは長いのですが、が程距擲は勤器に比べ 
，るべ くもないので1のままになつています。 
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-•スマッ、 ンユ•ホ—クー 
分 類：ナイフ 

命中修正 ：" T 射程距離：1 
ダメ I ジ； 1 D + 3 使用回数一制限なし 

ぶ 巧： プログレッシブ.ナイフをアックス (1^ 状武器)に改造した もので、 わずろ 
に威力が上がつています。グレイブに比べて準備に手間がかかります A そ 
の分抛*いやすいのが利点でしょぅ。 
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〔-パレッ ト•ガンー 
分 類：銃器 

命中修正：射程距離： 5 
ダメージ： 2 d 使用回数： 8 

説 巧：難ゥラン弾を載^レールで撃ち出す銃です。威力はそんなに大きくありま 
せんが、使用回数が多く、準備もさほど手間取りません。一回の使用(射 
撃)で二〇〜一二〇発の弾を吐き出します。 
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•ポジ ト □ン•ライフル」 

分 類：銃器 

、口中 童 正. 射程距離： 6 
ダメ—ジ： 2 D 卡 4 使用回数 • 4 

説明： 小型の EL 子離です。勇莫き S ですが、謹が複雑な ため 準備に手間 
がかかります。また 銃身の^おも大きいので使用回狹も夕くありません。 















ノレ 


r •大型ポジト□ン•ライフルー 
分類：銃器 

命中修正： 7" 射程距離： W 
ダメージ ： 3 D + W 使用回数：特殊(説明参照) 

ぶ 巧： 戦略自街隊の自走陽電子砲を NERV が(勝手に)改造することで作られる 
特殊大型火器です。この武器の使用には GM の許可をとらなくてはなりませ 
ん。使用回数に制限はありませんが、射撃は3ターンに一度しか撃てません 
し、これを装備している最中のエヴァは回避も移動もできません。 
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分 類：銃器 

命中修正" 7^ 射程距離： 4 
ダメ —ジ " 3 D + 8 使用回数： 4 

ぉ 巧"エヴァンゲリオン用に作られた大型ランチャー銃です。射程はパレット•ガ 
ン並、使用回数はポジトロン•ラィフル並の上に命中精度も低い武器ですが、 
それを補えるだけの破壊力を備えています。 
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分 類：銃器 

命中修正：？！ 射程距離： 4 
ダメージ： 2 d 使用回数ぃ6 

説巧：高速齡獻 iT 戦八フトを組み込むことにょって、撤巧かつ敏速に照準をぁわせ 
ることができるょぅになつたパレット•ガンです。 





r •盾一 

分類：なし 

命中陵/正一なし 射程距離.•なし 
ダメージ-なし 使用回数：(特殊) 

説巧： SSTO の底部幫を靈矢理改造した齡です。この盾を装備していると 

前面からの 義すべてを盾が引き受けてくれまて盾の防御力はも HP は 
〇。 HP が〇になると盾は皆、ダメ—ジはエヴァにいくよ，つになりまて 
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♦状態を化 

次のよぅな状態になったとき、シンクロ.レベルがをわる可能性があります。巧の状態 
におちいったら「状態変化表」を振ってください。「状態を化表」は各キャラクダーによ 
って異なります。 

.シンジが状態を化表を使ぅを件 ：….巧号機が初めてダメ—ジをくらった 

残り HP が日：5下になった(巧定にパ) 

他のエヴァが倒された(判定にパ) . 

シンジの状態を化表 (ダィスニ個を振り、それにを件の修正を加える) 

2 . 戦意喪失。シンクロ.レベルが T 。 

3〜4…あせる。シンクロ.レベルが一。 

日〜6…変化なし。 

'9 …集中力がアップ。シンクロ •レベルにパ。 
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w 〜じ…ほとんど無我夢中の状態に。シンクロ•レベルに + 

U 政上…異常な興奮状態。シンクロ •レベルに"？。 

•レイが状態を化表を使ぅ条件 ……零号機の残り HP が日拟下になつ 

アスカが倒された(判定に ¥) 
シンジが倒された(判定にゴ 

レイの状態変化表 (ダイスニ個を振り、それに条件の修正を加える) 
3據下…気絶する。行動不能になり回収待ち状態に 
4〜日…^傷し、痛みが走る。シンクロ •レベルが-。 

6〜9…変化なし。 

W 〜 W …集中力がアップ。シンクロ.レベルに パ。 

巧 Z 5 上…自分が种又られない。シンクロ.レベルに+。 

.アスカが状態を化表を巧ぅを件 ……ま号機が初めてダメージをくらつ 


た 


た 




307 


第 6 章追加ルール 


残り HP が5な下になつた(判定に， 4") 
レィが倒された(判定にパ) 

シンジが倒された(巧定に T ) 

アスカの状態を化表 (ダィスーー個を振り、それにを件の修正を加える) 

2 . 戦意喪失。シンクロ.レベルが T 。 

3〜 4:' あせる。シンクロ.レベルが Y '。 

5〜6'''を化なし。 

じ…集中力がアップ。シンクロ •レベルにパ。 

U 〜巧…ほとんど無我夢中の状態に。シンクロ.レベルにパ。 

W . 何かがはじけた。シンクロ.レベルに" T 。 

すうそ•つ 

参暴走 

エヴァは暴走すると周困じあるものすべてを破壊しよぅとします。 

まず巧徒がいれば巧徒を攻撃し、巧徒を雜滅すると仲間であるはずのエヴァ 


ま 
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す。使徒もエヴァもいなければ NE 民 V 本部を攻撃します。 

暴走したエヴァは武器を使わずに素手で攻撃してきますが、相手に隣接するとありった 
けの行動ポィントを使った倍消費攻撃を します。また、 深手を負うと自己修復もしようと 
するでしよう。 

ただし暴走と同時に NE 民Vによって電源コードを切断されるので、暴走したエヴァが 
活動できるのは一分 (6 夕 f ン)のみでず。 

暴走したエヴァは GM が操ります。 

♦絶対成功と絶対失敗 

行動チ卫ックを行なうとき、数値によっては「どうあがいても絶巧に成功しない」とい 

う場面や「どうんでも失敗のしようがない」という場面が出てきますが . この塌合で 

も、振ったダィスの目が六ゾロだった場合は「絶対成功」となり、ーゾロだった場合は 
「絶対失敗」となります。 

絶対成功とはどんなに目標とする値が高くとも行動チ卫ックに必ず成かするということ 
で、絶対失敗とはどんなに目標とする値が低くとも行動チてックに必ず失敗するというこ 
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とです。 

能力 値チ 卫ック のときは 2 D で両方とも六や一だった場合、技能チェックのときは 3 D 
で選んだ二つの目が六や一だったときに絶対成功と絶対失敗が適用されます。 

戦闘時の命中力判定のときに絶巧成功すると、相手の防御力を無視してダメ！ジを与え 
ることができます。 

また 回避判定のときに絶対失敗す ると アンビリカル.ヶーブルが切断され、その後(あ 
らゆる エネ ルギー 源を総動員しても)最大で五分しか活動できなくなります。すでにアン 
ビリカル.ヶー ブルがない場合は防御力が無視されます。 

•齡栽載が負傷 

エヴァの H P が〇になったとき、がったダメージはエヴァ搭乗者に及びます。 

辦えば、エヴァの HP が3しか残っていないときに(防御力を差し引いても ) 7のダメ 
—ジを受けてしまった場合、余った4ダメ—ジは搭乗者に降りかかってくるので す。 

エヴァ搭乗者の HP が〇になった場合、重傷を負ったとして意識を失います。どれくら 
いのをがを負ったのかは GM が巧断してください。 



w •使徒データの見方 

ここではエヴァンゲリオンに登場した使徒の紹介とそのデータ、オリジナル使徒の作り 
方、使徒の操り方を説明します。 

使徒の説明は巧のデータで行なわれています。 

データ 1:聯齡。どのょぅな外見かを表わすデ ー タです。人型、球型、蜘蛛型といったょ 
ぅにが雑把な外見で区別されています。 

デ I 夕2 :近距離の敵に対する攻擊方法です。 

デ I 夕 3 :デ ー タ2の命中力と'タメージです。 

デ I 夕 4 :使徒の回避力です。 

データ 5:前面麟術力/帶耐防御力/ AT フィ—ルドを張っているときの防御力を表わし 
ます。 

デ ータ 6:使徒の斤動力(行動ポィント値)です。 

デ ー タ 7 :遠距離の敵に対する攻撃や、特殊な防御方法などの特殊能力です。 
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データ 8 。デ ータ7 の説明です。 

データ 9 :使徒のルーチンです。①〜感のデータで成り立ちます。 

データ W :使徒の弱点です。 

データ U : NE 民 V モード時の使徒の回復力です。 

デ I 夕じ：使徒の HP 。 

•使徒のルーチンについて 

使徒は簡単なルーチン(思考)どおりに動きます。ルーチンは①から最大⑤までの行動 
が決められており、①のル I チンが最優先行動となります。 

使徒はまず①の行動を とろうと 思い、それが不可能である場合は③の行動を、それも不 
可能であるならば感の斤動を . というように 動くのです。 

♦N 2 齡 II じょる默 i 7 

ゲームの 中で N 2爆雷に よる 攻撃を受けると、使徒は HP に必ず W のダメージを受けま 
す。 
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こ罗メ—ジ は置間ごとら了 1 ろ § だけ覆」、 HPQ 上限まで—すると使徒 
は再び活動を開始します。 

また、 N 2爆雷を受けると使徒は「使徒成長表」のとおりに成長します「使徒成^^ 
の結果をプレイヤーに知らせる必要はありません。国連軍の攻撃などにより「使徒解析 
表」を振ることができたときのみ、それに応じてデ1夕を知ることができます 

•使徒成長表(ダイスニ個を振る) 

2 . 使徒の行動ポイント(データ目)が+される。 

3〜4…すベての防御力(データ 5) があがる。防御力 V 

日〜6… 近距離の攻撃能力(デ ー タ 3) があがる。命中カバ、'ダメージ¥。 

7 . 変化なし。 

8〜9…遠距離の攻撃能力(データ 8) があがる。射程距離パ、'タメージ+。 

W 〜 U …すべての攻撃方法のダメージがあがる。ダメージパ。 

^ . 使徒の行動ポイント(データ目)が倍になる。 
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♦使徒の行動(移動)じついて 

使徒はエヴァ同様に、斤動ポイントを消費して動きます。ただし、斤動ポイントの他じ 
2 マス 動ける といぅ 特典は使徒にはありません。巧動ポイントの範囲内でのみ、移動やそ 
の他の行動がとれます。 

♦光球(コア)へのな撃 

巧徒には「光球」と呼ばれる球体の物質がついています。これはすべての使徒にある共 
通の器官で、これを破壊されると使徒は活動不能となります。 

この光巧が体外に露出している使徒はこれが弱点となり、この部分を破壊することによ 
って比較的簡単に倒せる可能せがでてきます。 

化巧を^って攻撃する場合は命中力に T のペナルテイを負いますが、当たったときのグ 
メー ジは倍になります。 


•使徒図鑑 

一•第3の使巧^サキエル - 

デ—夕1:形態.人型 

データ2 :近接戦闘.主に肉弾攻撃 

データ 3: 近接戦闘能力.命中力： W ダメージ： 2 D 

デ—夕4:回避力 .W 

デ— 夕 5 :at フィ ー ルド.巧、前面防御力. 5、背面防御力. 3 
データ6；行動ポィント値 • 3 
データ 7 :特殊攻撃.十字エネルギー光線 

データ8: 特殊攻撃説明•命中力-のダメ ー ジ ：2 D +3 射程距離： 
デ— 夕9 :①十字エネルギー光線を一番近いエヴァに一発撃っ 

② もっとも HP の高いエヴァに近づく 

③ エヴァに隣接したら近接戦闘で攻擊 
デ—夕 W :弱点.前面にある光球 
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データ u :回復力 •2 
データに ： HP •巧 


r •第 4 の使徒•シャムシェルー 

デ ータ！- 形態•魚型または人型 
デ—夕 2:近接戦闘•光の鞭 

デ ー タ 3:近接戦闘能力•命中力"じダメ ー ジ ：2 D +3 
デ—夕 4 " 回避力 • 8 

デ I 夕目" AT フィ ー ルド•巧、前面防御力 • 6、背面防御力. 
デ I 夕 6 ;行動ポィント値 • 2 
データ 7:特殊能力•なし 
デ—夕 8:特殊能力説明•なし 
デ I 夕 9 : ® もっとも HP の高いエヴァに近づく 
©隣接したエヴァに光の鞭で攻撃 
データ W :弱点•前面にある光球 
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デ—夕 u :回復力 •2 
デ—夕に： HP . が 


「•第5の な徒.ラミエルー 

デ—夕1:形態.正八面体 

デ—夕2 :近接戦闘•シールド.ドリル 

データ3 :近接戦闘能力.命中力：1グメ—ジ：必ず巧 

データ4 :回避力.1 

データ5 : at フィールド. W 、 前面防御力. 7、背面防御力. 7 

デ I 夕 6 :斤動ポィント値. 1 

データ7 :特殊能力.高出カエネルギ I 砲 

デ—夕8:特殊攻撃説明.命中力： U ダメ—ジ ：2 d + w 射程距離： 
データ9 :①一番近いエヴァに高出カエネルギー砲を撃つ 
② NERV 本部に近づく 
デ—夕 W 。弱点.特になし 


10 
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データ u :回復力. 1 
デ1タロ： HP . W 

广 •第 7 の巧徒. イスラフェルー 

データ1:形態.人型 

デ—夕2:近接戦闘•肉弾戦闘 

デ ー タ 3 :近接戦闘能力.命中力： W ダメージ： 2D 十 3 
データ 4 :回避力 • 9 

データ 5 : at フィールド. け、前面防御力. 5、 背面防御力. 3 
データ6 :行動ポイント値. 3 

データ7 :特殊能力•分離.合体にょるす死能力 ■ 

データ8 :特殊能力説明•一体の状態でダメージを受けると二体に分離、一一体の巧態で両 
方にダメージを受けると一体に合体し、 HP に影響を与えない 
データ9 :①ダメ ージを受けると特殊能力を使ぅ(行動ポイント消費1一 
②分離中は、分身のそばからは離れない 
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③てヴァが麟おしていたら近接戦闘 

デ—夕弱点.分離中、同じターンに前面の光巧へ両方ダメージを受ける。その直後の 
合体で、参加したエヴァ全員から化球にダメージを与えられると活動停止 
デ—夕 U :回復力.1 
デ1夕じ ： HP . 1 

I •第 9 の使徒 •マトリエルー 
データ1:形態.蜘蛛型 
データ2 ..近接戦闘.溶解液 

デ ータ3 - 近接戦闘能力.命中力： 1 ダメージ： 2 D 
データ 4 : 回お力. 6 

データ 5 : at フィー ルド •巧、前面防御力. 2、 背面防御力. 2 
データ6 :巧動ポィント値. 2 
データ 7 :特殊攻撃.を解液を噴が 

データ8 :特殊攻撃説明.命中力：じダメージ： 2 D 射程距離： 3 
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デ I 夕 9 : ①一番近いエヴァに溶解液を噴射 

感射程内にエヴァがいなければエヴァに近づく 
デ—夕 W :弱点•特になし 
デ— 夕 U :回復力 • 3 
データじ！ H P •別 


r •第 W の使な•サハクイ H ル- 
デ—夕1 :形態•異形 
デ I 夕 2 ;近摇戦闘•なし 
デ—夕 3 " 近接戦關能力•なし 
データ 4 ;回避力 • 1 

デ ー タ5 : at フィー ルド • G 、 前面防御力•日、背面防御力 • 5 
デ I 夕 6 ;巧動ポイント値 • 1 
デ—夕7 :特殊能力•落下 

データ 8:特殊能力説明 • at フィ ー ルドを張って成層圏ょり落下。 4タ ー ン目に GM の 
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定めたポイントに落ちてくる。エヴァが受け止めるな外に食い止める方法なし。 
食い止められなければゲームオーバー 

デ—夕9:① GM の定めた地点に落ちてくる。プレイヤーがエヴァを配置後、 GM は落下 
地点を指し示すこと 

データ弱点.落下地点に AT フイールドを展開できる存在(エヴァ)がいること。 

デ—夕 U :回復力.1 
デ—夕じ： HP •巧 

♦繁らかががも 

.オリジナルの使徒 

エヴァンゲリオンに登場する使徒の数は決まっており、本来ならばそれな外の使徒は登 
場することがありません。ですが……エヴァンゲリオンに登場した使徒しか使わないとな 
ると、作品に詳しい人なら外見と行動だけで「どの使徒か」が分かってしまい、ゲームの 
幅が狭くなってしまいます。そこで、 『MAGIUS •エヴァンゲリオン』では 6*3 が才 
リ ジナルの使徒を作って ゲーム に登場 させても 良い といぅ ことにしました。 
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これらオリジナルの使徒は「数えられぬ使徒」として、第何番目と いぅ 数値を ぅたれな 
い存在として登場します。 

「数えられぬ使徒」たちに制約はありませんので、 GM の思いつく限りいろいろな使徒を 
登場させてください。 



「•数えられめ使徒•アドヴァキエル- 

データ1:形態•水母型 

データ2 " 近接戦闘：王に肉弾攻撃 

データ3 :近接戦闘能力•命中力：：：： ダメー ジ： 2 D 

データ 4 ;回避力. 5 

デ—夕5 : at フィ I ルド.巧、前面防御力 • 2、背面防御力. 2 

データ6 ;行動ポィント値. 4 

デ—夕7 :特殊攻撃.高圧エネルギー弾 

データ8 :特殊攻撃説明.命中力：じダメ I ジ： 2 d が程距離： 
デ I 夕 9 ;①高圧エネルギ ー 弾を一番近いエヴァに一発撃つ 

② 高圧エネルギー弾を次においエヴァに一発撃つ 

③ |一 网圧エネルギー弾を もっとも 遠いエヴァに一発撃つ 

④ エヴァが隣接していたら肉弾攻撃 

⑤ 射程内に何もいなければ NERV 本部へ向かぅ 
デ—夕 W - 弱点•特になし 





330 


デ—夕 u :回復力. 1 
データじ： HP . が 


「.数えられめ巧巧.ゼフォンー 

デ—夕1:お態•人型 

デ—夕2 :近接戦闘.主に肉弾攻撃 

デ—夕3:近接戦闘能力.命中力：じダメージ ：1 D 

デ—夕4 :回避力.口 

データ5 : A T フィールド. W 、 前面防御力 • 4、背面防御力.1 

デ I 夕 6 ;巧動ポィント値. 4 

デ—夕7 :特殊能力.陽子エネルギー砲 

データ8 :特殊能力説明.お中力： W ダメージ： 2D + 2 射程距離： 5 
デ—夕 9 :①エヴァと隣接していたら 2 マス離れる 

②射程内にエヴァがいたら陽子エネルギー砲(一体のエヴァに最大二き 
⑤ NER V 本部へ向かぅ 
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データの：弱点•前面にある光球 
データ：：：：回復力 • 2 
デ I 夕じ； H P • W 

I •数えられぬ使徒•アタリブ I ，- 
デ I 夕1:形態•恐竜型 
デ I 夕2:近接戦闘•肉弾攻撃 

データ3 :近接戦關能力•命中力： 8ダメージ： 2 D . 十8 
データ4:回避力 • 3 

デ—夕5 : at フイ I ルド • ^、前面防御力•目、背面防御力 • 3 
データ6 ；行動ポイント値 • 2 
デ I 夕7 :特殊能力•冷気フイールド 

デ I 夕8。特殊攻攀説明 • 3マス Z ： 5内にいるエヴァは自動的に1ターンにつき 1 D 十3 
メージを受ける 

デ I 夕9 : ER V 本部に近づく 


ダ 
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@ エヴァが隣接したら肉弾攻撃 
データ W :弱点•前面にある光球 
データ U :问復力 • 1 
データに： HP •前 


「.数えられぬ使徒 . アズラエル- 
デ—夕1:お態.異形 - 
デ—夕2 :近接戦闘. なし 
デ—夕 3 :近接戦闘能力.なし 
デ—夕 4 :间避力 • 7 

デ—夕5 : at フイ—ルド.州、前面防御力. 7、背面防御力. 3 
デ—夕6 :斤動ポイント値. 3 
デ—夕7 :特殊能力.重力にょる攻撃 

データ8 :特殊能力説明.命中力-じダメ—ジ： 2 D + 特殊が程距離： 5重力にょ 
る攻撃を受けると2 D のダメ—ジををけた上に、次の行動ポイントが 7" 
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デ ー タ 9 :①もっとも HP の高いエヴァに重力攻撃 

② もっとも HP の离いエヴァに近づく 

③ 隣接したエヴァに重力攻撃 
データ W :弱点.前面の化巧 

データ U :回復力 • 2 
データじ： HP . お 

参マップについて 

このゲームでは E 型装備や G 型装備などの水中.空中活動装備がルール化されていませ 
ん。ょってマップの圓部分の崖地帯、分の水地帯は入ることができません。 

使徒は圓部分の崖地帯にこそ人れませんが、！□部分の水地帯には入れる能力を持ってい 
ます 










起動表 _ 

4 な下… み, をのコンデイシヨン。シンクロ -レべ1レは 0。 

5〜7...コンデイシヨンが巧れない。シンクロ.レベルは1。 

8〜13---.通巧が巧。シンクロ.レベルは2。 

14〜16..ホ々がな巧、または巧 S 巧巧にホる。シンクロ -レベルは3。 
17じ t 上…任巧の巧おが巧にわりを橡。シンクロ.レベルは4。 

が態を化 _ 

巧巧巧化巧を巧る条件…エヴァが技巧にダメージをくらった 

巧り HP が 5U ドになった（’料'志に + 2) 

化のエヴ r が倒された（がを【こ +6) 

が態変化表 _ 

2 . 供な巧ホ。シンクロ.レべ> レが一 2。 

3 ~■4…あせる C シンクロ •レべんが一し 
5〜6…かヒなし， 

7〜日…あ中たがアップ。シンクロ.レべん+1。 

10〜口.ほとんどお巧を中の巧度(こ。シンクロ.レべ1レ+ 2。 

13む上...巧-おな巧が巧巧。シンクロ • レべ，レ+ 3。 


エヴァ行動表 _ 

•化 S する（自おの成巧） 

E マークのがいているマスから化巧。このけかをとると自が)のにけかが了。 
■マップ上を1マスを巧する（目な的ぶ巧） 

マップ上を1マス巧かする C 
•アイテム•巧おのホ備をする（自巧的が巧） 

巧帯し-:いるボ器やアイテムをいつでも巧えるが巧にする。 

* 巧手を巧巧する（手持ちがお一武おのペナルティ/目保-化：が回息力） 

を待ちぶを巧おで拍手を巧夕。巧消巧する i ダメーシが怡に， 

•巧を 巧つ （纺お一がおのペナルティ/目 巧 巧：が回ち力） 

巧器巧能で巧手を巧ザ.怡;’肖巧すると命中力が+ 4に e 
•アイテムを巧う（アイテムじよる） 

お巧したァイテムを巧う： 

•アイテム•武器をしまう（自 お) 的ぶ巧） 

: IM 房 L た銃をホIレスターにしまったり、ナイフをさやに収めたりする。 

•巧巧を巧え込み/目揉巧；巧巧の回を力） 

巧用をのえとむりか)。巧もちは巧かすることができなくなり、回おカー6。 

• AT フィールドをち拥する（自お的ぶ巧） 

AT フィ ー，レドを展阴 L、 使徒の AT フィールドを侵を.中がする： 

♦巧なする（シンクロ - レベルが 4LU 上のときのみ/きお的ぶ巧） 

二けマの HP を5.さ,凹巧する C 
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エヴァ搭乗キャラクターシート 












_ 

5 じ TF ..’ がちのコンディション。シンクロ.レベルは0。 

6 . コンデイションが巧れない。シンクロ.レベルはし 

7 '14 ..巧ががお。シンクロ.レベルは2。 

巧〜17...み々があ巧が巧にある。シンクロ -レベルは3。 

1白な上...巧巧,じ‘巧に異巧あり。シンクロ -レベルは4。 

が態変化 _ 

巧おを化表を巧るを件巧り HP が日 IU ドになった 

アスカが巧!された（判を!こ + 2) 
シンジが巧された（料志に +6) 

が態変化表 _ 

3な下..’気■化する。巧かすおになリ同が巧ちが敝こ。 

4〜已..貝化し，がみがま:る。シンクロ.レベルが一1。 

6〜9…交化なし。 

10〜14…化中力がアップ。シンクロ.レベル+1。 

巧 W 上...ちみが押えられない。シンクロ.レベル+ 3。 


エヴァ行動表 __ 

•おだする（自お的巧巧） 

巨マ—クのけいて いる マスから化が。このけかをとると自かのにけかおし 
•マップ上を1マス巧！!!する（自巧が)ぶ巧） 

マッ ブト-を1 マス 移かする。 

•アイテム•がおのホ巧をする（自巧のぶ巧） 

欺-帯している巧器やアイテムをいつでも巧える化巧にする。 

•巧手を巧巧する（手持ち武ち一武器のペナルティ/目巧巧：か回ち力） 

芋持ちが?ミなおで相をを巧ザ，巧消巧するとダメ —ジがが•に。 

•巧を巧つ（新器一がおのべナルティ/目ホイを：巧回ち力） 

统お巧おで巧手-を巧を。巧消巧するとお中力が+ 4に。 

♦アイテムを巧う（アイテムじよる） 

が備したアイテムを巧う。 

•アイテム•おおをしまう（自岩)的ぶ功） 

が備したがをホルスクーにしまったり.ナイフをさや(こがめたりする。 
♦巧をを抑え込む（巧え込み/目巧巧：巧をの回を力） 

巧 f 走を抑え込むけ$ん巧巧は巧かげることができなくなリ、间堪力一6。 

♦ AT フィールドを房巧する（自お的成巧） 

AT フィールドを展開し.巧もちの AT フィールドを慢を.中がする。 

•侵巧する（シンクロ.レベルが4な上のときのみ/自巧的成巧） 

エヴァの HP を5卓、回復する。 
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エヴァ捨柔キャラクターシート 









起動表 _ 

5な下-'' を悪のコンディション。シンクロ.レベルは0。 

6〜 8 ... コンディションが巧れない。シンクロ.レベルは1。 
9〜 ll.'-i 岳をがを；シンクロ.レベルは2。 。 

12、 15...ベストコンディション；シンクロ.レベルは3。 
leiu 上-''巧度の巧おが態:こありを除:シンクロ’レベルは4: 


が態変化 

巧態を化表を巧る条件 


.エヴァがを巧にダメーシをくらつた 
巧り HP が5り.下になった（'村をに +2) 
レイが巧された（‘巧をに +2) 

シンシが倒された（判ぶに十4 ) 


が驚変 化表 _ _ 

2 . 巧をを失。ンンクロ.レベルが_2: 

3〜4 .'あせる。シンクロ.レベルが一し 

5〜6…を化なし. 

7〜じ…裝中力がアップ。シンクロ.レベル十し 

じ〜1 日ほとんどおを安-中の化おじ'-シンクロ.レベル+ 2。 

16 . 何かがはじけた。ンンクロ -レペル+ 3。 


エヴァ表 _____—— 

•化 K する（自 K 的ぶ巧） 一。" 

じマ—クジバ.い.て、.るマスから,||'1ザ.こ50けかをとると円か J (かこバか J おし 
♦マップ上を I マス巧かする（自れの巧巧） 

マ/ブ I を1マ7巧♦むする 
♦アイテム•を巧のホ備をする（自れ的巧巧） 

巧が'一ぃるみ沿みァイテムをぃて’ 化える化おにずる- 
•巧'手^巧巧する f 手持ちおお一おおのべナルティ/目 巧が^ か回岩力） 

巧もが:;むが r . 片1 r - をな V :.だ;む巧するバ /-’ i ご/;に 
♦巧を<つ（巧巧武巧のペナルティ/目巧化か回ち力） 

み&化化^ . fl バをな V . 化ぶ巧するお中が4じ 
•アイテムを巧う（アイテムじよる） 

ホ供したアイナムを化つ 

•アイテム.おおをしまう（自動の巧巧） ，，，，，4 Z 

ザみ I た化を，十.ルスク-にしま-'たり.ナイフをう令:こ収みたりづる 
•巧はを抑え*^む（抑え込み/目ホ巧：巧巧の回巧力） 

試^ゾ; t むぃか,祖 ( ょぉ*,ける1とがべパ.；なり' 1。動- 6 ’ 

♦ AT フィールドを巧聞する（自1¢めぶ巧） 

けフィール I ' ^ W 1^*1 化化グ j AT フィー,レドみりな • |||か；こ. 

义する（シンクロ.レへ ルケ 4 しソ.上のと丢のみ/自かめぶ巧） 

エヴァグ J り P を5点 l"J 沿す& . 
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新世紀 I みングリオン FPGn 

使徒接近！ 

お±朗/深海工房 


人 お アニメ 「斬が.-紀エヴァンゲリ オン」 の民 PG 
第2弹！ キミは、エヴァのパイロットと 4- 
って、第3斬おおもで巻き起こる化米事を邮 
みしていくのだ。ミサトむちと過ごすハチャ 
メチャな'お巧から、使徘との夕''イナミック4’ 
峭關まで、エヴァンゲリオンの魅んがぎつし 
り。さあキミだけのエヴァを体験しよう/ 


「新化紀エヴァンゲリオン K PG II」をプレイす 
るには、 「MAG IUS スタート ブック」 がぶ， 
巧です。 
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ひとつのルールで無限の可能性…•一それが 



Multiple Assignable Game Interface for Universal System 


シンクロテスト中に現れた f 吏徒反応。原因!^のため、三人まと 
めて監視する事になり、ミサトの家で同居を始めたシンジ•レイ 
• アスカ。彼らに何力 S 起きたのか？使徒の脅威が三人に迫る！ 
「決戦！第 3 新東京市」を「使徒接近！」に対応させた、追加ル 
—ルとサンプルリプレイを加えて、パワーアップしたリプレイ集, 


ひとつのルールで無限の可能性……それが 



M 山 tiple Assignable Game^^^Interface for Universal System 


j シリーズ _ 

• MAGIUS スタートフ W 

♦新世紀エヴァンゲ ij オン RPG ま戦！第3新東京市 
•新世紀エヴァンゲリオン円 PGII 使徒接近！ 

参 MAGIUS 新巧紀エヴァンゲリオン RPG リプレイ集 
- 使徒、撃滅！ 

♦スレイヤーズ RPG 

i ナーガ 様といっしょ〇 

だんぢょん大作戦！ 

I 入門！リナの魔ま教室 

I 聖王都あどべんちやあ 

お宝くえずと 

> ♦ MAGIUS スレイヤース ' R 戶 G リプレイ集 

ナーカ'様がし、っぱい 

参天地無用！ RPG 

天地争奪戦 
騒動無用！ 

天地無用！ in LOVE RPG 
i 魔法少女プリテ < t ^ S-RPG 

\ ♦ MAGIUS 天地無用！ RPG リプレイ集 
I 天地無用！漂流記 

I ’ ♦ MAZE ☆爆熱時空 RPG 
I ♦それゆけ!聞戰おヤマモト•ヨ-コ RPG ゲットレテ r 、 GO ! 
♦セイノ く 一 V IJ オネッ S 円 PG ぼくだけのアリシア 
•空想科学 MAG I US 町内防衛陈 RPG 
♦魔法学園 LUNAR ! RPG 










































































ある曰の放課後… 
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